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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「今日発表だね。七なな海みならランキング入ってるよ。きっと」

「あ、今日だった。忘れてた」

　そんな大事なことを忘れるわけもない。朝から心臓がバクバクしている宇う佐さ美み七なな海みは、通学路で出会ったクラスメイトの澤さわ田ださんに軽くウソを言って平静を装よそおう。

　独立学校インデイペンデント・スクールに通う生徒は、様々な指標でいつもランク付けされる。今回は第五研究所附属内での全学年対象の社会評価ソーシヤルレーテイングのランキングだ。学校での成績や社会貢献度などを総合評価して順位付けされる。

　通学路で出会ったクラスメイトと宇う佐さ美み七なな海みは、掲示板へと向かう。

「変に期待してるとなんか落ちてる気がするから、たぶん入ってない、くらいの気持ちで見るよ」

　七なな海みが自分に言い聞かせるように言うと、

「あーわかる。ゲームでも当てる気満々で重課金したときより、無心で何も期待してないときのほうがレアが出るしね」

「ゲームのことはわからないけど、人生そんなもんだよね」

（人生のことなんかわからないけど、ゲームに課金する余裕がある人間が羨ましい）

　澤さわ田ださんの境遇に注意が向いていたのが功を奏したのか、掲示板に表示されていたランキング上位者に自分の名前があるのを見つけた。

　上位者は二十人ほど。その中に自分の名前がある。

「『期待しない戦法』がうまくいったみたい」

「すごいじゃん、七なな海み」

　七なな海みは喜びよりも安あん堵ど感かんのほうが勝っていた。

（奨学金は確保できた）

　このランキングに載ると、学年別の上位者に与えられる奨学金の上に、さらに追加してもらえるという。

（いつ振り込まれるんだろ）

　それは掲示板には書かれていない。書かれているのは、名前とスコアと学年だけだ。

　全学年統一の成績評価なので、上位に三年ばかりが目立つ中、二年の自分が食い込めたのは、僥ぎよう倖こうである。

「でも一年の三さんの宮みや美み夜やって子のほうがすごいよ。考えられない」

「七なな海み様は、それより上じゃん」

　七なな海みは、下級生に負けたら恥ずかしいし、と言いかけてやめた。ほとんどのクラスメイトは三さんの宮みや美み夜やの後こう塵じんを拝している。七なな海みが黙って掲示板を見ていると、澤さわ田ださんが、

「じゃ、わたし先に更衣室行ってるね」

「あ、一限は体術の授業かぁ。カメラとか仕掛けないでね」

「さぁどうかな？　七なな海み様のエロいお体を盗撮してしまうかも」

　澤さわ田ださんは冗談を残して走り去った。

　返還義務のない奨学金。目標の一つにしていたものだ。

　しかし、宇う佐さ美み七なな海みは決して大きく喜ぶことはなかった。ため息を一つ吐くと、

「はたらけどはたらけど猶なおわが生活楽にならざりぢっと手を見る」

　有名な短歌が一つ、口をついて出た。

　ショートだった髪の毛も肩を越えてきていた。学校のクラスメイトには「きれいな黒髪」と言われるけれども、染めたりする咒か幣ねも時間もないだけだ。

　世辞はいらない、咒か幣ねをくれ。それが宇う佐さ美み七なな海みの本音だった。

　獲得した奨学金は少なくない額だが、それでも妹・八や尋ひろの治療費に届かない。それを工面するために借りた借金の請求がそろそろ来そうだと考えるだけで、気が滅め入いった。

　授業にも身が入らない。

　そんな状態のまま、今日の最後の講義も終わる。

（次期の奨学金の獲得は無理かな）

　バイトにも行ったらしいが、いつの間にか帰路についていた。クタクタで記憶もあやふやだ。頭の中にあるのは、咒か幣ね、咒か幣ね、咒か幣ね。

（バイトしても完済は無理。ならこのバイトに意味はあるのかな？）

　両親が死んでから、誰にも頼らず生きてきた。生きてこれた。人に弱みを見せるのは嫌だった。それでもなんとかなっていた。

　ただそれも、限界を感じている。

「パティラ、パティラ、高収入！」

　軽快な音楽に合わせた宣伝の連呼。オレンジの派手な衣装を身に着けた成人女性がビラを配っている。

　いつもは無視する高収入バイトのビラを、七なな海みはなんとなく受け取った。

　路上でじっと見るものじゃない。そんなビラを見ているのを見られるのは恥だ。

　七なな海みは、素知らぬ顔でカバンの中にビラを押し込んだ。

　向かうは、妹・八や尋ひろがいる病院。

　面会時間はとうに過ぎていて、本来は入れないはずなのだが、七なな海みは気にしない。

　高層の患者棟出入り口に手持ちの端末をかざす。いつもどおり難なくドアが開いた。

（やっぱ、この端末便利……）

　どこでも入れる魔法の端末。なにかの拍子に違法アプリが混入したのか、それともバグが発生したのか、七なな海みにはわからない。ログを漁あさっても侵入した形跡が確認できないのは、安心を通り越して不気味だが、便利さにはかなわない。それに申告するなんて面倒だし、バグなら自分のせいではない。大したことには使っていないから、バレてもおそらく問題ないとも思っている。

　夜間、この階のナースセンターに人はほとんどいない。

　動けない長期療養者がただ静かにベッドに横になっているだけだからだ。

　病室に入ると八や尋ひろは寝息を立てていた。

　七なな海みは妹の頭を優しく撫なでた。唯一の肉親。

「あ、お姉ちゃん」

「ごめん起こした？」

　八や尋ひろは首をわずかに横に振った。体を動かすのも大変なのだ。

「ごめんねお姉ちゃん。わたしのせいでいつも。咒幣おかねもいっぱいかかるでしょ」

「学校で成績よかったから奨学金もらったよ。だから心配いらないから」

　優しい噓うそをつく。話題を変える。

「学校に変な下級生の男の子がいるらしいの」

「変な？」

「そう。学校の入り口にミノタウロスの像があるんだけど、それが壊されたの。犯人はその変な下級生なんだけど、それがね『触っただけで壊れるようなものを置いておくのが悪い』って言い張って弁償する気ゼロ」

「えー壊したらわたしならごめんって謝るよ」

「八や尋ひろ偉いね。でも結局その男の子は弁償しないで済んだらしいの」

「変なのー」

　クスクス笑う姿も愛おしい。

　その妹の体をこんなにしたのは咒幣コインのせいだ。魔力と通貨の機能を併せ持つこの咒幣コインと八や尋ひろの体の相性が特別悪いのだ。

　そしてその咒幣コインのせいで必要になった治療費を咒幣コインで払わなくてはいけないなんて悪い冗談のようだ。

（変な下級生みたいに踏み倒せたらどんなに楽だろう）

　七なな海みが考えている間に八や尋ひろは寝息を立てていた。

　カバンからさっきもらった高収入バイトのビラを取り出す。少し蛇腹になっていたのを手で平ならす。

　睡眠時間を削って卑いやしい男の相手をすれば、ギリギリ支払いは間に合いそうだ。

（でもこんなことしたら八や尋ひろが悲しむ。でもそうでもしないと返せない。でも──）

　でもでもでも、の繰り返し。

　背後に気配がして咄とつ嗟さにビラをカバンの下に隠す。

「今日も来てたのね」

　八や尋ひろの担当看護師エリーであった。面会時間外に来ているのをいつも見て見ぬふりしてくれる。しかも笑顔で。

「でももう帰ります」

「いいのいいの。ゆっくりしていってね」

　エリーのほうが気兼ねするようにして去った。

（いい人だなぁ）

　そう思いながら、妹のベッドに顔を埋めるようにしていたらいつの間にか寝入っていた。

　肩にそっと来客用膝掛けがかけられていた。




　七なな海みは静かに病院から去ると、家には向かわず足は目についた高層ビルへ向かう。ビルの屋上である。七なな海みは病院同様、なんなくビルに侵入する。

　七なな海みの端末をかざすと、よほど古い鍵の扉以外はすべて開く。

　七なな海み自身そんなことをする理由は分からない。病院に行くたびなぜか無性にそうしたくなる。

　妹が元気な頃にドライブで登った山から見た夜景。両親も生きていて幸せだった頃の記憶。高層ビルからの眺めはどことなくそれを思い出させる。

　記憶の中の幸せな日々と対照的に、今の生活はどうか。

　両親は死去。妹は病院。自分は学校と仕事で疲ひ労ろう困こん憊ぱい。逃げ出したいのに、逃げる先なんてない。

　深夜のビルの下にいる人々は、夜の街を遊び歩いて、気楽なものである。

　そのチャラチャラした生活を支えているのが咒幣コイン。

　その咒幣コインのせいで妹は蝕むしばまれ、自分の生活も厳しくなっている。

　そう思うと、咒幣コイン誕生百五十年記念により建てられたこのビルも、そこから見える風景も、何もかもが腹立たしくなってくる。

　屋上には人がいない。七なな海みは大きく息を吸い込んで、

「このビルも全部、みんな爆発しちゃえ！」

　ありったけの声で叫んだ。

　誰にも届くことのない絶叫。誰にも届くことがないからこそした絶叫。

　わずかばかりの気晴らしの後、虚むなしさが胸に広がる。

　七なな海みが立ち去った高層ビルに、閃せん光こうが走る。

　七なな海みは振り返らない。

　頭にあるのは、期限の迫る支払いと金策の悩みだけだった。
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「こんな評価なら、学校に行かせる意味がない。もう結婚して家庭に入れ」

　書斎に呼び出され、敬愛する父親から怒鳴られ、三さんの宮みや美み夜やは涙目になった。学校の評価は決して悪くない。評価が下がったといっても、Ａクラスの中段には位置している。ただ、美み夜やの実力からすると『寝てても取れる』評価レベルである。

「好きでもない相手と結婚なんてしたくない」

「好きか嫌いかなんて結婚に関係ないだろう。一緒になっているうちに好きになればいい」

「そんなの無茶苦茶よ」

「無茶苦茶？　恋愛結婚なんて人類史ではほとんど見られない少数派だ。無茶苦茶なのはそっちだろう。第一、相手は前途有望な政治家だ。ルックスもいい。人気もある。何が不満なんだ。それともなんだ？　お前、誰か好きなヤツでもいるのか？　あ？」

「い、いないよ、そんなの！」

　美み夜やは、頭に浮かんだ天あま神がみ円えん四し郎ろうの顔を振り払うように大きく首を横に振った。

「お前がそうやってワガママ言ってる間に他の奴やつに盗とられでもしてみろ。ワシはいい面の皮だ」

「パパこそ自分のことしか考えてないじゃない！」

　美み夜やは父親の過干渉に苛いら立だちを感じていた。

「パパはちゃんと結果を出してる。だからお前はご飯が食べられている。ワガママを言うなら、ワガママを言えるだけの成果を出せ」

「わかったわよ。次の査定までに評価を上げればいいんでしょ」

「ああ。上がらなかったら結婚だからな。いいな」

「わかった！　結婚でも兵役でも何でもするわ」

　美み夜やは父親の書斎の扉を荒々しく閉めて出た。

　自室の天蓋付きのベッドに飛びのり、イライラを枕にぶつける。衝撃で近くに飾ってあった家族写真が落ちてきた。

　拾い上げた写真を見る。父親の腕に抱きつく自分は、満面の笑顔でカメラに向かってピースサインをしていた。美み夜やは少し我に返った。

「どうしよう。売り言葉に買い言葉で言っちゃったけど、このままじゃ本当に結婚するはめになる」

　背筋が凍りついた。

　相手は烏からす丸ま星せい次じ郎ろう。若手人気政治家である。未来の首相との呼び声も高い。

　美み夜や自身は、少し前なら文句はなかった。あえて文句を言うならまだ時期尚早という程度で、結婚相手なんて誰でもいいとすら考えていた。

　でも今は、体が全力で烏からす丸まを拒んでいる。概念上の存在に過ぎなかった『結婚』が現実味を帯びてきていた。

「評価が落ちた原因、元凶はすべて、あの男──あいつのせい」

　美み夜やは枕を『あいつ』すなわち同級生の天あま神がみ円えん四し郎ろうに見立てて殴った。

「あいつが変なことするから──」

　天あま神がみ円えん四し郎ろうが美み夜やにしたことは一つ。経絡、通称『想おもうツボ』を押しただけである。

「あの忌いま々いましい顔ばかり頭に浮かぶ」

　円えん四し郎ろうを後ろからヘッドロックするイメージで枕を肘で締める。しかし、そのイメージは徐々に変わり、円えん四し郎ろうにやさしく抱きつくイメージにすり替わっていく。脳に幸福ホルモンが溢あふれてくる。相手を惚ほれさせる『想おもうツボ』を円えん四し郎ろうが使ったのは初めてだったが、円えん四し郎ろうが予想するより遥はるかに強く作用していた。

「このままじゃダメだ。結婚させられちゃう……」




　翌日、美み夜やは自分の評価を上げるべく行動に出た。教官室の入り口で目当ての人間が来るのを待った。

　自分の人生の岐路である。自分の力で全部なんとかしたいというプライドなどかなぐり捨てて、使えるものは何でも使わなければいけない。

　目当ての人間が来た。教官たちの中でも特筆すべき偉丈夫、サクセスマンとあだ名される教官である。美み夜やの担任ではないが、学年主任であり生活指導も担当している。

「先生、すみません」

「どうした、三さんの宮みや。私に用があるなんて珍しい」

「成績評価のことで相談が」

「うむ。少し下げてはいるが、充分サクセスしている評価だと思うが、やはり不満かい？」

「ええ。もっと評価を上げないと親に怒られるんです」

　実際は怒られるどころではなく、好きでもない男と結婚させられ退学させられるのだ。もちろんそんなこと言えるわけがない。

「だが、次の査定はしばらく先だが」

「ええ。でも、課外活動ミツシヨンによる補正があるはずですよね。何かわたしにできることはありませんか」

「なるほど、それで私のところにミッションをもらいに来たわけか。自分から来るとは賢い。言われてから来る奴やつらとは違って、君はサクセスするよ」

「ということはなにかあるんですね」

「いくつかのミッションをこなせば評価が上がる。もっとも学校から直接依頼するのはコンプライアンス違反になりうるのでできない。なので──」

「生徒会の『挺身奉仕活動サクリフアイス』ですか」

「エクセレント。外部から依頼されたミッションを生徒会が斡あつ旋せんしてくれる」

「生徒会はアポがないと会ってくれないそうで」

「ああ。私から連絡を入れておいてあげよう」

「ありがとうございます。助かります」

　美み夜やは深々と礼をした。

「君の成サク功セスを祈る」

　サクセスマンは白い歯を光らせながら、親指を立てて美み夜やを見送った。

「これで結婚回避のめどがついた」

　自分に乗り越えられない壁はない。これまでの努力と経験からの自負である。




　放課後生徒会室に向かうと、その扉の前で『あの男』と鉢合わせした。

　天あま神がみ円えん四し郎ろうである。それだけでなく、その後ろに見たことのある顔の女子がいた。メリルという名前だったのを思い出す。背が小さく金色の髪が美しい。

「よう成績不良者」

　円えん四し郎ろうに軽口を言われる。

「あなたと一緒にしないで」

　身体からだに力を入れる。発動する『想おもうツボ』の効果に負けてはならない。

「下落率でいうと、俺よりひどいだろ。ブラックマンデー並に」

「下がることもできない人間に下落率なんて言われたくないわ。こんなところであんたに会った今日こそわたしのブラックマンデーよ。何しに来たの？」

　少し詰きつ問もんぎみに尋ねた。

「そんなに俺のすることに興味があるのか？」

「質問に質問で返さないで。興味はないけど、邪魔されるのだけは困るから」

「ここに行けってサクセスマンに言われて来ただけだ」

　サクセスマンの口くち利ききがあるのは自分と同じ。嫌な予感しかしない。

　美み夜やは備え付けられた内線の受話器を取って名乗る。

　しばらくして扉が開き、中から「お三方、どうぞ。お入り下さい」と促される。

　美み夜やは当然と先に入る。案内役の生徒会委員についていく。

（この人たしか、ランキングに載ってたな。三年の三み木きリノさんだっけ）

「生徒会の人数の割に広すぎませんか」

　教室三つ分くらいはある。紅あかい絨じゆう毯たんの毛足は長く、少し歩きづらい。

[image: ]

「普段使いには、ちょっとね。でも結構外部の人と会議するから、これくらい必要なの」

　奥への視線を遮るように、宙に生徒会活動を説明する映像が投影されていた。

　メリルが映像に手や顔を突っ込んで遊んでいたが、同類と思われぬよう知らぬふりをする。

　生徒会の面々が見えた瞬間、美み夜やは先制するように、

「こんにちは。生徒会の皆さん。一年の三さんの宮みや美み夜やです。お時間いただきありがとうございます」

　丁寧にお辞儀をする。

　デスクに座る生徒会長及びその傍そばに立つ生徒会委員四人も会え釈しやくをした。

　生徒会長はニコニコと笑顔を絶やさない篠しの塚づかカルナ先輩である。後ろの窓から後光が差している。怒っているのを見たことがないが、その他の生徒会委員はだらけず、緊張感を保っていた。

「ご機嫌よう。三さんの宮みやさんとお話しするのは久しぶりね」

　話したそうな雰囲気が篠しの塚づか会長から出ていたが、横から男子の委員がメガネを光らせ、

「ちょっと立て込んでいますので申し訳ないけどご用件は手短にお願いします」

「ごめんね、後ご藤とう委員は少しせっかちなの」

「いえ、お忙しいのは承知してます」

　むしろ話が早いのは願ってもない。それに後ろ二人が気になって雑談に身が入りそうにない。

「はい。生徒会の挺身奉仕活動サクリフアイスに参加させていただきたく参りました」

「ええ。構いませんよ。というより三さんの宮みやさんに参加いただけたら頼もしいわ」

　すると後ろから、

「俺たちもその件でここに来ました」

　と円えん四し郎ろうが口を挟んだ。

「じゃあ三人で──」

　篠しの塚づか会長がそう言いかけた時、いかにも運動が得意そうな短く尖とがった髪型の生徒会委員が割って入り、

「三さんの宮みや美み夜やはともかく、得体の知れない一年の二人を入れるのは生徒会の名誉にかかわります」

　初めての生徒会室にもかかわらず緊張もせず、一見だらりと佇たたずむ円えん四し郎ろうと、部屋の調度品を興味ありげに見て回るメリルを見て、篠しの塚づか会長は、

「得体のしれない、というのは少し失礼よ、田た谷たに君。確かに変わっているかも知れませんけど大丈夫でしょう」

　そう言われても田た谷たに委員は引かない。

「会長は甘過ぎます。挺身奉仕活動サクリフアイスのミッションは我が校の名前を背負って世間に貢献する名誉ある活動です。こんな『聖痕』があるだけでこの学校にいさせてもらってるような奴やつらを入れるのは我らの名誉に傷がつきます」

「つまり田た谷たに君は、彼らの実力に疑問符がつくとおっしゃりたいのですね」

「ええ」

「じゃあここで田た谷たに君が自分で実力を測ってさしあげてはいかがですか？」

「ここでですか？」

　篠しの塚づか会長はニコニコと頷うなずき、

「ここでなら、短気なあなたが無茶して建物を壊しても形状記憶ですぐ元通りになるから大丈夫よ。でもここビルの最上階だから、備品が外に飛び散っちゃったらその後の回収はよろしくね」

「俺が本気を出すとでもおっしゃりたいのですか」

「そんな怖い顔しないで。あなたはもっと笑顔が必要よ」

　そう言われた後も田た谷たには渋い顔をしている。対照的に円えん四し郎ろうは涼しい顔で、

「別に俺は構わない。怪け我がをしたって知らないけどな」

「一年の、しかもＤクラスが二年Ａクラスの俺に怪け我がをさせる？　笑わせてくれるぜ」

「そうか、そんなに笑いたいならそうしてやろう」

　メガネの後ご藤とう委員が、

「先ほど申し上げたように、手短にお願いします」

　と急せかしてきた。篠しの塚づか会長は、

「私たちは、ちょっとお茶でもしながら見物しておきますか」

　とメリルと美み夜やに視線を向けた。

　円えん四し郎ろうと田た谷たには向き合い、周囲は壁かべ際ぎわに陣取って見守る。部屋を仕切るように投影されていた映像が消えると、生徒会室は四十畳ほどの即席の闘技場となった。

「お前ごときに聖痕活性化アクテイベートはしないので安心しろ」

「俺は別に『使わせてやる』なんて台詞せりふは言わないけど、出し惜しみして後悔するなよ」

　生徒会長が穏やかに「では、はじめ」と合図すると、

「先手必勝！」

　と円えん四し郎ろうに突っ込んできた。

「おお『縮地』！」

　生徒会長が言った。地面を縮めたかのように相手の認識以上の速さで動く技は、しかし、円えん四し郎ろうには通じない。一歩動いただけで軽くかわした。田た谷たにと円えん四し郎ろうがすれ違う。

「運がいいな。確かに正面からの突進には、変化が左右しかないから三分の一の確率で避けられる。まぐれで避けたとはいえ褒めてやろう。だが今度はどうかな？」

「いや、次はない」

「何？」

　美み夜やが「勝負ありね」とポツリと言った。

　うなずいたのは、生徒会長だけだった。

「出し惜しみするなって忠告しただろ。それを聞かなかったあんたの負けだ」

　円えん四し郎ろうがそういうと、理解できないという風に田た谷たには肩をすくめた。

　ただそれも束つかの間ま、田た谷たには何か異変を察知したように身体からだに視線を向ける。

「一体何を──フヒッ」

　田た谷たには腹を押さえて膝立ちになった。

「ふひひふはは、なんだこれふひ。どうなってふはははとまれひひ」

　体を震わせ笑いを堪えようとする。しかし意思に反して笑いは止まらない。

　生徒会長が美み夜やに訊きく。

「何したかわかる？」

「笑いのツボみたいなのを押したんですよ、たぶん」

　美み夜やが教える。

「ごめんなさい、最近のお笑い番組とか見てなくてわからないの。最新のギャグか何か披露してくれたのかしら」

「そういうツボじゃなくて、身体的なツボです」

「なーんだ。すれ違いざまの五連撃はそういうことなのね」

　円えん四し郎ろうは『七連撃だ』とは訂正しなかった。

　田た谷たには顔を赤くし、周囲に助けを求めるように見渡す。周囲ももちろんどうすることもできず見守るしかない。

　すると今度、田た谷たにの目は恨めしそうに円えん四し郎ろうを見据えた。口は笑うまいという努力により奇妙に歪ゆがんでいる。

「とめろッひひ」

「あんたの笑い声は聞くに堪えないからな。もっと笑顔と笑い声の練習するんだな」

　田た谷たにのおでこをピンッと指で弾くと、委員の笑い声が止まった。円えん四し郎ろうが、

「茶番はこれで終わりにして──」

　と打ち切ろうとしたが、

「クソっ。このままで終われるわけないだろ」

　田た谷たには端末を取り出し聖痕にあてがう。

「これで真のレベルの差を知れ！　アクティベートッ」

　そういうと同時に小さな竜巻が部屋に生じる。立っていた三み木きリノはスカートを押さえる。

　書類が宙を舞う。

　メガネの後ご藤とう委員が「やり過ぎだ！　急に本気出しやがって」と叫んだ。

「うるさいッ」

　竜巻の張本人は聞く耳を持たない。

　ちょうど出されたばかりのお菓子のゴーフレットがメリルの目の前で竜巻に吸い込まれる。

　メリルは、

「あ、ドロボウ！」

　と叫ぶと竜巻に向かって進む。

　柱にしがみつく三み木き委員が「危ないから離れてどこかに摑つかまって」というのも聞かず、命じるように竜巻を指差す。メリルのおでこにある聖痕が薄い光を放つ。

「おやつ、返してちょうだいっ！」

　竜巻はすぐさま勢いを失う。風に乗って舞い戻ってきたゴーフレットをメリルはパクリと口に収めた。

「何が起きたッ──。なぜ消える！　これだけ咒幣コインを投入してるのに」

　田た谷たには混乱し、自分の聖痕が光っているのを確認する。

　竜巻は収束した。今はそよ風すら起きていない。

　円えん四し郎ろうは腰に手を当て、たしなめるようにメリルのほうを見た。

「メリル。ちょっと端末見せろ。いまのでいくら使った？」

「五十万くらいかな……」

「マジかよ。俺のバイト代の何ヶ月分だ？　その咒か幣ねでさっきの菓子が何枚食えると思ってるんだよ……」

「わかんない」

「だろうな。お前は万能だけど、コスパが悪すぎる。やたらめったら魔術使うなって言ってるだろ」

「だってー」

　経済感覚は一朝一夕で身につくものではない。すぐには変えられない。

「わかった。金ゴールドより高いゴーフレットだ。よく味わって食えよ……」

　メリルの口の周りについていた欠片かけらをメリルの口に収めてやる。

「はーい」

　美み夜やが軽くつま先で床を蹴ったのを円えん四し郎ろうがちらりと見やった瞬間、メリルは手元のゴーフレットをぱくりと一気に食べた。

「俺の話を聞いてたか……」

「うん。よく味わったよー」

　円えん四し郎ろうはやれやれと諦めるほかなかった。

　その間、田た谷たには、

「俺の魔術を無効化したのか？　信じられない」

　とうなだれていた。完全なる敗北を喫し、闘争心は完全に砕かれた。落ち込み自失する田た谷たには三み木き委員に頰を突かれて遊ばれたり、後ご藤とうに「しばらく一人で反省してろ」と厳しく突き放されていた。

「もういいでしょう」

　篠しの塚づか会長は田た谷たにの肩にそっと手を置く。

「後で説教部屋、ね」

　と小声で田た谷たにに微ほほ笑えむと、田た谷たには泡を吹いて倒れた。会長は一呼吸置いてから、

「じゃあ改めて、三人の挺身奉仕活動サクリフアイスへの参加を認めますので、よろしくおねがいします」

　と告げた。

　後ご藤とう委員がメガネの位置を整えながら、

「あなたたちへのミッションはこちらの二つです」

　宙空にミッションの資料が映し出される。

「『爆ボ弾マ魔ーの確保』と『失踪した研究者たちの捜索』か」

　美み夜やが後ご藤とう委員に、

「爆ボ弾マ魔ーはともかく、失踪した研究者なんて、端末の使用履歴から位置情報を割り出せば済むでしょう」

「当然それは確認済みです。おそらく、位置情報を偽装した違法端末を使っています」

「身を隠してなにか企たくらんでいるのね」

　美み夜やに疑義を呈するように、円えん四し郎ろうが、

「統率が取れたもんだな。十人もいたら誰かから露見しそうなものなのに」

　と興味なさそうにコメントした。

「あなたと違って優秀な人間は統率が取れるものなのよ。あなた、余計なことしてわたしの足を引っ張らないでね。わたし一人で全部やるから」

「どうぞご自由に」

　委員は、

「それでは、リーダーは三さんの宮みやさんということでよろしいですね」

「ええ。当然」

　美み夜やは二人に確認をとらなかったし、二人も異議を唱えなかった。

「まず爆ボ弾マ魔ーについての情報からご説明します。爆ボ弾マ魔ーによる被害は四件。いずれも高層施設の爆破です。百五十年祭の本祭から断続的に深夜行われています」

　円えん四し郎ろうは、

「結構派手に動いているわりに初めて聞く話だ」

　と訝いぶかしんだ。

「爆ボ弾マ魔ーについては、規制カテゴリ２に該当し、マスメディアや情報ネットワーク上には情報はありません」

　美み夜やは、

「それじゃ、犯人の手がかりもないんですか？」

「事件の記録については挺身奉仕活動サクリフアイス参加者には公開されます。こちらをお持ちになってください」

　渡されたのは、腕章と、一見ただの汎オ用ー魔ル力ラ供ウ給ン端ダ末ーだった。

「これは？」

「挺身奉仕活動サクリフアイス参加者を示す腕章と端末です。腕章は通行証代わりになりますので、これは失なくさずに持っててください。端末のほうは、特別に開示された情報にアクセスできる他、不動産管理者の許可なしに立ち入りできるアプリが入っていますので、上う手まく利用してください」

　円えん四し郎ろうが「違法端末じゃないよな」と冗談を言うと、

「合法だけど、悪用はしないでね」

　と会長は円えん四し郎ろうに釘くぎを刺した。

「したくてもできないんだけどね」

　円えん四し郎ろうが手にとった端末の画面から光が消える。文鎮と化する。

「《破壊者》の特性ってそんなふうに発動するのね。大変ね」

　会長が少し驚きの声を上げながら、円えん四し郎ろうの手をとって観察した。

　メリルがムスッとした顔をするのを見て会長は少し愉快な気持ちになる。おまけに美み夜やも、

「あ、あまり触ると、脳が壊れますよ」

　と、嫌がっているのを見て、会長は少し調子に乗って、ムニムニと手をくすぐるようにいじくり回す。

「壊れちゃうの？」

　上目遣いに円えん四し郎ろうを見る。円えん四し郎ろうは真顔で、

「その可能性はゼロじゃないですね」

「そこは否定しないと……」

　会長は予想外の返答に少し呆あきれる。

「人体は神秘に満ちているので。実際そこにいる三さんの宮みやは俺がツボを押しただけで──」

「あーあーあーあ──」

　美み夜やはごまかすように端末をいじりながら、話を変える。

「『研究者失踪』の件、全然情報がないんですけど」

「ごめんなさい。その件はカテゴリ３だから私たちにも情報開示されてないの」

「それじゃ、どうしようもないじゃないですか」

　抗議するように言う美み夜やを横目に、円えん四し郎ろうは淡々と、

「情報なんて自分の足で稼げばいい。貰もらい物ものの情報に頼り過ぎなんだよ」

「誰も自分で情報を集めないなんて言ってないでしょ。取っ掛かりがないと闇雲に動き回ることになるから時間が掛かるって話よ」

「まあまあ、そんなムキにならずに。とりあえず爆ボ弾マ魔ーのほうから手をつけたらいいと思いますよ。その間に情報開示されるかもしれないし」

　笑顔でとりなす会長への怯おびえを隠しきれないまま後ご藤とう委員が、

「そもそもあなたたちは、そして私たち生徒会も、事件の解決まで期待はされてません。証拠を見つける程度で十分評価されます。ただ、解決すればそれ相応の評価と賞金が出る。それだけです。では生徒会は他の案件がありますので、お引取りください」

　美み夜やは生徒会の面々にお辞儀をして去る一方、円えん四し郎ろうは、残っていたお菓子に手を出そうとしていたメリルを小脇に抱えて退出した。

　扉を出てすぐ、美み夜やに声をかけた。

「爆ボ弾マ魔ーが二百五十万。研究者は一人頭十万か。咒幣コインはともかく、その１％分の評価がもらえると考えれば俺たちのマイナス評価はなんなく消える」

「あんたたち、何やったらそれだけのマイナスが貯たまるのよ」

「メリルは遅刻、居眠り、成績不良。俺は、何も悪くないはずだが、マイナスがついてる」

「もう、円えん四し郎ろうだって遅刻してるじゃない」

「遅刻はいつもメリルの目覚めが悪いからだ。俺はいつもちゃんと起きてる」

「円えん四し郎ろうがベッドを専有するから深く寝られないの。だから遅刻するのも全部円えん四し郎ろうのせい」

「勝手に俺のベッドに入ってきて、爆睡してるだろ」

「あんたたち、一緒に寝てるの！」

「ああ。ちなみに、一緒に寝て何をしているかは、想像におまかせしよう」

　美み夜やの頭の中、メリルと円えん四し郎ろうが絡からみ合あっている様子が浮かんでしまう。

「ということで、不本意だろうが、同じチームになったことだし、一緒に仲良くしよう」

「そ、そんなことする気はないから！」

「どんなことするつもりだよ」

「ともかく、馴なれ合あうつもりなんてないし！」

　圧倒的なメリルの才能を垣かい間ま見みただけでなく、円えん四し郎ろうとの仲の良さも見せつけられ、想おもうツボの影響とはいえ激しい嫉妬と円えん四し郎ろうへの親和欲求が頂点に達しようとしていた。

　美み夜やは円えん四し郎ろうを拒絶しないと頭がどうかしそうだった。

　距離をとりたいのに、チームという名の縛りで関係を切ることもできない。

（円えん四し郎ろうはともかく、メリルにも成果を上げる必要があるんでしょ。わかってるわよ）

　正義感の強い美み夜やは見捨てられない。

「今夜十時に記念公園南口集合。いいわね」

　そう言い残して、円えん四し郎ろうのそばから逃げるように離れた。




　メリルはデート気分で円えん四し郎ろうと手を繫つないで夜の公園に向かう。

「東口から抜けていくぞ」

　公園の中は管理が行き届いていてゴミも殆ほとんど落ちていないし、草木も管理されている。ハート形に剪せん定ていされた緑の周りのベンチにはカップルがいちゃついている。

　公園を覗のぞき込こむように屹きつ立りつしているビル群を背景に、公園の南口で美み夜やが腕組みして待っていた。

　建物は咒幣コイン百五十周年記念事業の一環として事業準備あるいはイベント会場として作られたもので、事業終了後一般企業に払い下げられ、商業施設に生まれ変わる予定だ。

「五分遅刻。ちゃんと言ったよね、十時にここでって」

「お前予定通り行動しないといけないなんて窮屈な人生だな。そんなキチキチして、爆ボ弾マ魔ーは本当にここに来るのか？」

「そうよ爆ボ弾マ魔ーは来るわ」

「自信満々だが、何を根拠に言い切る？」

「分析したのよ。爆ボ弾マ魔ー出現には簡単な法則がある」

「へー。その法則とは？」

「情報アプリの、カップルにおすすめの施設ランキングに載ってる、背の高いビルをぶっ壊してるのよ」

「わかりやすい青春嫉妬野郎だな。というか、青春嫉妬爆発野郎ボマーもステマに踊らされてるんだな」

「ステマ？」

　メリルが円えん四し郎ろうに疑問の視線をぶつけてくる。

「そうさ。そんなランキング、お上が俺たち下々を誘導するために操作されてんだよ」

「へｌ。そうなんだ。なんかズルいね」

「タダで貰もらえる情報なんてそんなもんさ。さて、あとは捕まえるだけか。簡単なお仕事だな」

「円えん四し郎ろうがいればチョチョイチョイだね」

　円えん四し郎ろうとメリルがあたかももう解決したかのようにハイタッチしていた。

「あ、このビルにパンケーキミュージアムができるんだって。今度、連れて行ってね」

「おう」

　美み夜やは二人の様子を眉間に皺しわを寄せて見つめた後、

「何度も言ってるけど邪魔だけはしないで。あなたたちと違って人生かかってるから」

　ビルへの侵入は簡単だった。生徒会からもらった端末で従業員出入り口は難なく開く。

　メリルはインフォメーションブースに入ったり、カフェの椅子に座ったり、誰もいない独り占め状態のビルを楽しむ。

「相手はビルの中にいるとはいえ、探すのは骨が折れそうだな」

　円えん四し郎ろうが面倒そうにいうと、

「ビルの最上階に行けば来る。上層階から順番に壊すのが流儀みたいだから」

　そう聞いてメリルがエレベーターを使おうとすると、

「それはダメよ」

　美み夜やが止める。

「そんなの使ったらバレるじゃない。階段で上がるのよ」

　階段で最上階を目指す。美み夜やはメリルと円えん四し郎ろうを置き去りにして先に進む。

　長い階段である。十階を待たず、

「円えん四し郎ろうぉ、もう無理足動かない」

　メリルが音をあげた。

「まだ四分の一だな。まあメリルにしては意外と登れたな。三階くらいでギブアップすると思ってた」

「そこまでわたしは運動オンチじゃないよ」

「あとは俺がおぶってやるよ」

　最上階。レストラン街のような場所だ。まずは開けた区画を選ぶ。

「イベントを見ながら食事ができるのか」

　テーブルが並び、真ん中に小さなステージとピアノがある。

　メリルは円えん四し郎ろうの背中から降り、円えん四し郎ろうをステージまで引っ張る。

「一緒に歌おう」

　メリルから渡されたマイクが、円えん四し郎ろうの手の中で成じよう仏ぶつする。

「『魔術師は高所を好まず』というから、客層は中低所得層なんだろうけど、意外としっかりしてるな」

　窓から夜の街の光が薄く無人のフロアを照らすのみ。カーペット敷が足音と投げ捨てたマイクの音を消す。

　円えん四し郎ろうたちが追いついてきたのを見た美み夜やは、

「あなたたちずっと密着してるわね」

　一言冷たく言った。

（あの子の天あま神がみへの仕草一つ一つがなんか気に障さわる）

　円えん四し郎ろうを見る眼まな差ざし、笑顔、甘える声、手をつなぐ様子。見せつけられているような気がして、せっかく意識しないようにしているのにその努力を台なしにしてくる。悪意があるように感じるのだ。

　我慢できずに、

「ふたりとも、ピクニック気分なら帰って」

「そうだぞ。緊張感がないぞ、メリル」

「円えん四し郎ろうがいたら心配ないでしょ。でもあまり力は使わないでね。寿命が縮むよー」

「メリルこそ咒か幣ねは節約しろよ。ピクニックと同じでおやつは三百オースまでなんだぞ」

「おやつなんて持ってきてないよー。先に言ってくれたら忘れなかったのに」

「ピクニックじゃないって言ってるでしょ！　もういいわ。多少なりとも手伝ってくれると期待したわたしが馬鹿だったわ。もう全部わたしがなんとかするから」

　美み夜やは地団駄を踏むように怒りをあらわにする。

「頼もしいな。じゃあ、あれ頼むな」

　円えん四し郎ろうは今まさに窓から侵入しようとする不審者の影を指差した。

「気づいてたなら早く言いなさいよ！」

　黒ずくめの不審者は、窓を破り、そしてアクティベートした美み夜やの聖痕の光を見た。

　美み夜やの腕から召喚された炎が練り上げられ、天井の高さまである炎の竜となる。

　炎の形状を正確に精霊に伝達できてこそ形成できる高難度炎術である。術者の持つ強いイメージが炎の力を凝縮し、同じ体積の炎でも不定形な炎の数倍威力が増している。

「喰くらい尽つくしなさい！　炎・飛竜ワイバーン！」

　その炎の竜が爆ボ弾マ魔ー目がけて突進する。はずだった。

「なんで!?」

　竜は、爆ボ弾マ魔ーの前で方向を変えると、風圧で窓ガラスのほぼ全てを壊しながら窓の外へ。そして空の彼方かなたへ消えていく。

「初手で高火力を出すのは正しいけど、すごいのは見た目だけかよ」

　そうつっこむも、円えん四し郎ろうは動かない。

　覆面の爆ボ弾マ魔ーはにやりと笑う。そして、クマのぬいぐるみを一つ足元に落とす。

　可か愛わいらしいぬいぐるみは、場違い過ぎて、美み夜やとメリルの油断を誘う。

「バカッ」

　円えん四し郎ろうの声と同時に、閃せん光こうが走る。

　遅れて、椅子やテーブルが衝撃波で吹き飛び壁に刺さる。剝がれた絨じゆう毯たんの一部が燃え、生き残ったスプリンクラーが作動する。

　円えん四し郎ろうは飛来物から二人をかばいながら、青春嫉妬爆発野郎ボマーの次の攻撃に備える。

（殺気も消えてる。おかげで殺気では追えない。めんどうだな）

　メリルと美み夜やは、煙を少し吸って咳せき込こむ。

「何ぼさっとしてんだよ。追うぞ」

　煙が落ち着くも、青春嫉妬爆発野郎ボマーの姿はもうない。しかし同じフロアから爆発の音はする。

「わかってるわよ。指示しないで」

　美み夜やはＥＧエンチヤントギアでもある靴を最大出力にすると、壁をぶち破って青春嫉妬爆発野郎ボマーを追いかけていく。

　円えん四し郎ろうは、青春嫉妬爆発野郎ボマーを追う美み夜やの姿を見送るとくるりと方向転換した。

「追いかけないの？」

　メリルが円えん四し郎ろうに訊きく。

「同じ方向から追っても意味ないだろ。ここは最上階。青春嫉妬爆発野郎ボマーは下に下に降りるしかない。三さんの宮みやは青春嫉妬爆発野郎ボマーを追って上から攻める。窓から逃がすヘマはしないだろ。ということで俺たちは下から攻める」

「ハサミうち、だ」

「正解。手間なところは三さんの宮みやに任せて、俺たちは省エネしつつ美お味いしいところだけ持っていこう。で、青春嫉妬爆発野郎ボマーが済んだら、それこそ美お味いしいところにでも行こう」

「美お味いしいところ？」

「そうだな、パンケーキミュージアムでどうだ？」

「わーい」

　メリルが両手をあげるのと同時に、黒く煤すすけた看板が落ちてきた。

「びっくり。ん？　パンケーキの絵が描いてある。なんだろ。これ」

　メリルが目を凝らすと、うっすら『パンケーキミュージアム』という文字が見える。

「ここがそのパンケーキミュージアムみたいだな」

「ってことは……」

「美お味いしいところ行きは、お預けだろうな」

　メリルが膝から崩れた。

「……行きたかったのに」

「残念だったな。けど再開までそんなに長くは掛からないと思うぞ」

「うぅ。気休めはいいよ……」

「ちゃんと保険が効くんだよ。青春嫉妬爆発野郎ボマーがあまり社会問題化してないのは、被害は保険でカバーされてるかららしい。咒か幣ねが入れば撤退せずに再開するだろ。政府が機能しない社会での民間の知恵だな」

「難しいことはわからないけど、そうなのかな！　そうだといいなぁ！」

　メリルは元気を取り戻し、

「じゃあ、頑張って、パンケーキ、じゃなかった、張り切って青春嫉妬爆発野郎ボマー捕まえよぅ！」

「だな」

　円えん四し郎ろうたちはエレベーターで階下へ先回り。とりあえず半分ほどのところで降りる。

「こんなところでいいの？」

「ああ。フロアガイドを見た感じ、ここが一番壁や柱が少ない。中層を爆破すると、建物の重みで、階下がどんどん壊れてビル全体が壊れる。ちなみにそういう破壊の仕方をパンケーキクラッシュという」

「おいしそう！」

「青春嫉妬爆発野郎ボマーにとってはおいしい場所さ。ここを守らないと、パンケーキミュージアムが再開される可能性はゼロだ」

「それはとてもまずい話だね。あっ。あっちのエレベーターも動いてる！　青春嫉妬爆発野郎ボマーかも！」

「囮おとりの可能性が高いけど、本物だと考えて動くほかないな」

　円えん四し郎ろうは、

「でも本物ならチャンスだ。ちょっと破壊してやれば袋のネズミだ」

「……あんまり命を削って欲しくないな」

　メリルが悲しそうにいう。

「使うべきときに使う。その代わり普段は特性が発動しないように気を付けてるだろ」

　円えん四し郎ろうの《破壊者》といわれる特性は、他の人なら通常咒幣コインを使うのに対し、自分の生命エネルギーすなわち寿命を使う。それを最初に教えてくれたメリルは円えん四し郎ろうにとって恩人同然だが、メリルの心配をよそに、いざというときは自分の命を削るのに躊ちゆう躇ちよはない。

　円えん四し郎ろうはエレベーターが自分たちのいる階に近づいた瞬間を見計らいパネルに手をかざす。パネルからボタンが弾はじけ飛とび、エレベーターが沈黙する。

　静寂。嵐の前の静けさ。危険の前の独特の空気。

「メリル離れろ」

　エレベーターの扉が赫あかく光る。円えん四し郎ろうはメリルに覆おおい被かぶさって床に伏せる。

　爆発、ではなかった。頭上を通過していったのは先程みたばかりの炎の竜。

　エレベーターから出てきたのは、美み夜やだった。

「こんなところで、二人で何やってるのよ！　時と場合を考えなさいよ」

　抱き合っていたメリルと円えん四し郎ろうは立ち上がり、

「大人の階段を登っていたように見えたか？」

「そんなわけないじゃない！　どうしてあんたたちがここにいるのかってこと！」

「お前が青春嫉妬爆発野郎ボマーを追いかけている間に──」

「先回りして挟み撃ちしようとしてたのに！」

「それはこっちのセリフだ。って、んん？」

「……同じこと考えて、同じように動いてたのね」

　美み夜やは額に手を当て反省する。

「もう少し連携をとらないとな」

「そっちが普通に行動してればこんなことにはならなかったのよ」

「イノシシみたいに猛進するバカだと思ってたんだが、下手に頭が回るから逆に読みづらいな」

「誰がバカですって？　Ｄクラスの分際で」

「学校の評価だけで他人を判断するのはバカの所業さ」

「青春嫉妬爆発野郎ボマーより先に焼死したいようね。ここでなら、青春嫉妬爆発野郎ボマーの仕業として処理できるんだけど」

「どうぞどうぞ。検査戦の二の舞になるだけだ」

「あなたがぶっ倒れるってことかしら」

　メリルが、

「ケンカはダ～メ」

　と仲裁に入る。円えん四し郎ろうと美み夜やの体を止める。

　時間停止。正確には時間の流れを数万分の一に遅らせたもので、二人の行動を止めたのはわずか一秒ほどだが、隙を与えるのには十分な時間だ。

「わかったわよ」

　メリルのこの術は、激しく動く相手には当たらず使えないだろうと二人は直感したものの、メリルの多彩な魔術には舌を巻くほかない。

「そうだな。俺たちは、階段で上から回って誘い込む」

　メリルが無邪気に、

「じゃ、わたしたち大人の階段登ってくるね～」

「ちょっと、真面目にやってよ！」

「メリルなりの冗談だ」

　円えん四し郎ろうはフォローしたが、メリルは自分が失言したことに気づいていない。

「三さんの宮みや、お前は下で待機。手柄はみんなお前のもの。それでいいだろ」

「いいわ」

　一応の役割分担が決まり、さあ動こうとしたときだった。

　チン。

　残っていたエレベーターが止まった。三人は、自然とそちらを向く。

　扉から出てきたのは、黒い覆面をした人間。青春嫉妬爆発野郎ボマーだった。

「!?」

　驚いたのは三人だけでなかった。青春嫉妬爆発野郎ボマーも驚きを隠せずにいた。

　裏を搔かいたつもりの青春嫉妬爆発野郎ボマーだったが、流石さすがにこんなところで三人が待っているとは予想できなかったのだ。

　青春嫉妬爆発野郎ボマーはクマのぬいぐるみを再び蹴り込んできた。慌てた分蹴りが甘い。

「二度も同じ手を食うかよ」

　円えん四し郎ろうは素早くぬいぐるみを蹴り返す。それを避けて青春嫉妬爆発野郎ボマーが逃げようとする様子は把握済み。

　閃せん光こうと爆煙も気にせず、青春嫉妬爆発野郎ボマーが逃げた方向へ突進する。

　円えん四し郎ろうの初撃。顎に向けた上段蹴り。シンプルだが、無駄のない最速の蹴りだ。

　それを青春嫉妬爆発野郎ボマーは視界不良の中、躱かわし切きった。

　ただ、円えん四し郎ろうの動きは異次元である。青春嫉妬爆発野郎ボマーが躱かわしながら逃げようとするのを、軸足一本のバネで間合いを詰める。

　蹴りで振り上がっている足で踵かかと落おとし。それをフェイントにして青春嫉妬爆発野郎ボマーの体勢を崩す。投げようと胸ぐらをつかもうとした時、青春嫉妬爆発野郎ボマーもそれを察し体を捻ねじった。

　ちょうど乳房と手のひらが思わぬ邂かい逅こうを遂げる。

　柔らかい胸の感触は、刹那だった。青春嫉妬爆発野郎ボマーはバク転よろしく後退。円えん四し郎ろうとの間合いを取ることに成功する。

「闘い慣れてるな。俺を盾にして三さんの宮みやからの攻撃もうまく防いでる」

　円えん四し郎ろうは青春嫉妬爆発野郎ボマーの力量をかなり高く評価した。

　青春嫉妬爆発野郎ボマーも円えん四し郎ろうを見くびるつもりはなく、逃げの算段をとる。

　青春嫉妬爆発野郎ボマーが投げたナイフは二本。一つは円えん四し郎ろうの正面。容易に受け止め、即投げ返す。青春嫉妬爆発野郎ボマーの手首のあたりをかすめた。

　もう一つは、円えん四し郎ろうの頭上を越えて、メリルの真上の天井に刺さった。

（あっちのナイフの刀身が妙にぶ厚い──クソっ）

　ナイフに仕込まれていた爆弾が起動。天井が崩れる。

（距離がある）

　普通に動いては間に合わない。縮地レベルの速さでも間に合わない。

　円えん四し郎ろうは、一瞬で極度に精神を集中し、奥おう義ぎの一つを使う。

　時じの先せん──。

　認知能力・身体能力を向上させ、数倍の速さで動く『天あま神がみ無む刀とう流りゆう』の奥おう義ぎである。

　崩れてきた天井からメリルをかばう。

　青春嫉妬爆発野郎ボマーは円えん四し郎ろうの行動を把握した上での一手だった。

　メリルは少し足を捻ひねっていた。

「メリルはこれ以上動くのは無理だな。放っておけないから、俺たちは離脱する」

「じゃ、青春嫉妬爆発野郎ボマーはわたしが追う！」

　メリルが「いってらっしゃーい」と美み夜やに手を振る中、円えん四し郎ろうは紐ひもで編まれた腕飾りを拾った。魔力が微み塵じんも込められていない手作りの腕飾りだ。

「これ、誰のだろ？　メリルのか？」

　メリルが首を振った。

「三さんの宮みやの、でもなさそうだな。こんな細かいもの自作するとは思えないし、くれる友だちもいないだろ」

　となると、瓦が礫れきの上にあるので青春嫉妬爆発野郎ボマーの可能性は十分だが、確証はない。

「青春嫉妬爆発野郎ボマーが取りに戻ってくる、なんてわけもないか」

「それ、わたしが着けたい」

「数少ない証拠品だ。メリル、絶対に失なくさない自信はあるか？」

「もちろん！」

「ちなみに、生徒会からもらった挺身奉仕活動サクリフアイスの腕章、持ってきてるか」

「もちろん！　ん？　ん？」

　メリルは「無い無い！」と体中を探し回るも、見つからない。

「ま、俺が持っておくのが一番安全だな。三さんの宮みやも頼りないし」

　追跡を任せた美み夜やと青春嫉妬爆発野郎ボマーの動きを予想する。

（実戦の経験値がまるで違うから、三さんの宮みやひとりじゃ手に負えないだろうな）

　一階で轟ごう音おん。メリルをおぶって正面玄関から外に出ると、煙幕で辺り一帯は完全に視界が消えている。

　煙が晴れて現れた美み夜やから、

「逃げられた」

　という報告を受ける。

「『逃げられました。ごめんなさい』だろ」

　円えん四し郎ろうはそう言いながらメリルに消防への通報の仕方を教える。消防はすでに事案を把握済みで、急行しているという。

「あなたたち何もしてないのになんで偉そうなのよ！　データ集めすらもしてないじゃない！」

「失敬な。データならちゃんと集めているぞ。青春嫉妬爆発野郎ボマーに関して」

「なによ。言ってごらんなさいよ」

「青春嫉妬爆発野郎ボマーは胸はＥカップなのに、Ｄカップのブラジャーをしているやつだ。胸を触ってわかった」

「一体なにやってるのよ。真面目にやってる？」

「これも立派なデータだろ。ブラジャーの購買記録から犯人を割り出せるかもしれない」

「そんなデータじゃ全然犯人を絞り込めないでしょ。わたしだってＤカップだし」

「ああ、知ってる。俺は見た目でサイズがわかる。三さんの宮みやもメリルも先週より胸が少し大きくなってるな。ま、メリルは誤差の範囲かもしれんが」

　円えん四し郎ろうは、言い過ぎた、とすぐに直感した。美み夜やの靴のＥＧエンチヤントギアはフルスロットル。

　美み夜やの踵かかと落おとし。

（これは直撃すると痛い）

　円えん四し郎ろうは避けようとしたが、体が動かない。

　雷のような一撃が脳天を穿うがつ。

　地べたに倒れる感覚を久しぶりに味わう。

「メリル、やりやがったな」

「今のは円えん四し郎ろうが悪い」

　メリルにすら言われる始末で、メリルと美み夜やはしばらく腕組みを解こうとはしなかった。

「わかったのはそれだけじゃない。あの青春嫉妬爆発野郎ボマー気の流れがおかしい」

「気の流れ？」

　円えん四し郎ろうは、立ち上がり服のホコリを払った。

「そう。人間の気の流れ以外に何か変な流れがある」

　胸を触ったときに感じたが、それはもう言わない。美み夜やの二撃目を喰くらえば命に関わる。

「何か数値化して報告書に書けるものなの？」

「そんなの数値とかはない」

「じゃああなたの勘みたいなものね。誰も信じないから、価値はあまりないわね」

「そういうと思った」




　青春嫉妬爆発野郎ボマーを取り逃し、ミッション未達成のまま本日は解散。

　そんな流れになる空気が三人の間に漂っていた。

　しかし聞き覚えのある爆発音がそんな空気を吹き飛ばす。

「花火、のわけないよね」

　メリルが不安げにいう。円えん四し郎ろうたちは音の発信源の方向へ走る。

「三さんの宮みや、あっちに何がある？」

「記念病院！」

「あんなの高層ビルじゃないだろ。青春嫉妬爆発野郎ボマーは高層ビルを壊すのが趣味じゃなかったのかよ」

「知らないわよ！」

「一日一個で我慢しろよなぁ」

「邪魔された腹いせかも」

「それを言ったら俺たちの責任になるぞ」

「事実は事実。受け入れるわ」

「それは潔いさぎよいな。尊敬する」

「これまで尊敬してなかったのがおかしいのよ」

　病院に近づくにつれてどんよりとした空気と焦げ臭い匂いが強くなる。駆け足だった三人の足は、病院の敷しき地ちの入り口で止まる。青い患者服や白衣の小集団、つまり病院関係者の集まりが敷しき地ち内で散見される。皆共通していたのは、建物を見上げていることだった。

　黒煙が激しく窓から吹き出ている。

　正面玄関から、ストレッチャーや担架で人が外に搬出されている。

　美み夜やは、警備員が立ち入り規制しているところを、

「第五独校挺身奉仕活動サクリフアイス、三さんの宮みや美み夜や入ります」

　と腕章を示して流れるように中に入っていく。

　円えん四し郎ろうもメリルを残し、中に入って救助活動を行う。

　民間人の入りにくい爆発現場付近での救助活動を受け持ち、次々と逃げ遅れた患者を運び出す。救助されるのを諦めて座り込む老婆を無理やり抱え、寝たきり患者を担かつぐ。

　今はまだエレベーターが生きているが、青春嫉妬爆発野郎ボマーにさらに爆破されては面倒である。

　逃げ遅れた患者、医療関係者を探しながら、青春嫉妬爆発野郎ボマーの気配を探る。

「青春嫉妬爆発野郎ボマーは見たか？」

「いいえ。それどころじゃなかったから。そっちは？」

「俺もわからなかった」

「じゃあもう逃げたんでしょ」

「そうであってほしいけどな」

　円えん四し郎ろうはただ一人、病院周りの空気が妙であるのを察知していた。もっとも、それを説明するすべがないので黙る。

　死亡者ゼロで救護活動を終わらせ、今度こそ挺身奉仕活動サクリフアイスの活動終了。

「今日の活動報告書を作るの忘れないでね。わたしが取りまとめて提出するけどサボらないように」

　結局、青春嫉妬爆発野郎ボマーの確保は失敗したが、美み夜やの報告書が巧みだったのか、翌日の生徒会は病院における救出活動を評価するとのことだった。

　円えん四し郎ろうも美み夜やも釈然としないままミッション続行を申請した。
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　病院で火災があったと連絡を受けて、向かった先は同系列の別の病院。一階のロビーは、同様にやってきた患者家族でごった返していた。

　人だかりになっている対応担当者に、

「すいません！　宇う佐さ美み八や尋ひろの姉です。八や尋ひろは無事ですか!?」

「すぐ調べます。しばらくお待ちください」

　その間、七なな海みは壁にもたれながら、順番を待つ。

「火災じゃなくて、爆発だってよ」

　もともといた病院の人たちだろう中年の男が二人話している。

「この騒ぎ、噂うわさの連続爆ボ弾マ魔ーの仕業か？」

「どうだろ。今回は、咒弊コイン適応不全の女の子の部屋の周りが狙われたんじゃないかって」

「あまり大きな声で言わないほうがいい。爆ボ弾マ魔ーなんて魔術師と公社カンパニー絡がらみの案件だろ。変な噂うわさ話ばなしをすると評価が下がる」

「そうだな。公社カンパニーはどこで聞いてるかわからない」

　口を隠すようにひそひそと話している。周りの者もなんとなく話し声を絞った。

（『咒弊コイン適応不全の女の子の部屋の周り』。同じ病気なのは、三人。一人は男の子。一人はおばさん。だったら八や尋ひろしかいない。でも八や尋ひろを爆ボ弾マ魔ーが狙う理由なんて……）

　その理由を考えた時、嫌な予感が全身をよぎる。鳥肌が止まらない。

（そんなはずは……。そんな記憶は……）

　そんな記憶がない。だから大丈夫、というわけではない。バイトが終わってからここに来るまでの記憶がないのだ。

「宇う佐さ美み八や尋ひろ様のご親族様！　印が記載してある場所にいってください」

　被害にあった人の親族が次々と呼ばれ、フロアマップの紙を渡される。

　丸印が記載されている場所は、遺体安置室、ではなかった。

　手が震える。まずそこを探そうとした自分に動揺した。

（無事なのを確認しなきゃ）

　しかし、妹・八や尋ひろの姿は、変わり果ててしまっていた。体のあちこちにチューブが繫つながっている。ガラス越しでしか面会を許されていないせいか、これはフェイクで自分を誰かが騙だましているのではないか、と何度も現実逃避しかける。

「容態自体は安定していますが、なぜか意識は戻りません。どうも原因は火災とは無関係のようで、現在究明中です」

　初めて見る医者がそういった。

「そうですか」

　気のない返事をした。

　医者は夜間救急で忙しいのだろう。「気を落とさずに」と言い残すと、すぐに別の患者のところへ行ってしまった。

　初めて見る病院。初めて見る医者。七なな海みの見ている世界は水彩画のように薄ぼんやりしていた。

　おまけに、七なな海みは病院に来る前自分が何をしていたかの記憶すら無い。風景に連続性がなく、異世界に迷い込んだも同じだった。

（治療費、またどれくらいかかるんだろう……）

　こんなときに咒か幣ねのことを考えている自分。妹が自分の苦しみの根源のように考える自分。

（いっそ火災で八や尋ひろが……）

　そんなことを考える自分への嫌けん悪おでこの世から消えたくなる。逃げ出したくなる。

「七なな海みちゃん！」

　聞き覚えのある声のほうを向く。八や尋ひろの担当看護師エリーだった。エリーの姿だけが、油絵の具で描かれたみたいにくっきりと見えた。

「どうしてエリーさんが」

「患者さんの引き継ぎのためにここに来たんだけど、そのままここで働くことになっちゃった。医療分野は常に人手不足だからね」

　緊張の糸が切れたみたいに、七なな海みは涙が止まらなくなった。

「真っ青な顔して、かわいそうに。今は好きなだけ泣きなさい」

　エリーは七なな海みの背中を擦った。

「わたし、もう死んでしまいたい」

　と思わず口に出してしまった。エリーに話を訊きくように強制するようなものだ。しかし、エリーは嫌な顔ひとつせず、

「話したいだけ話して」

　ひと目の気にならない中庭のベンチに、誘導されるがまま腰を掛けた。

　七なな海みは、妹の病気が治らなくて不安なこと。治療費が嵩かさんで家計が苦しいこと。学校の評価を維持しつつ働くのは心身ともに疲れること。そして、

「妹が、妹が死んでくれたら楽になれるって思ってる自分が最低で死にたい」

「最低じゃないわ。誰だって、そういう考えを起こすものよ。ひ弱そうな老人を後ろからドロップキックしたらどうなるだろうとか、お葬式で不謹慎なこと言いたくなるとか」

「エリーさんがそんなこと考えてるなんて」
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「医学書に載ってる例で、私はもっとひどいこと考えるかも。それくらい誰もが考えることだから『侵入思考』っていう名前がついてるの」

「そうかもしれないけど。そうかもしれないけど」

　エリーになら何でも話せそうだと思った七なな海みだったが、

（自分が爆ボ弾マ魔ーかもしれない、なんてことは言えない）

　それだけは言えなかった。七なな海みには認めがたいが動機があった。爆破された他のビルに心当たりもある。なにより爆破する能力が自分にあった。ないのは、記憶だけだった。

「仕事柄、『死にたい』って言われたら、『絶対ダメ』って言うしかないけど、もし本当に死のうって思ったら、私のところに来て。私も一緒に死んであげるから」

　そう言われて七なな海みは少し我に返った。

　相手が期待してくるラインを大きく超える反応を見せることで、客観視を取り戻させる。そういうテクニックなのだろう。涙もすっと引いた。

「エリーさんって、普通の看護師さんと違いますよね」

「一応、カウンセリングの勉強もしたわ。資格はとってないけど」

「資格なんてなくても十分プロですよ。少し楽になりました」

「少しでも元気が出てくれれば本当に嬉うれしいわ。カウンセリングついでにもう一つ訊きくけど、最近眠れてる？」

「いいえ。疲れているのに寝られないです」

「ちょっと待ってて」

　席を立ったエリーが七なな海みを待たせた時間はほんの少しで、戻ってきた時、エリーの手には小さな箱が握られていた。

「さっきの話だと、忙しくてお医者どころか、薬局に行く時間もないでしょ。市販の睡眠薬だけど、私が使ってるやつあげるわ。十分くらいで寝られるから結構いいよ」

「何から何までありがとうございます」

「いいのいいの。あ、いけない。私もうそろそろ、持ち場に戻らないと」

　去り際手を振るエリーに手を振り返す。

（砂漠のような人生だけど、オアシスのような出会いだってあるもんだよね）

　七なな海みは少し笑顔になった。

（もう一度、八や尋ひろの顔見て帰ろ）

　病室で妹の顔を見ながら、冷静に自分の課題を洗い出す。

（第一は、わたしが爆ボ弾マ魔ーかどうかを確認すること。もし爆ボ弾マ魔ーなのだったら、自分に捜査の手が伸びないようにするのが肝要）

　保身ではない。自分が爆ボ弾マ魔ーだとわかったら妹がどうなるかわからない。治療も打ち切られるかもしれない。それだけは避けねばいけない。

　七なな海みは汎オ用ー魔ル力ラ供ウ給ン端ダ末ーを使って情報収集をする。

　ビルの火災はいくつかニュースになっている。けれども爆ボ弾マ魔ーの情報は出てこない。

（これだけ大きな事件が立て続けに起きてるのにマスメディアの情報がない。情報統制されてるのね。なら、公社カンパニーは爆ボ弾マ魔ーを現状放置している。なら警察も動かない。ましてや軍なんか動くはずもない）

　少しホッとしたのもつかの間、別の可能性も思いつく。

（でも確か、生徒会の挺身奉仕活動サクリフアイスとかいうのが公社カンパニーへの得点稼ぎで動くかも。挺身奉仕活動サクリフアイスのミッション参加者の特定と進捗状況。これをどう調べるか……）

　その解決策はすぐに思い浮かぶ。

（わたしが挺身奉仕活動サクリフアイスに参加すればいい）

　ふと、七なな海みは八や尋ひろの腕を見た。患者の名前と識別コードが記されたタグ付きの腕輪がつけられていた。

（取り違え防止ね。そういえば、わたしの腕にも八や尋ひろにもらった腕飾りが──）

　七なな海みは自分の腕を見た。

（あれ。腕飾りが無い……）

　寝る時もシャワーを浴びる時もずっと身につけていた、アクセサリーというより体の一部になっていた飾りだ。体の一部になりすぎて、失なくしたことに全く気が付かなかった。

『これが切れて落ちる頃には絶対治ってみせるから』

　そういって、八や尋ひろが手作りしてくれた、いわゆる願掛けの腕飾りだ。自然に切れるまで身につけておくと、切れる頃に願いが叶かなうというやつだ。

「八や尋ひろ。腕飾りとうとう切れちゃったよ」

　八や尋ひろが治る見込みは今はない。むしろ状況は悪化している。

（ただの子供の願掛け。迷信）

　そう思いつつ、願いが叶かなうことを祈る。

（挺身奉仕活動サクリフアイスにも上う手まく入らないと）




　生徒会長は、放課後の夕日で輝くティーカップを口にしながら、

「三さんの宮みやさんたちと同じチームに入ってね」

　七なな海みの挺身奉仕活動サクリフアイスへの加入をあっさり認めた。

「三さんの宮みや美み夜やは有名人だから知っていますが、他の二人はよく知りません」

「もうすぐ来るから、顔合わせするといいわ」

　やってきた三人。リーダーの美み夜やはひどくバツが悪そうに報告書を提出した。

　一方、メリルは鼻はな提ちよう灯ちんを出して立ったまま寝ている。それよりも七なな海みは、入ってきた瞬間からじっと見てくる男子生徒・天あま神がみ円えん四し郎ろうの視線が気にかかる。妙に居心地が悪い。

　メガネの後ご藤とう委員が素早く報告書に目を通し、少し生徒会長と相談。そして三さんの宮みや美み夜やに言う。

「提出された報告書ですが、病院火災での救出についてのみをまとめてください。爆ボ弾マ魔ーとの遭遇については報告書から削除していただきたい」

「でも──」

「遭遇した上で取り逃がした、というだけだと失態でしかありません。この活動は本校の名誉にも関わる活動です。そのようなことは報告書として保存するわけにはいかないのです」

「事実を隠蔽するわけにはいきません。わたしたちが確保しておけば病院での火災は起きなかったかもしれない」

　美み夜やは譲らなかった。自分にデメリットしかなくても、筋は曲げられない。そういう性格だった。

　生徒会長は報告書を見ながら、

「爆ボ弾マ魔ーがクマのぬいぐるみを使って爆破を試みる──。なんだか劇画チックというか、ネタ臭いなぁ……」

　七なな海みは、自分の部屋にクマのぬいぐるみがあるのを思い出した。

「事実です。青春嫉妬爆発野郎、いわゆるボマーはそうやって相手を油断させる姑こ息そくなやつなんです」

　七なな海みは自分に言われているような気がした。

　もっとも今は、この美み夜やの言動よりも円えん四し郎ろうの様子が気になった。気にせざるを得なかった。なぜなら、

（どうして、わたしの腕飾りをこいつが持ってるの!?）

　円えん四し郎ろうの腕に見覚えのある腕飾りがある。その視線に気づいたのか、円えん四し郎ろうは、

「この腕飾りを青春嫉妬爆発野郎ボマーがいたビルで拾った。青春嫉妬爆発野郎ボマーの物かもしれない。付着する生体反応をみればもとの所有者がわかるかもしれない。これは成果として評価されたりしないのか？」

　七なな海みの心臓の鼓動が聞こえそうなほど激しく打っていた。その腕飾りは紛れもなく妹・八や尋ひろがくれたものだ。手作りだから二つと同じものはない。メガネの後ご藤とう委員が、

「そんなものは直接証拠にならない。仮にそれが青春嫉妬爆発野郎ボマーの落とした物だとしても、青春嫉妬爆発野郎ボマーが捜査を撹かく乱らんさせるためわざと捨てたのかもしれない」

　七なな海みは内心頷うなずきながら、

（ナイス、メガネ）

　と思ったが、しかし、腕飾りの存在は、

（わたし、青春嫉妬爆発野郎ボマーだ）

　との認識を深めるには十分な物証だった。美み夜やに対し生徒会長が、

「じゃあ、青春嫉妬爆発野郎ボマーを確保した時に昨日のことも全部報告するとして、今は病院の救出活動についてのみ報告する形にする、ってことでどう？」

　と提案し、

「わかりました。必ず捕まえてみせます」

　と美み夜やは案を吞のんだ。生徒会長はその話の流れで、

「ということで、三人じゃ難しいみたいだし、今度は宇う佐さ美み七なな海みさんをチームに入れて頑張ってください。優秀な人だから力になってくれるわ」

「宇う佐さ美み七なな海みといいます。よろしくおねがいします」

　七なな海みはお辞儀をする。生徒会長は、

「しばらくは三人力を合わせてミッションを完遂させてくださいね」

「え、三人？」

　美み夜やが驚く。

「ええ。メリルさんは、しばらく活動停止ですから」

　メリルは、自分が呼ばれて目を覚ます。

「おはようございます。ミス補習」

「えへへ」

　とごまかし笑いをする。円えん四し郎ろうは、

「あまりに授業についていけてないからしばらくは補習が必要なんだとさ」

　とメリルの頭をポンポンと触った。

　後ご藤とう委員がメガネを煌きらめかせると、今日も、

「以上で挺身奉仕活動サクリフアイスの活動報告は終わりだ。では今日はお帰りを！」

　と生徒会室から部外者たる四人を追い出した。

　追い出された七なな海みたちは、憤ふん懣まんやるかたなく、廊下で立ち尽くす他なかった。

　チームの新参といえども、七なな海みが先輩である。七なな海みがまず口を開く。

「作戦とか役割分担とかはどうなっているんですか？」

　そう訊きくと、美み夜やは顔を曇らせ、

「個々人が自分の判断で行動することになりました」

「でも三さんの宮みやさんがリーダーなんでしょ」

「リーダーなのは、報告書をまとめるのがわたしっていうくらいの意味です。別に先輩がしても構いませんけど」

「わたしはいいわ。途中参加だし」

「こんなミッション、ホントはわたし一人で十分なんですよ」

「へーさすが三さんの宮みやさんね。伊だ達てに特性が《炎術士フアイアウイルダー》やってるわけじゃないわね。わたしは、特性なんて《塩製造者ソデイウム・メーカー》だから、青春嫉妬爆発野郎ボマーと戦うには少し心細いかな。敵に塩を送るだけかも」

　自分の特性をあえて強調した。

「わたしが全部なんとかするので、先輩はゆっくりどこかで遊んでいてください」

「じゃ、ある程度おまかせしますね。わたしは正直、賞金目当てだからそれさえもらえたら十分だし、三さんの宮みやさんは別に咒幣おかねが欲しくて参加したわけじゃないんでしょ」

「わたしは、成績が下がって来てて、リカバリーしないと親に学校やめさせられるから。イヤミ言うつもりじゃないんですけど」

「なんか、すごい厳しい家庭で大変ね……」

　優等生で楽な人生送っていると思っていた七なな海みは少し美み夜やに同情する。

「天あま神がみくんも成績を上げるために挺身奉仕活動サクリフアイスに参加したの？」

「俺は、備品を壊した賠償。メリルは、言うまでもなく成績不良」

　話を聞きながらも頭の中は、

（どうやって腕飾りを回収しよう。三さんの宮みやさんはとっつきにくいし、直接この天あま神がみくんからなんとかするしかないか）

　ということでいっぱいである。

「天あま神がみくん、明後日あさつての土曜日空いてる？」

「空いてますけど、なにかするんですか」

「デートしましょ」

　七なな海みの提案に、素早く反応したのは美み夜やだった。

「で、でで、デート？」

「いいですよ」

「即答!?　ちょーっと待って！」

　円えん四し郎ろうの快諾と同時に、美み夜やが口をはさむ。

「わたしが一人で青春嫉妬爆発野郎ボマー追ってるときに、なに吞のん気きに遊んでるのよ」

「いや、さっきお前、『ゆっくりどこかで遊んで』いろって言ってたろ」

「それは……。それは、先輩に言ったのであって、あんたには言ってないでしょ。ちょっとメリル。あんたの保護者がおかしなこと言ってるわ。なんとか言ってやりなさいよ」

　メリルは硬直して「あわわわわ」としか言わない。

　七なな海みは、

「三さんの宮みやさんは、わたしが天あま神がみくんとデートしたら何か困るの？」

「べ、別にわたしは何も困らないけど」

「『困らないけど』？」

「宇う佐さ美み先輩が困ることになるというか。こいつは、女の心を弄ぶ卑劣漢なのよ」

「そうなの？」

「とんだ風評被害ですね」

「あんた、わたしに──」

　と言いかけて、やめた。円えん四し郎ろうへ身体的親和欲求を感じてしまう経絡を突かれていることを他の人に知られるわけにはいかない。そう考えていると、抑えていたスイッチが入りそうになる。

「デートでもなんでもしたらいいです！　でも、忠告はしましたから！」

　美み夜やは、そう言うと、

「あんた、なに固まってるのよ！　呼び出し食らってるわよ」

　スピーカーから『メリル・ヒューストン、教官室へ来なさい』というアナウンスが流れている。

「ぼーってしてたら、退学食くらうわよ。もうっ」

　美み夜やは、硬直したままのメリルを小脇に抱えて教官室へ連行していった。

「じゃあ、わたしも今日バイトあるから帰るね。土曜日午後三時、待ち合わせは、摩ま耶や駅でいい？」

「というと、ショッピングですか。人多いですからわかりやすいところにいてくださいね」

（人の多いところなら、腕飾りを盗とる下準備ができそう）

「男の子とのデートなんて幼稚園以来だよ。楽しみー」

　七なな海みは円えん四し郎ろうにまったく興味はない。興味があるのは腕飾りだけ。仕事もあるから手早く腕飾りを回収したい。それだけだ。




「今度の土日だけど、出掛けるからよろしくね」

　大家の紙かみ屋や茉ま莉りがメリルと円えん四し郎ろうに向かって言った。

「旅行ですね」

「ええ。その間必要な物があったら、いつもの店に注文しておいて。後で支払いは私がしておくから」

　２階建てのこぢんまりした家にコーヒーの匂いが立ち込めている。リビングにあるテーブルや椅子、棚などの家具は一見古く地味に見えるが、見る人が見れば垂すい涎ぜんのアンティークの逸いつ品ぴん揃ぞろいだ。ただ、借家人二人はまったくそれに気づかないし、家主もそれを気にかけない。

「そんなことしたら、メリルはメープルシロップばかり発注しますよ」

「メリルちゃんがそんなことするわけないじゃない。ねぇ？」

「それはわからない。メープルシロップは裏切らない」

　メリルは否定しなかった。

「この様子は、絶対発注するよ、大量に発注するよ」

　ただでさえ、メリルはメープルシロップの消費量を茉ま莉りに控えさせられている。そのタガが外れる土日に、どうなるかの予想は簡単だ。

　メリルは反論することなく、怪け訝げんそうに茉ま莉りを見る。

「どうしたの？」

「茉ま莉りはいつも、飲まないコーヒーを作って部屋で飾ってるけど、どうして」

　コーヒーをステンレスのマグカップに注ぐと、

「私のお父さんが好きだったの。いつもこのマグカップで飲んでたから。あ、そうだ。私がいない間、私の代わりにコーヒーをこのマグカップに淹いれて飾っておいてくれる？」

「わかった」

　メリルはさっそく茉ま莉りからマグカップを受け取ると、「熱い熱い」といいながら、茉ま莉りの部屋に飾りに行った。

　円えん四し郎ろうたちは、廊下からメリルを見守りながら、

「ステンレスだからメリルが扱っても割らないから安心ですね」

「円えん四し郎ろうくんも壊せないしね」

「茉ま莉りさんには敵かなわないな」

「お父さんの思い出の品はもうほとんど残ってないけど、これだけはずっと残ったの。小さくて、丈夫で」

　メリルが茉ま莉りの部屋の隅にあるサイドボードの上に、マグカップを置いた。小さな家族写真がそばにある。

　茉ま莉りは、父親そのものを見るようにそのステンレスのマグカップを見つめた。

「ところで、円えん四し郎ろうくん。その腕飾りなに？　もらったの？」

「これは、青春嫉妬爆発野郎ボマーの落としていった物です」

「青春嫉妬爆発野郎ボマー？」

「ああ。最近のエリアファイブの高層ビル火災の張本人です。高いビル専用爆ボ弾マ魔ーです。いま追跡してるんです」

「へー。そうなの。知らなかったわ。知り合いが『あまり高いビルには行かないように』って言ってたけど、そういうことだったのね。それにしても爆ボ弾マ魔ーにしては、素敵な趣味をしてるのね。大事にしてたものかもしれないわ」

「だから取り返しにくるかもって、着けているんです」

「円えん四し郎ろうくんに睨にらまれちゃったらもうダメね。あまり痛めつけないであげてね」

「状況によります」

　しかし、金曜日の夜に青春嫉妬爆発野郎ボマーは動かなかった。美み夜やは青春嫉妬爆発野郎ボマーの行動パターンが変わって憤慨し、円えん四し郎ろうは青春嫉妬爆発野郎ボマーが来ない気がしていてサボっていた。メリルは授業の予習復習を茉ま莉りに助けてもらって青春嫉妬爆発野郎ボマーどころではなかった。七なな海みは美み夜やがマークしたビルに一応深夜に赴いたが、美み夜やの顔を見ただけですぐに帰った。

　青春嫉妬爆発野郎ボマーが現れなかったことで七なな海みは自分が青春嫉妬爆発野郎ボマーであるという疑念を深めていた。

「青春嫉妬爆発野郎ボマーが出たところは全部、わたしが登ったことのあるビルだ」

　報告書通りの青春嫉妬爆発野郎ボマーの衣装、すなわち黒ずくめの衣装が自室から発見されればはっきりするが、そんなものはない。

　妹が入院して以来初めて、七なな海みは見舞いに行かなかった。強い罪悪感からだった。文字通り顔向けができなかった。




（私服を着るのいつぶりだろ）

　うす緑のニットのワンピースは、スカートの丈が思っていたよりも短くなっていて、下着が見えそうで見えない絶妙な丈になっていた。

（ちょっと攻めすぎたかもしれない。恥ずかしいけど、逆に、円えん四し郎ろうくんの視線をうまく誘導できればその隙に腕飾りをかすめ取れるかも）

　それにこれ以外の服でまともなのは制服くらいしかなかった。

　実際、外に出る用事があるときは、制服で済ませていた。

（でもさすがに土曜のデートに制服、はないでしょ）

　ニットの丈を少し手で伸ばしながら、時刻を確認する。三時三十分を回っていた。

（おっそいなぁ）

　待ち合わせ場所である摩ま耶や駅。構内には七なな海みの他にも待ち合わせする男女が散見される。広告画面のついた柱に寄りかかりながら七なな海みは円えん四し郎ろうの到着を待っていた。「お待たせ」という男の声が聞こえるたびにその方向を見るが何度も空振りする羽目になって、少しイライラが募る。そんな頃、円えん四し郎ろうがふらっとやってきた。

　土曜日なのに制服姿だった。腕時計と並んで目的の腕飾りもしているのを確認する。

　七なな海みは手の中にある小さなカミソリの刃の感触を確かめる。

（チャンスが来たら、これで切り落としてスリとる）

　難易度は低くないが、出来なくもない。

「お待たせしました？」

「大丈夫。いま来たところ」

（どうしてこっちが気を使わないといけないのか。デートに遅刻って、お前の腕時計は飾りか）

「学校とか何か用事あったの？」

「いえ、普通に寝坊です」

　メリルの寝坊であることは、円えん四し郎ろう以外は知らない。

（この人、だらしないのかな）

「でも、制服だし、カバンもおっきいから。学校に寄ってたのかなって」

（なんでデートに大きなカバン持ってくるかなぁ）

「私服とか面倒なんでいつもどおりの格好で来ました」

「そ、そうなんだ……」

（なんか、わたしだけが気合い入れてる感じになってる……）

　遅刻してくるし、円えん四し郎ろうのことが腹立たしくなった。

（まあ、デートとかあんまり経験がなさそうだし仕方ないね。わたしも全然ないけど。逆に、慣れてないなら色々隙が生まれてチャンスかも）

　七なな海みは、無理やりポジティブに考えて怒りを鎮しずめる。

「先輩、ここらへんはショッピングモールしかないですけど、何か買いたいものとかあるんですか？」

「久しぶりの買い物だからね。色々見たいものはあるよ」

（絶対に買わないけど）

　そんな経済的余裕はないのである。

「ひとも多いし、手をつなご」

　七なな海みは円えん四し郎ろうの左手をガッチリ握った。

　歩きながら、チャンスを見つけては、腕飾りに切れ目を加えていく。

（あと少しで切れる）

　雑貨店に入る。邪よこしまな心を浄化してくれそうなキラキラした世界が広がっていた。

　日常での使い勝手などお構いなしにかわいさだけを追求した小さなポット。正確な時刻を告げるのを放棄した、くねくねとしたハートの針をもつ掛け時計。使わず飾っておきたくなる、お腹なかを見せるポーズの猫の箸置き。

　かわいいを凝縮したモノに囲まれて、ここでするべきことも頭から吹き飛びそう。

「わーかわいい」

　パンダのぬいぐるみに目を奪われる。最近子供を産んだニュースにあやかって作られたもので、小さなパンダがセットになっていた。親パンダにファスナーがついていて中に小さいパンダを入れることができる。

「動物好きなんですね。動物園に行けばよかったですかね」

「最近の動物園とか水族館とかって、展示に凝りだして、遊園地並みに入園料取るからいいよ。わたしはぬいぐるみで十分。ああ、このぬいぐるみ、かわいいなぁ。かわいいなぁ」

　円えん四し郎ろうは突っ立ったまま七なな海みの様子を見ているだけだった。

（めっちゃくちゃ買ってほしいアピールしてるのに、コイツときたら……）

「あ、これ」

　円えん四し郎ろうが、クマのぬいぐるみを手に取る。さっきのパンダと同じ作りをしていた。ファスナーを開けると中に子グマがいる。

「それと同じの、家にあるよ」

「へー。これ多分青春嫉妬爆発野郎ボマーが持ってるのと同じですよ。なるほど、このタイプ、子グマを取り除けば簡単に爆弾を仕込めるんだな」

「いや、やっぱり家にあるのとはちょっと違うタイプだったかもしれない」

　七なな海みはごまかすように、パンダとクマのぬいぐるみに手を突っ込んで手人形パペツトにし、声色を替え、

「今どきクマなんかじゃなくて、パンダの時代でしょ」

（ホントはクマ大好きだけど！）

「パンダってそんな声高くないですし、そんな動きしないですよ」

「パンダ詳しいの？」

「ええ。大陸で修行していた時期もあります。ちょっと貸してくださいよ。俺が本当のパンダの動きを見せてあげますから」

「だーめ」

　手人形パペツトを盗とられまいとしたが、七なな海みの手がまだ入ったまま、円えん四し郎ろうの手がするりと人形の中に入ってきた。

　七なな海みは、その大胆さと滑らかさに少しドキリとしたものの、

（これは腕飾りをとるチャンスが向こうから来た）

「ちょっと、大胆だなぁ。でもあげないゾっと」

　そういいながら、腕を上へ上へと逃げるように上げて時間を稼ぐ。

　腕飾りを切り外すことに成功。

（とった！）

　そう思った瞬間、

「先輩、丸見えですよ」

（バレた？）

　下のほうを向いている円えん四し郎ろうの視線をたどる。

（腕飾りじゃない！　パンツ！）

　腕を高くしているうちにワンピの裾が上がりパンツが丸見えになっていた。

　七なな海みは慌てて腕をぬいぐるみから引き抜き、ワンピースの裾を伸ばす。

（よりにもよって、クマ柄！）

「先輩、クマ好きなんじゃないですか」

（どエスかよ、こいつ！）

「子供の時のがまだ履けるから」

　耳が熱くなって紅潮してきたのを感じながら、なんとなく床を見ると、腕飾りが床に落ちていた。七なな海みは慌てて拾おうとするも、先に円えん四し郎ろうに、

「おっと、いけない。大事な証拠物を落としてしまったな。なんか切れやすくなってる。注意しなきゃな」

　と回収されてしまった。
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（ぬいぐるみから手を引き抜いた時に落としたんだ……。パンツなんてほっておけばよかった）

　他の客や店員にも見られたかもしれないと思うと、なんだか店に居づらくなった。

（この失敗は大きい。もう奥の手を使うしか無いか……）

「他のところ行きましょう」

「クマ柄さんがそうおっしゃるなら」

「恥ずかしいから変なあだ名はやめようか」

　うつむきながら早足で逃げるようにして店から出る。

　円えん四し郎ろうと七なな海みはしばらく無言のまま並んでショッピングモールを歩く。

　ある程度恥ずかしさが落ち着いてから七なな海みは口を開いた。

「名前のことなんだけど呼び捨ててくれていいわよ。あとタメ口で十分よ」

「わかったよ。クマ柄」

「ほう。わたしと戦争がしたいようだね」

「別に俺は構わないけど。七なな海みの特性って何？」

「《塩製造者ソデイウム・メーカー》。塩を作るだけのつまらない特性よ」

「いつでもどこでも料理ができそうな特性ですね」

「あとお相撲とかに便利ね。ふふ。円えん四し郎ろうくんの特性は？」

「一応《破壊者》。大抵のものは触れば壊せる」

「そういう特性もあるんだね。ストレス発散に色々ぶっ壊せていいね」

「ストレスでも溜たまってるの？」

「ふふふ。溜たまってるのはストレスだけじゃないかも」

　七なな海みは円えん四し郎ろうの耳元でささやいて円えん四し郎ろうを少し挑発し、さらにウインクしてみせた。

「あ、お手洗いはあっちです」

「……」

　これには流石さすがに絶句しか無かった。

　女子トイレで七なな海みは歯は痒がゆい思いをしていた。鏡に映る自分に問いかける。

「わたしそんな、ブスかな？」

　そんなはずはないと自分でもわかっていた。告白は時々されるし、カットモデルで美容室代を払ったことはない。芸能事務所っぽいところからもスカウトされたこともある。

　表情をチェックしていると、個室から出てきた女性と鏡越しに目が合った。

　見覚えのある顔をみて、驚き振り返る。

「あ、エリーさん」

「あら、七なな海みさん。こんなところで奇遇ね」

「ホント、そうですよ。お買い物ですか。いつもナース服だから私服が新鮮です」

　服を褒めるのは、社交辞令のことも多いが、エリーの体型は七なな海みとほぼ同じなので、コーディネートの参考にすべくかなりしっかりと観察する。ラベンダー色のトップスに小さいドットの入ったロングスカート。

（しっかりした生地の服着てる。ヒールも高そう。丁寧な暮らししてそう）

　ただ、見た目だけなら、ファストファッションでカバーできそうではあった。数回着るとくったりしてしまうけれど。

「そっちこそ、いつも制服でしょ。そのカッコ。かわいい。もしかしてデート？」

「え、ええ」

「どんな子？」

「後輩です」

「後輩！　一年生なの？　今度紹介して」

「でも学年が違うからか、ちょっと話が合わなくて」

「たった一年で話が合わないなんて、そんなんじゃ私とも話合わないんじゃない？」

「そんなことないですよ。エリーさんはやさしいのでいつも癒やされてます」

「そう？　私、七なな海みさんが──七なな海みさんと話するのが、とても好きだからうれしいわ。こんど私のお家うちに来ない？」

「ええ。機会があればよろしくおねがいします」

「わかったわ。その時はとってもおいしいお菓子を用意するからね。あ、あまり男の子を待たせても悪いから、じゃあね」

　エリーと七なな海みは手を振りあって別れた。

「こんなところで会うとは……。世間は狭い」

　うかつなことはできないと思う。

　トイレから出ようとした時、トイレの奥から、ズシンという音が聞こえた。なにかに体当たりするような音。ズシンズシンと断続的にする。

　個室の中からなので、何が起きているのかわからない。わかるのは、あまり好ましい状況ではないこと。

（中に男が入ってきていて暴行されてるかも……）

　そう思うと、七なな海みは居ても立っても居られず、隣の個室から壁を登って中を見る。

　大きなぬいぐるみに喉輪を決めた女が、ぬいぐるみの腹に正拳突きを入れていた。拳を入れるたびにズシンという重たい音が、個室に響いていた。

　どうも見覚えがあって、じっと見ていると、女の顔がこちらを向いた。

「さっきから何見てんだよ。見世モンじゃねーんだぞ。お前の殴り心地も試してやろうか」

　鬼の形相で睨にらんできたので、七なな海みは慌てて引っ込んだ。

　七なな海みは個室から出て、万が一に備え、すぐアクティベートできるように構える。

　ズシンズシン。と個室から音がするのみで、出てくる気配がないとわかると、足音を立てないようにそっと移動し、壁を登った時に少し汚れた手を洗う。

（あれって、確か生徒会長だったような）

　そんなはずはないと、思いたかったが、思い出せば思い出すほど生徒会長だった。

　世間の狭さを実感する。

（いつもニコニコなお嬢様な感じしてるのに。人は見かけによらないなぁ。見かけどおり期待はずれの人もいるけど）

　円えん四し郎ろうの緊張感のない顔が頭に浮かぶ。

（ま、今日は最悪、ご飯でもおごらせて解散してもいいかな）

「ごめん。待たせた？」

　円えん四し郎ろうはただ壁を背に突っ立って端末をいじっている。

「何見てたの？」

　円えん四し郎ろうは端末を渡して見せた。

「なにこれ。何も映ってないんだけど」

「ああ。何も映ってない。周りの奴やつらから目立たないように、端末いじってるふりしてたんだ」

　円えん四し郎ろうの言う通り、端末をいじって時間を潰している人はたくさんいた。ただ、他の人の端末はちゃんと光っている。

「これ壊れてる？」

　壊れることのない代物だが、壊れているという表現しか七なな海みにはできなかった。

「俺が触ると文鎮化するんだ。俺、特性を自分でコントロールできないんで。だから触るものはみんな故障してしまう」

　正確には特性は《破壊者》ではないけれど、公的に訂正もされていないので、円えん四し郎ろうはこの説明をすることにしている。

　汎オ用ー魔ル力ラ供ウ給ン端ダ末ーを見せられた意味を七なな海みは理解できていなかった。

「デート代って普通男子が全部出したり、最悪でも折半でしょ。でも俺はできないので」

「え？」

（つまり、デート代、わたしが出さないといけないってこと？）

　証拠品を奪い取るという目的があるとはいえ、出費は厳しい。

「でも、咒幣コインが使えなくても、デートはできるよ。七なな海み、昼飯食べてきた？　というか普段飯食ってる？」

「まあまあかな」

　実際は、昼飯抜きはざらだ。今日も抜いた。普段から食費はかなり削っているので栄養不足気味である。

（栄養不足に、睡眠不足。加えて過労気味。そりゃ記憶も飛ぶわ）

　それでこのデートの際、円えん四し郎ろうに食事をおごらせて多少なりとも栄養補給しようと目もく論ろんでいたが、

（あてが外れたわ。大外れだわ）

「七なな海みに足りてない栄養は、タンパク質とカルシウム。魚食いに行こう」

「え、でも咒幣おかね無いんでしょ？」

　しかもここらへんのお店は高い。

（食い逃げでもさせる気？）

　円えん四し郎ろうは、ショッピングモールを出て、ずんずん歩いていく。

「ちょっと、どこ行くの？」

「波止場です」

　エリアファイブの摩ま耶や市はとても狭い。少し歩けば海、少し歩けば山という細長い街だ。

「『旧小麦粉波止場』……」

　潮風が仄ほの暖あたたかい。平へい坦たんさがいいのか、スケートボードで遊んでいる人もいる。モニュメントの土台に落書きがあるが、それ以外は概おおむねきれいな公園のようであった。

　岸壁に釣り客が等間隔に距離を保って釣つり竿ざおを垂らしていた。円えん四し郎ろうは、そこに躊ちゆう躇ちよなく進む。

「すみません。いらない魚あったらください」

　そう頼むと、釣り客は、

「ええよ。クーラーボックスの中にあるから適当に持ってって」

　といってくれた。

「おー。アジがたくさん。じゃあ、五匹ほどもらってくよ」

「五匹でも十匹でも好きなだけ持ってけ、ドロボー」

「ありがと」

　円えん四し郎ろうはアジを持ってきたビニール袋に入るだけ入れた。

　七なな海みは驚いて、

「知り合い？　気前いいね」

　と聞いたが、

「いや、初めて会う人。釣り人は、釣るのが目的だから。釣った魚には興味がないんだ。というより、大量に魚を家に持って帰ったら逆に奥さんに渋い顔されるんだよ」

「なんで」

「捨てるのももったいないし、処理と保存も面倒だから」

「なるほど」

　ただ七なな海みには、もらったアジをここでどうするのかわからなかった。

　円えん四し郎ろうは公園にくると、カバンから包丁とプラスチックのまな板、そして味み噌そとネギ、そして白飯をとり出した。

「そんなの持ってきてたの？」

（完全ノープランでデートにのこのこやってきたんだと思ってたけど、円えん四し郎ろうくんは円えん四し郎ろうくんなりに考えてはいたんだね）

「ここらへんはアジかタチウオくらいしか取れないからね。丸焼きにするならともかく、生なら包丁とかがないと流石さすがに調理しにくいから」

「でももしわたしが『生は嫌』って言ったら、どうするつもりだったの？」

　円えん四し郎ろうは水飲み場の近くに陣取り、アジを洗って内蔵を上手に取り出す。

「火はいつでも借りられるから大丈夫」

　七なな海みはよくわからなかったが、円えん四し郎ろうが遠くの茂みに目配せをした。

　茂みの中に人影がある。二つ。

「あれ誰？　三さんの宮みやさんとメリルさんじゃないの？　何してるの？」

「さあ。今日はストーカーがたくさんいるけど、気にしなくていいよ」

（あーつまり三さんの宮みやさんがいるから火を借りられるってことか。もしかしてわたし青春嫉妬爆発野郎ボマーだと疑われてる？　いやでもそれなら尾行してることをわたしに教えないか。でも益ます々ます腕飾りをとりにくくなったな。人目につかないところに行かないと──。でももうわたしの家くらいしか無いかも）

　アジを三枚におろしてから、アジの身をみじん切りにして細かく潰していく。

「なんて料理？」

「『なめろう』。魚を刻んで調味料と混ぜるだけの簡単な漁師料理さ」

「結構料理とかするの？」

「まあね」

　渡された割り箸で口にする。

「美お味いしい」

　素朴で単純な味だが、しかし魚本来の旨うま味み深く、それでいて魚の臭みがまったく無かった。

　ご飯も進む。一気に完食してしまった。

「びっくりした。こんなに美お味いしいなんて」

「そうかな。普通だよ」

　円えん四し郎ろうはゴミ箱に内臓や割り箸などを捨てて、手を洗った。

　七なな海みは近くのベンチに座った。

「わたし、普段あまりいいもの食べてないからかな。咒幣おかねもあまりないしね」

「足りなかったらもう少し作ろうか？」

「ありがとう。でも大丈夫」

「咒か幣ねが無いのは俺もだよ。多少は貯たまってるんだろうけど、使えないからね」

　円えん四し郎ろうは端末をクルクルと手の上で弄びながら、七なな海みの隣りに座った。

「パン屋に、切り落としたパンの耳をもらいに行ったこともあるよ」

「俺もあるな」

「店員さんに、『パンの耳ありますか？』って聞いたら──」

「「山パ型ンの・食ドパ・ンミですね！」」

　円えん四し郎ろうと七なな海みが同時に言った。七なな海みが少し笑った。

「そうそう。これじゃない！　っていいたくても、なんか恥ずかしくなって、結局パンの耳はもらえずに帰ったよ。思い出すだけで顔が熱くなるよ」

　七なな海みは手で顔を扇あおいだ。

「今日は白いごはん用意したけど、普段どうしてる？　食ってる？」

「白いごはんは、お粥かゆにしたりする。塩気は自分でなんとかできるし」

　学校の友だちには言えない話だった。

「そのほうが腹持ちいいですもんね。麵類でもしますよ」

「麵類で試したことはなかったな。こんどやってみるよ」

　やりたいわけじゃないけれど。七なな海みはつづけて、

「遊びも全然できないな。ゲーム機なんて買えないから、攻略動画とかサイト見てやった気になったり、友だちの話題についていったり」

「でもバレない？」

「自分から話さない限りバレないよ。一度自分の妄想展開を話して自爆したことがあるけど」

「ありそう。親が買ってくれないとそうなるよね」

「親は二人とも死んじゃったから」

「俺も十二の時に親が死んで、今の保護者のところに行くまで、大変だったな」

「今は貧乏じゃないの？」

「今は持ちこたえてる」

「ふーん」

「七なな海みも抜け出せるといいね。青春嫉妬爆発野郎ボマーを捕まえた賞金、俺の分あげるよ」

「それを、取らぬ狸たぬきのなんとやらっていうのよ。でもありがとう」

　七なな海みはうつむきながら言った。

（それ、青春嫉妬爆発野郎ボマーがわたしだから無理。ごめんね）

　潮風が吹いて、七なな海みの髪の毛がサラリと揺れる。

「ところで、シャンプー何使ってる？」

　円えん四し郎ろうは妙なことを聞いた。

「え、なんで？」

「いや、ちょっと今シャンプーの匂いがして、それが青春嫉妬爆発野郎ボマーのと一緒だったから」

「品名なんてわからないなー。もらいものを適当に使ってるだけだから。あ、ウチくる？　そしたらわかるかも」

「いいの？　よかった。外にいるとなんだかんだで咒幣おかねが必要になっておごらせるところだったよ」




　七なな海みの部屋は、背の高い高層マンションであるが、四階付近まで蔦つたが生い茂り、外壁のところどころにひび割れが見受けられた。十階より上は違法に増築されたのだろうと壁の色の違いですぐに分かる。耐震性などいうまでもない。そして低所得者向けにありがちな、

「エレベーターなし、だよ」

「８１３号室か。毎日上り下り大変だな」

　居住可能な土地が少ないこの世界で、この無駄な移動時間は、低所得者が余分に払わねばならない税金であった。

　メリルなら絶対一人じゃ無理だな。円えん四し郎ろうは口にしかけてやめた。

　ちなみにメリルと美み夜やは途中で撒まいた。下着屋に入ってバックオフィスの裏口から出るだけの簡単な作業だった。

「ちょっと待っててね」

　七なな海みは玄関前で円えん四し郎ろうを待たせている間にカーテンを開け、部屋を片付ける。１Ｋの小さな部屋だが、物をあまり持たない性分のおかげか、きれいに使えている。それでも狭いことには変わりはない。二人で過ごすとかなり距離が近くなること間違いなかった。ベッドの上に座って話でもすることになると予想できた。

　ベッドのファブリックはピンクで一見女の子っぽくなっているが、改めて見ると毛玉など使用感が激しい。

「うっかりしてた。これは隠さなきゃ」

　クマのぬいぐるみをクローゼットに隠す。

「他にはないね」

　青春嫉妬爆発野郎ボマーに繫つながるものがないか、狭い部屋を見回して指差し確認。

「ごみナシ、洗濯物ナシ、怪しい物ナシ、匂いナシ」

（男の子だから……。襲ってくるかも。その時はその時か）

　青春嫉妬爆発野郎ボマーとバレるのに比べば、男に抱かれるくらい些さ細さいなことだ。そしてその場合なら正当防衛として男を闇に葬ほうむっても合法だ。

　一息深呼吸をして、円えん四し郎ろうを部屋に上がらせる。

「座るところないから、ベッドに座ってて」

　七なな海みはエリーにもらった睡眠薬を混ぜたお茶を片手に、円えん四し郎ろうの隣に座った。

「意外だな。お茶が出るなんて」

「咒幣おかねは無いけど、お客にお茶を出す程度はするわ。お菓子はないけどね。はいどうぞ」

「ちょうど喉が乾いてたところなんだ」

　円えん四し郎ろうは、お茶を飲み干した。

（あとは、薬が効くのを待つだけ……。といいたいけど、三さんの宮みやさんたちが邪魔しに来る可能性もあるから、もうひと工夫しておこう）

　七なな海みは太ももを強調するように足を組みながら、

「さっきも言ったけどゲームとかないし、時間潰せるものはないよ」

「あっても壊すだけだから」

「あっそうか。というか普段何してるの？」

「バイトか、カツアゲしてる不良からカツアゲしたり、女の子に殴られて昏こん倒とうしたり、大量殺人を未然に防いだりしてるね」

「どこまでホントでどこから噓うそなんだろ」

「噓うそみたいだけど全部ホントだよ」

「ふーん」

　腕飾りだけ外させるなんて、不自然すぎて無理だろう。服も全部脱がせて、その延長で腕飾りを外させるしか道はない。

「ねえ。汗かいてない？」

「そりゃ少しはね」

「じゃあさぁ、いっしょにお風ふ呂ろ入ろっか」

「突然だな」

「さっき言ったでしょ。『溜たまってるのはストレスだけじゃない』って」

　七なな海みは、円えん四し郎ろうの制服のボタンを外していく。睡眠薬が効くまでの時間稼ぎのためにかなりゆっくり外しているのだが、まるで相手を焦じらしているテクニックでも使っているかのような、妙な気分になる。

「円えん四し郎ろうくんは後攻ね。わたし三枚しか着てないし」

　上着、ネクタイ、シャツをゆっくりゆっくり脱がす。

　体幹の筋肉の発達具合に驚く。相当鍛えているとわかる。

「結構いい体してるね」

「肉体労働者だからね」

「立って」

　立たせた円えん四し郎ろうの後ろからベルトに手を伸ばす。ズボンまで脱がし、下着一枚にする。

　七なな海みは少し緊張してきた。

（薬が効かなかったら、最後までいっちゃうんじゃない？）

　時間を稼ぐようにゆっくり腕時計、そして目当ての腕飾りも外し、ベッドサイドテーブルに置く。

（やった。これであとは睡眠薬が効くのを待つだけ）

「じゃ、今度は円えん四し郎ろうくんの番ね」

　ニットのワンピースを脱がされる。乱れた髪の毛を円えん四し郎ろうに整えられながら、七なな海みは、

（お願い、薬、効いて……）

　目をつぶり祈る。背中のブラホックに手がかけられるのを感じる。

（ある程度はしかたない……）

　抱かれてしまうことに甘んじようと諦めた時だった。

　ドサッと大きなモノがベッドに落ちた音がした。

　七なな海みが身をすくめてから振り向くと、円えん四し郎ろうがベッドの上に大の字に倒れていた。

「やっと効いたんだ」

　一息つく。七なな海みは、素早くベッドサイドテーブルの腕飾りを手に取った。クローゼットの扉を静かに開けて自分の制服のポケットに隠した。

　そして振り返った時、

「そんなもの隠してどうするんだ？」

　円えん四し郎ろうが目の前に立っていた。

「寝てたんじゃ？」

「薬を盛ったんだろうけど、俺には効かないよ。子供の頃から仕込まれてる」

「まんまと騙だまされて泳がされちゃったね」

「どうしてそんな腕飾りにこだわるんだ？」

「そりゃ青春嫉妬爆発野郎ボマーの証拠だし」

　七なな海みはクローゼットからクマのぬいぐるみを取り出した。

「そうわたしが青春嫉妬爆発野郎ボマーだから。捕まえたら？」

　七なな海みは決心して自白した。しかし円えん四し郎ろうは、

「そんなことしないよ」

　予想外の否定だった。

「もしかして、黙る代わりにわたしの体をどうこうしようってつもり？」

　二人は互いに下着姿で向かい合っていた。七なな海みは腕を組んだ。鳥肌が立っていた。

「どうしてかわからないけど、七なな海みはたぶん青春嫉妬爆発野郎ボマーじゃない。そもそもどうやって爆発させるつもり？　塩撒まいたってせいぜいお浄きよめにしかならないよ」

「塩って正式にはどういうか知ってる？」

「塩化ナトリウム」

「わたしが操るのはナトリウムなの。で、このナトリウムは、爆発する」

　七なな海みはアクティベートし小さなナトリウム片を円えん四し郎ろうに投げた。

　パンッとクラッカーが爆はぜたような音がする。

「純粋なナトリウム金属は空気中の水分と反応して爆発するの」

　爆はぜた後に残った水酸化ナトリウムを消しながら言った。

「誰かを庇かばっている、なんて様子じゃないな」

「どういうこと？　なんでわたしが庇かばわないといけないの」

「俺は七なな海みが青春嫉妬爆発野郎ボマーと共犯か何かだと思ってたんだ。ずっと腕飾りを狙ってたし」

「バレバレだったかぁ。いつくらいから？　ってなんだか、推理小説まんまのセリフだけど」

　七なな海みは苦笑いしながら聞いた。

「生徒会室であった時から。視線が怪しかったからね。むしろ怪しい視線の人間を探してた」

「泳がせ上手ね。名探偵さん」

「俺は名探偵じゃないし、七なな海みは青春嫉妬爆発野郎ボマーじゃない。でも、不可解なことも結構ある。行動からして青春嫉妬爆発野郎ボマーの関係者なのに、ウソをついている様子もない。ウソがうまいのかもしれないけれど」

「わたしが青春嫉妬爆発野郎ボマー。だからごめん死んで」

　剃かみ刀そりを仕込んだ手刀を首筋目掛けて打ち込んだと思ったら、視界がぐるっと回った。ベッドに横になっていた。

　跳ね起きようとしたが、体が動かない。完全に組み伏せられた。何をどうされているのかわからないが蹴りを入れることすらできない。

（まったくかなわない。何もかも終わった）

　そう悟った。これからの未来を考えると絶望しかなくて、呼吸が浅くなり、頭に血が上ってくる。自暴自棄になる。

「好きにしたらいいわ。殺すなり犯すなり、生徒会に突き出すなり」

　円えん四し郎ろうは呆あきれた顔で下着姿の七なな海みを見下ろす。

「やっぱり七なな海みは青春嫉妬爆発野郎ボマーじゃないよ。青春嫉妬爆発野郎ボマーはこんなに弱くない。特殊な訓練を受けた経験のあるやつだろうしな」

「わたしだって、体術の成績は『優』だけど」

「残念だけど、七なな海みが青春嫉妬爆発野郎ボマーなら出会って五秒で即確保してる。レベルが違う」

「知らないよそんなの。わたしの隠された才能が発揮されたんじゃない？　記憶もそれでないんじゃない？」

「記憶がない？　どういうことだ？」

「文字通りの意味だけど。最近疲れてるのかよく記憶がなくなってるの」

　円えん四し郎ろうは少し考えた。

「七なな海みは、誰かを庇かばってるとかじゃないのか？」

「庇かばう？　誰のために何のために何の利益があって？　他人をかまってる余裕なんてわたしにはないわ」

「じゃあ、どうして自分が青春嫉妬爆発野郎ボマーだと思ってるんだ？」

「青春嫉妬爆発野郎ボマーが壊したビルはわたしがこっそり屋上に登っていたビル。登るたびにぶっ壊れろって思ってた。さっき言ったけど爆発させる特性もある。そこに証拠の腕飾りもある。クローゼットにはクマのぬいぐるみもいる。思い込みにしては十分な物的証拠でしょ」

「この腕飾りは、七なな海みが作ったのか？」

「妹が作ってくれたものよ」

「なるほど。だから盗とってからすぐ処分しなかったのか」

「青春嫉妬爆発野郎ボマーはわたしの妹が作った腕飾りをつけていたんでしょ。なら決定的じゃない」

「腕飾りはずっとつけていたのか？　どこかで落として青春嫉妬爆発野郎ボマーが拾ったんじゃないのか」

「体の一部になってたからいつ落としたかなんて覚えてないけど、落としたのに気づいた時にはもうあなたが持ってた」

　七なな海みはベッドの上で膝を抱えて横になる。

「妹は、わたしの起こした爆発のせいで重体。それでわたしが青春嫉妬爆発野郎ボマーってわかったら多分治療も打ち切り。わたしは最低な姉として一生妹に恨まれるんだ。ああ、そっか、妹も死んじゃうから大丈夫か。あはは」

　自分の人生が何だったのかわからなくなる。自分のことなんか二の次で妹のためだけに働いて、妹のために勉強して奨学金とって、妹のために咒幣コインもつぎ込んで、債権回収屋に嫌がらせされてストレス溜ためて、青春嫉妬爆発野郎ボマーになって、妹を傷つけて、妹に恨まれて。自分勝手に生きてたほうがマシだったとか、悪夢としか言いようがない。

　虚むなしくなって、気づいたら涙が止まらなくなっていた。

「ううっ」

　枕を抱いて泣く。

「何度も言うけど七なな海みは青春嫉妬爆発野郎ボマーじゃない」

「もうそんなのいいから。わたしを青春嫉妬爆発野郎ボマーと認めて楽にして！」

「わかった。おれが納得いく方法が一つあるから、それを試させてくれ」

「何？」

「胸を触る」

　七なな海みは無視して泣き続けた。

「冗談じゃない。本気だ」

　七なな海みは反応しない。

「泣かないで俺の話を聞いてほしい」

「うるさいよ。止めれるものなら止めてみせてよ」

「じゃあ止めてやるよ」

　円えん四し郎ろうは両膝の裏に手を伸ばし、ギュッと押し込むように経絡を押した。

「痛っ」

　七なな海みは飛び起きるようにベッドに座り直すと、

「何したの！」

　怒りを顕あらわにした。

「涙を止めたのさ」

「何言って──。あ、止まってる」

　むしろ目がみるみる乾いてくるのを感じる。目がしばしばする。

「ちょ、ちょっとなんかドライアイになりそうなんだけど」

「ちょっと効きすぎたな。少し出やすくしておこう」

　円えん四し郎ろうは今度は両足のくるぶし近くのツボを押した。

「痛っ──。あれ、なんか、もとに戻った」

　七なな海みは恐怖の混じった驚きを感じる。

「俺は人体を知り尽くしてる。だから、青春嫉妬爆発野郎ボマーとの違いも触ればわかる」

「で、なんで胸なの？」

「戦った時に、青春嫉妬爆発野郎ボマーの胸に手があたったってだけだ。それで青春嫉妬爆発野郎ボマーの体に流れる気の流れが変なのがわかった。七なな海みの気の流れが同じだったら、青春嫉妬爆発野郎ボマーだと認めるけど」

「ふーん」

　七なな海みは、少し躊ちゆう躇ちよした。でも一度は抱かれる覚悟をした身だ。

「わかった」

　七なな海みは、息を吞のんで、円えん四し郎ろうの手が胸に伸びてくるのを見届ける。

　下着の上からの軽いタッチの触り方だった。

　円えん四し郎ろうは触りながら、「うん」「ほら」「やっぱり」とつぶやく。

　七なな海みは、エロい触り方はされていない。逆に安あん堵ど感かん、安心感に近い気持ちが全身に広がる。円えん四し郎ろうの手から何かが伸びてきて七なな海みの体の中の隅々まで入ってくるような奇妙な感じがしていた。

「自信を持って言うよ、七なな海みは青春嫉妬爆発野郎ボマーじゃない。妹が重体なのも七なな海みのせいじゃない。妹の治療も打ち切られない」

　円えん四し郎ろうの言葉はさっきまでと違い、自然と頭に、そして体に入ってくる。

　さっき止めてもらった涙が、また出てきた。

「あっ」

　七なな海みは変な声を出してしまった。でもそれは胸を触られているのが理由ではなかった。

　円えん四し郎ろうはまだ胸を触っていた。

「ほら、青春嫉妬爆発野郎ボマーみたいな気の乱れがない。やっぱり七なな海みは青春嫉妬爆発野郎ボマーじゃな──」

　七なな海みの視線が円えん四し郎ろうを通り越している。

　七なな海みの瞳に映る二つの人影。窓の外に飛ひ翔しようする女子の影を二つ、円えん四し郎ろうは見た。

　三さんの宮みや美み夜やと、美み夜やに抱えられたメリルだ。

「ここ八階だぞ！」

　二人はベランダに降り立ち、ガラス戸をガラリと開ける。先輩である七なな海みを泣かせて胸を揉もんでいる。卑劣な犯罪現場。そう捉えた。

「最低な男だと思っていたけれど、ここまでとは」

　美み夜やに続きメリルも、

「わたしでもこれはいけないことだとわかるよ。わたしはとっても悲しいよ」

「いや、これは理由があってだな」

「問答無用」

　美み夜やはアクティベートしていた。

「おいおいおい、何する気だ」

「鉄拳制裁、かな」

　美み夜やの手の上で大きな火球が膨らんでいく。

　メリルが、

「おっぱい触りたいならわたしのでいいのに」

「いや、メリルは真っ平だろ！」

　円えん四し郎ろうは虎の尾を踏んだ。

「円えん四し郎ろうに反省の態度が見られないのがさらに悲しいよ」

　メリルの手の上にも小さいながら火球が現れる。

「メリル、あなたも結構やるわね」

「ミヤミヤこそ」

「おまえらいつの間に仲良くなったの?!　ってそんな場合じゃない。部屋燃やす気か！」

「賠償は後でするわ」
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　狭い部屋である。逃げ場はないし避ければ七なな海みを巻き込んでしまう。

（メリルはともかく三さんの宮みやは俺が避けられないってわかってやってやがる！）

「おお、わかった。来るならかかって来い！」

　円えん四し郎ろうは自分の火炎耐性を上げる経絡を素早く強く押し込む。

　メリルと美み夜やがアイコンタクトしうなずき合う。

「上等！　こんがり焼き上がれ！」

　美み夜やの合図で火球が円えん四し郎ろう目掛けて投射された。

　円えん四し郎ろうは七なな海みを庇かばうように両手を広げ、全身で火球を浴びた。

　円えん四し郎ろうは七なな海みの無事を確認してから一言、

「無茶しやがって」

　そう呟つぶやいて倒れた。
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　円えん四し郎ろうが揺さぶり起こされたのは小一時間後だった。

「やっと起きたみたいね」

　美み夜やが不満げに腕を組んでいた。メリルも少しばつが悪そうにしていた。

「話は七なな海み先輩から聞いたわ。わたしたちの誤解だって」

「ごめんね、円えん四し郎ろう」

　七なな海みも円えん四し郎ろうの顔をのぞきこむように、

「わたしのせいで変なことになっちゃってゴメンね」

「紛らわしいことしてたあんたも悪いんだから」

　美み夜やは円えん四し郎ろうに厳しい。というより厳しくすることで自我を保っていた。

　円えん四し郎ろうは部屋を見回す。カーテンやファブリックは全部燃え尽きているが、意外に全焼はしていない。もっとも、円えん四し郎ろうの周りは全部黒で、円えん四し郎ろうがいたところの背後は白く焼けずに残っている。どれだけ自分に集中砲火というかピンポイント爆撃されたのかがわかる。

「俺のせいで、いやどう考えても俺のせいではないけれど、部屋がこんなになって申し訳ない」

　とりあえず七なな海みに謝る。

「大事なものはどれも無事だから大丈夫……。それに、むしろ三さんの宮みやさんからかなり大目に賠償金貰もらったし」

「ならいいんだ。いや良くないけど。というかそこの燃焼大好き女はもっと俺に謝れよ。俺への賠償はないのかよ」

「いまはそんなことより、青春嫉妬爆発野郎ボマーの話をしましょう」

　美み夜やは円えん四し郎ろうの話をスルーする。

「七なな海み先輩の話からしたら、青春嫉妬爆発野郎ボマーって七なな海み先輩のそばにいる人物としか思えないけど？　心当たりないの？　私が推理してあげるわ」

　美み夜やがこの場で解決してやると言わんばかりに腰に手を当て、気合いを入れる。

「学校関係者で妹のことを知ってるのは、クラスメイトの何人かだけ」

「伝聞で知ることもあるでしょうから、学校関係者は除外できないわね。学校以外の人は？」

「バイトの人とはそういう話をしてない」

「じゃあ、後は病院関係者くらいかしら」

「親族なんていないからそうなるかな……」

　七なな海みは少し考えるように沈黙する。円えん四し郎ろうがやれやれというふうに話に割って入る。

「おまえら、一個の要素で探してもキリないから。複数の要素を使えばすぐ特定できるぞ。たとえば『メープルシロップ大好き』だけなら特定できないけど、『髪の毛が金色の』『メープルシロップ大好き』な『独立学校インデイペンデント・スクールの女子生徒』なら一人に特定できるだろ」

　三人が、チューブ型のメープルシロップを吸っているメリルを見る。

「青春嫉妬爆発野郎ボマーの特徴から考えるぞ。『妹の入院先を知っている』こと。『クマのぬいぐるみを持っているのも知っていること』『端末に細工する機会があること』『腕飾りを入手できる機会があること』『七なな海みに恨みかなにか特別な感情を持っていること』『特別な戦闘訓練を経験していること』『爆発に関する特性を持っていること』」

　円えん四し郎ろうがそういうと、メリルが、

「爆発の特性なんて、青春嫉妬爆発野郎ボマーは持ってないよ」

　と異論を唱えた。

「そうなのか？　じゃあ、どんな特性を持ってるんだ？」

「えっとね。シュワ～っていう感じの特性」

「なるほど、わからん」

　美み夜やは少し得心した表情で、

「言われてみれば、あの爆発は、魔術的な爆発というよりも、爆弾そのものの爆発っぽかった。爆発を支援する特性、あたりかな」

　円えん四し郎ろうはしかし、

「特性なんて、あまり他の人に開示するもんじゃないからなぁ。こんな感じだけど、誰か特定できそう？」

「全部当てはまる人はいない」

　円えん四し郎ろうたちは少し落胆した。

「でも、この人かもしれないっていう人は一人思いつく」

　七なな海みは看護師エリーの話をした。

「わたしに恨みを抱く理由はわからない。わたしにはとてもいい人だし。それに戦闘訓練とか特性とかもわからない。でも妹のことも、クマのぬいぐるみも知ってるし、病院で寝たりしてたから、わたしの端末に細工したり、腕飾りを盗とったりできると思う」

「じゃあ今からその人に聞きに行こう」

　円えん四し郎ろうが立ち上がろうとするのを美み夜やは押おし止とどめる。

「素直に『私が犯人です』なんていうわけないじゃない」

　呆あきれる美み夜やに対し平然と、

「言わないなら、言わせればいい」

「違ってたらどうするのよ。それに、もし自白したとしても証拠にならないんだからね」

「結局現行犯で逮捕しなくちゃいけないから、意味ないと」

「まあとりあえずその人を容疑者としてマークしとけばいいでしょ」

　美み夜やは満足げにいう。

「話が進展してよかった。でこれからどうする？」

　円えん四し郎ろうが立ち上がる。

「どうするって言う前にあなたがすべきことはひとつよ」

　美み夜やは目線を逸そらし、この上なく顔を赤くして言う。

「なんでもいいから服を着て」

「お」

　円えん四し郎ろうは生まれたままの姿で三人の女子の前に立っていた。




　黒焦げの部屋ではしっかり話ができそうにない。そんな意見が美み夜やの口から出たので、四人は修繕業者と入れ替わりに七なな海みの部屋を出て、近くの雑居ビルにある喫茶店に移動した。

　漢字ドリルや計算帳が客のいないテーブルに無造作に置いてあったり、奥のほうから子供の甲高い笑い声が時折聞こえる、家族経営感漂う下町の喫茶店であった。

「七なな海みの登ったビルが爆発されるとしてもどうやってそんなのわかるんだろ」

「ずっと後ろをつけてるんじゃない？」

「あ、今日も会いました。モールのトイレで」

「なんのつもりで七なな海みを追い回してビルを破壊するんだろ」

「ストーカーの気持ちなんてわかるわけないじゃない」

　美み夜やは言い切った。

「そ、そうだな……」

　円えん四し郎ろうは歯切れの悪いリアクションしかできない。

「まあこれで青春嫉妬爆発野郎ボマーを誘い出して捕まえられるわね」

「で、どこに誘い出すんだ？」

「ある程度の高さがあって壊れにくいか自己修復材使っている建物」

「そんな都合のいいところあるわけが──あるな」

　美み夜やと七なな海みの頭にも同じ建物が浮かんでいる確信をもって口に出す。

「「学校」」

　独立学校インデイペンデント・スクールは生徒からの破壊に備えて特殊な建材を用いている。校舎も高層である。

「それは学校の許可を得るとしても、七なな海み先輩はこれまでどうやってビルに侵入していたんですか？」

　七なな海みはコトリとテーブルの上に端末を置いた。

「これを使ってたの」

　なんの変哲もない端末だ。

　円えん四し郎ろうが触ろうとして美み夜やに手を叩たたかれる。

「あんたが触ると壊れるでしょうが」

「冗談だ」

　七なな海みは、少しいいにくそうにしてから、

「知らないアプリが入ってたの。しばらく気づかなくて。どこにでも入れるってわかって怖かったけど、全然お咎とがめなしで使えてたから、そのままずっと使ってた」

　アプリを確認して円えん四し郎ろうと美み夜やが顔を見合わせた。

「これって……生徒会からもらった端末に入ってるのと同じ」

「生徒会の人たちも悪い人？」

　床から拾った怪人の人形をテーブルに立てながらメリルが訊きく。

「生徒会にはアプリを管理する権限はないはずよ。アプリを流出させるとしたら研究所の人間」

「青春嫉妬爆発野郎ボマーは研究所と何か繫つながりがあるのかしら」

　美み夜やは眉間にシワを寄せ考える。

「誰が後ろにいようと、青春嫉妬爆発野郎ボマーは現行犯で捕まえる。それだけだろ」

　円えん四し郎ろうの言に頷うなずく七なな海みは、

「青春嫉妬爆発野郎ボマーを学校に誘い出すための引き金トリガーはわかってる。それはわたしに任せて」

　美み夜やは、

「その件なんだけど、『カップルにおすすめの施設ランキング』、わたしのツテを使って書き換えられないかやってみるわ」

「三さんの宮みやさん。ありがとう」

「別に、宇う佐さ美み先輩のためじゃなくて、自分の為ためだから」

「そうだとしても。ありがとう。絶対に仕留めるから」

　怪人の人形を指で弾はじき飛とばす。




　七なな海みは円えん四し郎ろうたちと別れ、先に独立学校インデイペンデント・スクールへと向かった。まだ日は沈んではいなかった。

（それでもわたしの願いを叶かなえようとするはず）

　校舎を見上げる。学校のある人工島では一番の高さである。

　階数は十数階という数字からはそれほど高層ではないイメージがあったが、教室という使用目的上、天井までの高さが通常の建物より高く設定されているからだろう、イメージの１・５倍は高い。

　七なな海みは端末画面を見る。『カップルにおすすめの施設ランキング』は更新され、独立学校インデイペンデント・スクールの校舎がランクインしているのを確認する。

（さすが三さんの宮みやさん。有言実行。これなら青春嫉妬爆発野郎ボマーは来るはず）

　七なな海みは違法アプリが入った端末を使い、構内に入る。

　これまでは何か神様からのプレゼントのように感じていたこの違法な端末が、忌いまわしく汚けがらわしいものに感じる。

（使うのは今回で最後）

　と決めている。

　屋上。遠くの自動車や列車の走る音が風に乗ってか、よく聞こえる。

　眼下に見えるこの街のどこかに青春嫉妬爆発野郎ボマーがいる。位置情報からこっちにもう向かっているのか、それともまだ病院でこちらの出方をうかがっているのか。

　どちらにせよ、青春嫉妬爆発野郎ボマーという存在を想像するだけで、不快感が高まる。

（こんなところでタラタラして、深夜になったりしたら迷惑だから、やることはやろう）

　日没。夜の帳とばりが下りてくる。

　記憶があやふやなところはあるけれど、これまでしてきたことは簡単なのでわかる。

　まず高層ビルに登り、そして叫ぶだけ。それで夜を迎えると青春嫉妬爆発野郎ボマーはその日のうちにそこを爆破する。

　ただ登っただけのビルは爆破されない。叫んで初めて青春嫉妬爆発野郎ボマーはそこを爆破する。

　端末の集音器の感度の問題か、それとも本気度の問題か。

（どうでもいい）

　七なな海みは給水施設の上に立つ。

　街を見下ろしながら、大きく息を吸う。

　妹をあんな姿にした怒り。意図も目的も悟らせずに自分の周りをうろつく嫌けん悪お感かん。どこからか盗み聞きをしている不快感。

　青春嫉妬爆発野郎ボマーにそれらをぶつけるかのように、

「学校なんてぶっ壊れろ！」

　背伸びし、全身を使うようにして叫んだ。

（青春嫉妬爆発野郎ボマーはわたしの手で、殺す）




　すぐに青春嫉妬爆発野郎ボマーが来るわけじゃないのは明らかで、美み夜やと円えん四し郎ろう、メリルは校舎の外で見張りつつ時間をつぶす。七なな海みはあえて三人と合流せず、一旦、普段の生活を変えずバイトに行くふりをするため一人学校を離れる。

　独立学校インデイペンデント・スクールにおびき出す作戦には一つ懸け念ねんがあった。

「研究所のそばだから、何かあったらすぐ警備が動くよ。そんなところに来るのかな」

　美み夜やは土ど壇たん場ばになって不安になり始めた。

「来るさ。それより学校の許可とか結局取れたのか？」

「ちゃんと取ったわよ。重要な物は搬出してもらってる」

「三さんの宮みやって、すごいんだな」

　円えん四し郎ろうから不意に褒められ、美み夜やは、

「な、何急に」

「気が利きくんだなって思っただけだ」

　肉親やその周りの大人、友だちや友だちの親や教師といった様々な人に褒められても感じなくなっていた嬉うれしいという感覚を久しぶりに思い出した。長く忘れていた素直な喜びの感情だった。ただ、それを気取られるのは恥ずかしい。

「というか今までわたしのすごさに気づいてなかったわけ？」

　美み夜やは怒ったふりをしてごまかす。




　青春嫉妬爆発野郎ボマーを待つ間退屈に負けて眠りこけていたメリルを起こしたのは、爆破による轟ごう音おんだった。

「何が起きたの？」

　メリルが目を白黒させている。

「青春嫉妬爆発野郎ボマーがおいでなさったのさ」

　美み夜やが、メリルと円えん四し郎ろうを急せかす。

「早くしないと、学校の警備に先を越されるわよ」

「あいつらはとにかく遅いから心配ないさ」

「そういう楽観はどこから来るのよ」

「経験、かな。じゃ、作戦通り挟み撃ちといこう。今度は青春嫉妬爆発野郎ボマーを下から上に追い込む。俺は屋上にいるから、三さんの宮みやとメリルの二人でペアな」

　美み夜やとメリルが頷うなずく。

　円えん四し郎ろうが素早く外壁を登っていく。その様子を見るのもそこそこに、二人は校舎の内部深くに入る。

　集団行動の苦手な美み夜やだが、不思議とメリルとは気が合う。というより、メリルが他人と呼吸を合わせやすくするリズムを教えてくれている気がしている。メリルの、どの精霊とも意思疎通可能という特性が、人間に対しても適用されているのかも、というのが美み夜やの推論だが、メリルからのわかりやすい説明は期待していない。

　一見頼りないメリルの底知れない才能。自分の術を見せたら真ま似ねされてしまうという畏怖とともに、一種の敬意が湧いていた。他人に対してめったに抱かぬ感情であった。

　美み夜やとメリルが正面から進む。

　そこですぐ黒ずくめの女と会う。

「正面から出ていこうなんて、舐なめられたものね」

　もちろん青春嫉妬爆発野郎ボマーは応えない。

　美み夜やは素早くアクティベートし、挨拶代わりの火球を放つ。ただ、青春嫉妬爆発野郎ボマーを避けるように火球が逃げていく。

「予想してた。メリル、足止めできる？」

「できるよ」

　メリルは青春嫉妬爆発野郎ボマーの足下を泥に変えた。

　青春嫉妬爆発野郎ボマーは怯ひるむことなく、前進。美み夜やたちを突破すればすぐ外。そうなれば逃げられる可能性は断然上がる。

　ただ、そのもくろみは、足下が凍ることで阻はばまれる。

　泥と氷で足止めする技術は、かつての経験から学んだものだが、実践するのは初めてだ。

　その間に、美み夜やがたたみかける。

「これならどう？」

　美み夜やの炎が青春嫉妬爆発野郎ボマーを囲む。メリルが、

「死んじゃうよ？」

「大丈夫。ちょっと酸素を奪って気絶させるだけだから」

　炎の檻おりを解除する。

　しかし青春嫉妬爆発野郎ボマーは倒れない。どころか、解除を待っていたのか、今度は美み夜やたちに向けて、手しゆ榴りゆう弾だんを投とう擲てきしてきた。

　美み夜やは炎の壁を作って防御。同時に出口も塞いで逃がさない。

　青春嫉妬爆発野郎ボマーは後ろに退かざるを得なかった。

「ここで捕まえたかったけど、流石さすがに無理ね。でも予定通り、上に誘導できたわね」

「でもどうして青春嫉妬爆発野郎ボマーは酸素を奪われても立っていられたの？」

「それは簡単な話よ。酸素を奪い尽くせてなかったから」

　メリルは、わからないという表情で美み夜やを見る。

「前回青春嫉妬爆発野郎ボマーに逃げられてから、考えてたんだけど、青春嫉妬爆発野郎ボマー自身は、爆発させる特性は持ってないのよ。爆発は全部道具を使ってるでしょ。どこから盗んだのかは知らないけど」

「うん。でもすごい爆発する」

「そう。改造した爆弾の威力を、さらに自分の特性で強化してるんだと思う。それでわたしの術が方向音痴になっちゃうのと合わせて考えたら、青春嫉妬爆発野郎ボマーの特性はたぶん《酸素製造オキシジエネレーター》。酸素を使って炎を自由に誘導できる。医療とも相性がいい特性ね」

「看護師さんが青春嫉妬爆発野郎ボマー。七なな海みが言ってたとおりかも」

「ま、ここまでわかれば、たとえここで逃げられても犯人が誰だか調べられる。酸素を作る特性なんてそう多くはないはずだし」

「ところでミヤミヤ」

「？」

「酸素って何？」

　美み夜やはメリルの才能をどう評価すればいいかわからなくなった。




　美み夜やとメリルから逃れた青春嫉妬爆発野郎ボマーは、屋上まで戻った。

　そこで出会ったのは、円えん四し郎ろうではなく、宇う佐さ美み七なな海みであった。

　風にたなびく黒髪に見とれるように、青春嫉妬爆発野郎ボマーは七なな海みをじっと見た。七なな海みの凍ったような視線すら、青春嫉妬爆発野郎ボマーには快感であった。

「もう覆面を外したらどう。青春嫉妬爆発野郎ボマー。あなたの正体はわかってる」

　青春嫉妬爆発野郎ボマーと間近で会った瞬間、七なな海みは確信した。

　その姿。背格好。そして腰につけたクマのぬぐるみ。いずれも見覚えがあった。青春嫉妬爆発野郎ボマーも隠す気もない様子だった。むしろ気づいてほしいかのようであった。

「ずっと味方だと思ってた。信頼できる人だと思っていた」

　七なな海みは怒りが爆発するのを抑えつつ、とつとつと話す。

「わたしをずっと見張って、端末をすり替えて。妹をあんな姿にして。一体何が目的なわけ。エリー！」

　青春嫉妬爆発野郎ボマーは覆面を外した。そこには、病院で世話になっていた看護師エリーの顔があった。エリーは少し薄ら笑いを浮かべながら黙って七なな海みを見つめていた。

「何かの間違いであってほしかった」

　裏切られた感覚。それに加えて、エリーの本性を見抜けなかった間抜けな自分に腹が立った。

「すべてはあなたのため」

　爆ボ弾マ魔ー・エリーが口を開いた。

「わたしのため？　一体あなたの行動のどの部分が。ふざけるのも大概にして」

　七なな海みはアクティベートした。単なる交戦の意思ではなく、殺意の現れであった。

　七なな海みは高純度ナトリウム金属を手元に召喚するとすばやく爆ボ弾マ魔ーに投げつけた。

　クナイのように鋭く変形させていたナトリウム金属は、よけた爆ボ弾マ魔ーの足下で爆発。

　粉ふん塵じんから現れた爆ボ弾マ魔ーは、あざ笑うかのように、七なな海みのそばを通り越しざまに、

「あなたを愛しているの」

　耳元でささやく。

「きもい」

　七なな海みは裏拳で払おうとしたが、エリーは素早く後退。空振りに終わる。

　七なな海みが持てるあらゆる身体技術と想像力を駆使して加える攻撃すべてを躱かわしつつ、エリーは七なな海みへの愛を語る。

「あなたには私の理想のすべてが詰まっていた。美しい髪。しなやかな指先。小さな耳。透きとおった瞳。かわいらしいしぐさ。初めて見た時、この世界には神様がいるってわかったわ。信仰心に初めて目覚めたの」

「黙れ。口を塞げ。息を止めろ」

　七なな海みには、敬愛していた分と同じほど大きな憎しみが湧き上がる。その憎しみを込めた拳、蹴り、いずれもエリーには届かず、かわされる。

　実力に差がありすぎた。息を切らしながら、エリーが涼しげに呼吸も乱さずに、話すのを聞くしかなかった。

「あなたの望みが知りたかった。あなたの望みを叶かなえたかった」

「わたしの望みはおまえを殺すこと！」

　七なな海みは、こぶし大のナトリウム金属をエリーの足下に投げる。

　屋上の床が抜けて、七なな海みごとエリーは階下に落ちた。

　エリーは自己陶酔するように、

「砂すな埃ぼこりにまみれたあなたも美しい」

「ゲスが」

「ああ、あなたの声が心地いい。あなたの罵声すら、万億の男からの求愛に勝る。もっと聞かせて」

「どうして妹をあんな目にあわせた！」

「うん。それはとても迷ったの。あなたの妹がいれば、私はいつでもあなたに会えた。あなたの妹の病気はいつまでもいつまでも続いて、私たちの関係もいつまでもいつまでも続く。けど、あのコのせいで、あなたは身売りをしようとしてしまう。だからおしまいにしようと思ったの。だってそうでしょ。あなたが、あなたの美しい体が男にもてあそばれるなんて、耐えられるわけがないわ」

　七なな海みは一瞬なんのことかと思ったが、一度高収入バイトに手を出そうとしていたのを思い出した。

「そんなことまで知ってるなんて！　キモすぎる」

「全部あなたのため、あなたのためにしてあげたプレゼント。ビルの爆破はひとつ、後輩たちに邪魔されちゃって申し訳ないけど、代わりに、病院を壊しておいたわ。それに八や尋ひろちゃんは放っておいてもじきに死んじゃうから許して」

「ぶっ殺す」

「ああ、あなたに恨まれてあなたにずっと追い回されるのもいいかも。あなたの頭の中にずっと私がいるなんて幸せ」

「今日あんたを殺して、明日忘れる！」

「あなたに殺されるのも悪くないけど、たぶんそれは無理。あなたは可か憐れんだもの。バラの棘とげでは人は死なない」

　エリーは暗に七なな海みとの力の差を示した。いわれなくてもそれは七なな海みにわかっていた。エリーはフェイントこそ入れるが、一度たりとも七なな海みを攻撃はしていなかった。

　天井の穴から人影が見えた。

「助太刀しよう」

　その声の主、天あま神がみ円えん四し郎ろうが七なな海みのそばに舞い降りた。

「格好つけすぎじゃない？」

「ヒーローはちょっとした所作も格好がついてしまうんだよ。復ふく讐しゆうの助太刀すらね」

「ヒーローなら『復ふく讐しゆうなんてするな』っていいそうだけど」

「復ふく讐しゆうはスカッとして良いいもんだ。否定する理由なんてないさ」

　エリーは、無言で円えん四し郎ろうめがけてクマのぬいぐるみを投げつけてくる。

　円えん四し郎ろうはすかさず天井に蹴り上げる。七なな海みがその爆風に怯ひるむ間に、円えん四し郎ろうとエリーがぶつかる。

「私たちの風景にお前はいらない」

　エリーの殺意を込めた連撃も、円えん四し郎ろうには届かない。

「風景にいるくらい許してくれよ」

　円えん四し郎ろうはエリーを高く評価していた。

（筋肉を止める経絡への打ち込みは防がれちゃうな。やっぱりこいつ、経絡の知識もある。打撃の耐性も強い。それより逆転を狙っている目をしているのが気がかりだ）

　攻めあぐね、ちょっと本気を出して決めきろうと思った時、メリルと美み夜やが到着する。

「円えん四し郎ろう！　本気はださないで」

　メリルに止められる。

「こんな雑ざ魚こ相手に本気なんて出すかよ。けど、こいつスタミナ結構あるんだよ。援護してくれよ」

　円えん四し郎ろうの苦言に、美み夜やが答える。

「そいつ酸素作る特性あるから、援護できない」

「そこまでわかってるなら大丈夫だ。メリル、相手を止める方法わかるよな」

「二回見てるからわかる」

　メリルの特性《交渉人タフネゴシエーター》はすべての精霊との交渉を可能にする。理論上すべての魔術を行使できるとはいえ、見たことがない魔術は行使できない。逆に言えば行使されているのを身近で見れば、それを使うことも使わせないことも自在だ。

「そんなわけで、三さんの宮みや、俺ごと爆ボ弾マ魔ーを焼け！」

　そう言うと円えん四し郎ろうは爆ボ弾マ魔ーに組み付いた。

　一瞬躊ちゆう躇ちよした美み夜やだが、

「どうなっても知らないから。死んだらごめんね」

「手加減不要！　やれ」

　メリルと美み夜やは一度アイコンタクトをとると、同時にアクティベート。美み夜やの火炎龍が放たれる。

　爆ボ弾マ魔ーは火炎を誘導して回避しようと酸素を使おうとするが何も起こらず混乱。

「いっしょにウェルダンだな」

　円えん四し郎ろうと爆ボ弾マ魔ーを炎が包む。

　煌こう々こうとした光はすぐに円えん四し郎ろうと爆ボ弾マ魔ーのシルエットすらかき消した。

「円えん四し郎ろうくん！」

　一番心を乱したのは七なな海みだったが、視界に入っている美み夜やとメリルが笑顔を七なな海みに見せて、大丈夫だと暗に伝えていた。

　まばゆい光が消えて現れたのは一つの影だった。

「メリル。もうちょっとうまくコントロールしてくれよ。髪の毛が少しチリチリになった」

　円えん四し郎ろうがエリーを小脇に抱えている。エリーは意識を失っていた。七なな海みは、

「何が起きたのかさっぱりわからない」

　どうやってあの状況からほぼ無傷でいられたのか理解できないのも当然だった。

「メリル、説明してくれ」

「爆ボ弾マ魔ーって人のサンソーを、こうギュギュッて小さくして、ミヤミヤの炎をヒラッヒラにして二人を包んで、円えん四し郎ろうにだけサンソーをあげただけだよ」

　美み夜やが翻訳する。

「わたしの炎を変形して二人をカバーして、爆ボ弾マ魔ーの酸素生成を妨害して、円えん四し郎ろうには酸素を供給したってことだと思う、たぶん」

「メリルのあの説明からよく解読できたな」

　円えん四し郎ろうは感心した。七なな海みは、背の小さいメリルを見ながら、

「あの短い間に三つの咒しゆう式しきを構築するなんて」

　メリルの天才性に驚かざるを得ない。三さんの宮みや美み夜やが秀才であることは知っていた。正直、残りの二人はおまけ程度だと思っていた。

　だが、天あま神がみ円えん四し郎ろうの人間のものとは思えない身体能力、メリルの天才というだけでは表現しきれない圧倒的な才能に、三さんの宮みやの優秀さすらかすみ、七なな海み自身の凡庸さを突きつけられた思いだった。

「すごいのね、二人とも。どうしてあなたたち、一年Ｄ組なの。そんなにすごいのに」

「世の中、社会に評価されてない、される必要も感じてない人間がたくさんいるんだ。社会に評価されることを人生の中心に据えている人間には見えないけれどな」

　円えん四し郎ろうは、緑色のしずく型の石を手慰みのように放り投げながら言う。

「さっきからいじってるその石どうしたの？」

　七なな海みが訊きいた。

「爆ボ弾マ魔ーからいただいたのさ。胸に入ってた。どうやらこいつが爆ボ弾マ魔ーの気の流れをおかしくしてたみたいだからな」

　美み夜やが、エリーの体を縛る。

「また胸を揉もんだの？　どれだけ好きなのよ。この変態」

「胸って言っても心臓の裏だぞ。血を出さずに抜き取るの結構大変だったんだからな」

　七なな海みがエリーの服を見ると、胸の部分に一筋、切り目が入っていた。割れたガラスを使ったのだとわかる。けれど、

「本当に血が一滴も出てない……」

「あまり動かすと出血するから気を付けてくれよ」

　円えん四し郎ろうの手に鉗かん子しなどの器具はない。すべて素手だ。七なな海みは思わず、

「変態……」

　その技術をそう評さざるを得なかった。美み夜やはなれたもので、

「ベニスの商人があんたを喜んで雇ってくれるわよ。たぶんブラック企業だけど」

　と軽口を言う。

「あいにく、それ以上にブラックな会社で働いてる」

　意識のない爆ボ弾マ魔ーが、

「うぅ」

　とうめき声を出す。

「さて、こいつをどこかに引き渡してミッションを終わらせようか」

「ちょっと待って」

　七なな海みが円えん四し郎ろうを止める。

「そいつはわたしがここで殺す」

「……」

　円えん四し郎ろうはエリーの身柄を抱えたままだ。

「さっき、『復ふく讐しゆうはいいもの』って言ってたよね」

　円えん四し郎ろうは、美み夜やはともかく、メリルに人が死ぬところを見てほしくなかった。そんなものを見れば繊細なメリルが傷つくのは目に見えている。

「タイムオーバーだ。それにせっかく血を流さずに石を取り出せたし」

「そんなの知らないけど」

「じゃあ血を流さずに殺せるか。殺せるならいいけど」

　塩を大量に摂取させてもすぐには死なない。この場では物理的に殺すしかできない。

「そんなの、無理よ」

「じゃ、これならどうだ。最初から全部自分一人でやるなら七なな海みが爆ボ弾マ魔ーをどう料理しようが、俺は邪魔なんてしない」

　円えん四し郎ろうは七なな海みの返事を待つことなく、エリーの拘束を解き、床に寝かせた。

　一番慌てたのは、美み夜やだった。

「ちょ、ちょっと。せっかく捕まえたのになんで解放するの!?」

「安心しろ。色々確認してから目覚めさせる」

　円えん四し郎ろうは、美み夜やに目配せして、

「大丈夫」

　小声で言う。そしてメリルの耳元でささやいて指示をする。

　円えん四し郎ろうの指示を聞いたメリルは、

「たぶんできるよ。できたら何か美お味いしいもの食べさせてね」

「ああ」

　円えん四し郎ろうがそう答えると同時に、指を鳴らすと、エリーの体が跳ね起きる。意識が戻ると同時に体が動くなんて芸当は特殊な訓練の賜たま物ものであった。

　エリーは目の前にいる七なな海みに襲いかかる。

　千載一遇、いや絶対にあり得ないはずのチャンスが目の前に転がっていたのだ。

　にやりとエリーは笑みを浮かべた。

「いっしょに二人だけの世界に行きましょう」

「一人で勝手に死んで！」

　至近距離から七なな海みは掌底をエリーに打ち込んだ。

　エリーは窓の外まで吹き飛んだ。

　しかし、窓に引きつけられたのは、七なな海みも同じだった。七なな海みの首に、ワイヤーが巻き付いている。七なな海みをエリーは自らの元に引き寄せる。

　その間、エリーの靴が宙に放り上がっていた。靴に格納されていた爆弾が一つ、爆ボ弾マ魔ーの手に落ちる。切り札を手にしたエリーは勝利を確信した笑みを浮かべる。

　七なな海みはワイヤーを切ろうと、手元にナトリウム金属を生成。爆発。しかし、ワイヤーの硬度がそれを上回っていた。

「!?」

　七なな海みの体が半分外に引きずられた時、円えん四し郎ろうがワイヤーごと七なな海みを支える。

「さあ、七なな海み、まだ爆ボ弾マ魔ーを殺すとか言うか？」

　一人では何も出来ない現実を受け入れる。

「わかった。でもケリはつける」

「良いい答えだ」

　ワイヤーをぐいっと引き寄せた。エリーの体が戻ってくる。エリーの手には爆弾。

（軍用特殊爆弾『灰ピエーペル』か。これ以上無い切り札だな）

　その名の通り、周囲を灰かい燼じんに帰する強力な小型爆弾である。

「男は地獄に落ちて。天国へは私たちでいく」

「切り札がまだあると思って泳がせた甲か斐いがあったな。それがどこにあるかわかれば、用済みだ」

　円えん四し郎ろうは七なな海みの手首を握った。円えん四し郎ろうの補助を受けた七なな海みの拳。

「二度と面見せるな！」

　その拳を七なな海みはエリーの顔にたたき込んだ。

「街ごと、きえ、ろ……」

　エリーは意識を失いながら、爆弾を手から滑り落とした。

　円えん四し郎ろうは、それを蹴って、

「メリル！　それを止めろ！」

　メリルの左手に吸い込まれるように、ピタリと爆弾が収まった。

「これで気は済んだだろ」

「そんなことより、逃げて！」

　足下に転がる爆弾を見て七なな海みは叫び、美み夜やも身をかがめる。

　しかし、爆弾は作動しない。

「大丈夫だ。爆弾は停止している」

「やっぱりね。またどうせ、あんたが壊したんでしょ」

　美み夜やは冷静に言う。

「今回はメリルだ」

「一度捕まえた時にボディチェックして爆弾を排除したらよかったのに」

　後から批評するのは優等生にありがちな悪癖である。

「簡単に言ってくれるけど、よく見ろ。この爆弾は、起爆している状態を安全装置で一時停止させてるタイプだ。もしうかつに俺が触ってたら、安全装置が壊れてお前らの肉片が四散してたところだ。起爆させるタイプとか、起爆状態なのを一時停止してるタイプとか、色々あるんだよ」

「そうだとしてもボディチェックしている間、起爆反応をメリルに止めてもらうこともできたでしょ」

「そんなことしてみろ、あっという間にメリルの口座残高がゼロになって、チェックメイトだ」

「なるほど。色々考えてたのね。で一応訊きくけど、どんな節約方法で爆弾を止めてるの？」

　美み夜やは、メリルの説明ベタを思い出して、失敗したと思ったが、

「左手で触っている間だけ、時間を止めてる」

　術者と目的物との距離が近ければ近いほど消費魔力が低減する原則に沿ったわかりやすい説明。とはいえ、実行するなんて信じられない方法だった。なにせ常時爆弾を持っていなくてはいけない。

　円えん四し郎ろうもそんな方法だとは知らず、

「メリル、寝る時とか、どうするつもりだ……」

「あっ」

「別の方法に切り替えたりは？」

「できない……」

　円えん四し郎ろうは仕方ないなと、メリルの左手と爆弾をハンカチで縛る。

「一番、咒幣おかねがかからない方法だったから。ごめんね。怖いよね」

　メリルは申し訳なさそうにする。

「いや、よくやったよ。メリルは。誰だっていつでも死と隣合わせなんだ。気にすんな」

「いや、気にしてよ。うっかりで、街ごと吹き飛んだら、わたし死んでも死にきれないから」

「そのときはそのときだ」

　美み夜やの抗議を円えん四し郎ろうは気にもかけない。

「どういう神経してるのよ」

「メリルがいなかったらここで爆発してるんだ。あとで爆発しようが大差ないだろ」

　そう言われて美み夜やは反論できなかった。

「それにしても、メリルは何でもできるけど、燃費が悪いのね」

「ご、ごめんなさい」

「別に謝ることじゃないけど。爆ボ弾マ魔ーを捕まえたら賞金も出るでしょ。そしたら今度からはバンバン使えるじゃない」

　円えん四し郎ろうは、機密事項ゆえメリルの使用咒幣コイン額の具体例を教えられないもどかしさを感じながら、

「三さんの宮みや、メリルの燃費の悪さがどの程度なのか知らないからそんな能天気なことが言えるんだ」

　メリルが本気を出せば、防衛予算規模の咒幣コインが一瞬で消えるのだ。実際メリルのせいで、エリアファイブは軍事衛星を二つ失っている。

「咒か幣ねのことは考えるのはよそう。とりあえず解決したんだ。爆ボ弾マ魔ーをしかるべき指定機関に突き出して終わりにしよう。七なな海みもそれでもういいだろ」

　七なな海みは、エリーを殺すつもりだったが、自分ひとりではエリーに太刀打ちできないどころか、無理心中に巻き込まれて死ぬところだったのを考えると、わがままは言えない立場だと重々わかった。

「ええ。もういい。十分」
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　円えん四し郎ろうたちの成果は上々だった。

「このクラスからサクセスする者が出た。挺身奉仕活動サクリフアイスにおけるミッションの達サク成セスだ」

　円えん四し郎ろうとメリルは、サクセスマンに促されるがまま教壇に連れて行かれ、クラスの連中の前で賞された。円えん四し郎ろうは至極どうでもよかったが、メリルは人生で初めて得る拍手になんだか誇らしげである。

「連続爆ボ弾マ魔ーの逮捕。なかなかできることじゃないが、君たちも彼らを見習ってサクセスするように」

「どうせ、Ａクラスの三さんの宮みやのおこぼれに与あずかっただけだろ」

　クラスメイトのつまらない嫉妬心から出た台詞せりふだったが、サクセスマンは聞き逃さない。

「貴様！　挺身奉仕活動サクリフアイスに参加する気があるようだな。かまわん。いつでも私のところに来い。推薦してやるぞ」

　嫉妬の主は、「いや、俺はいいです」と引っ込んだ。

「では君たちのサクセスのために授業を始める。世界を分断する泥の性質について──」

　昼休みに入っても、朝一からいつもと少し違う雰囲気が続いていた。なにかイベント前のような高揚感とテスト前の緊張感と焦燥感のようなものが混じった、妙な雰囲気である。

「この感じ、ニャにかに似ている」

　そうつぶやいたのは足あし尾お鉱こう太た郎ろうだった。奇妙な語尾でしゃべるアイドルオタクである。

「わたしもなんか変だと思う」

　莉り々り利りも同調した。

「莉り々り利りはいつも変だニャ」

「誰が変だって？」

　足あし尾おの頭を「学校に猫耳つけてくるお前が言うな」と拳でぐりぐりとする。

「やめるニャ。謝るニャ」

　円えん四し郎ろうはその様子をぼんやり見る。円えん四し郎ろうがぼんやりするのは珍しい。その様子を見て、

「昨夜はおたのしみでしたね」

　と莉り々り利りが鎌をかけてくる。

「何もしてないよ。爆ボ弾マ魔ーを捕まえてちょっと疲れたのかもしれない」

　いや、爆ボ弾マ魔ーを捕まえるのにさほどの苦労はなかった。

「ところで、爆ボ弾マ魔ー捕まえて何かもらった？」

「いや、賞金は月末払いだ。戦利品はいくつかあるけど」

「どんなもの？」

「これかな」

　円えん四し郎ろうが面倒くさそうに、ポケットから魔石を出す。

　親指ほどの大きさの新緑のしずく型の石だ。

「ふーん。売れそうじゃん」

　莉り々り利りが天井の照明にかざしながら石をのぞき込む。

「あわわわわ。ニャに持ってきてるにゃ！」

　足あし尾おが石を指して震える。

「それ、魔石じゃないかニャ」

「魔石？　なにそれ、高いの？」

「値段はピンキリだけど、透明度と大きさとかによっては億を超えるにゃ」

「ふーん」

　莉り々り利りはそのままポケットに魔石を入れて立ち去ろうとした。

「おい」

「冗談冗談」

「そういいつつ返さないのはなぜか」

「いいじゃん。別に。ただで手に入れたんでしょ」

「ただで手に入れてもお前にやる義理はない」

　円えん四し郎ろうが莉り々り利りの気づかぬうちに魔石を取り返していた。「私たちの仲じゃないか。ケチ」

　莉り々り利りがなぜか逆ギレしている。

　足あし尾おが仲裁するように、

「魔石は、人の心に作用するニャ。あまり良いいものじゃないにゃ。人を不幸にするからできれば早く手放すほうがいいニャ」

「詳しいな」

　円えん四し郎ろうが訊きくと、

「採掘バイト先で小さな魔石はよく見るにゃ」

「またお前掘ってるのか」

「マイニングじゃないにゃ。泥をさらっているのにゃ」

　莉り々り利りの顔がひきつる。

「泥さらい……。それ、めちゃくちゃ危険じゃない？」

「泥くらい大丈夫だろ」

「泥って、普通の泥じゃないよ。世界を分断している泥。ちょうどさっき授業でやったばっか」

「訊きいてないからな。一言で説明してくれ」

「百五十年前に悪魔のサマエルが世界にまき散らした汚染物が、通称『泥』。一言で言うと、触ったら死ぬ」

「それは言い過ぎだけど、貧弱にゃ装備で触ると大変なことになるニャ」

「そんな泥をさらって一体なにを探してるんだ」

「探してるのが魔石のかけらにゃ。泥が結晶化したのがその魔石。小さな魔石を集めて増幅器アンプリフアイアの原料にするのにゃ」

　莉り々り利りがチャンスとばかりに、

「じゃあ、円えん四し郎ろうが持ってたら壊しちゃうじゃない。わたしが代わりに保管してあげようか」

「大丈夫だ。コレ自体に魔力は入ってないっぽいから」

　足あし尾おが頷うなずく。「これ、ただの触媒だから、魔力は入ってニャイよ」

「ちぇっ。でも増ア幅ン器プの原料なら高く売れそうね」

「増ア幅ン器プの原料にするのが多いけど、それこそ宝石としての価値もあるニャ。でも大きな魔石を手にした人は、その魔石に魅了されて破滅するっていう噂うわさがあるニャ」

「それなんか聞いたことあるかも。最初は石の所有権をめぐって仲の良かった作業員同士が腕ごと切り落として奪ったりする血みどろの殺し合いになって、結局鉱山主とかが手に入れるんだけど、破産したりしてまた別の富豪のところにいって、そこでも奥さんが発狂したり、子供が事故にあったりして家が潰れて、博物館みたいな欲望の薄いところで展示されるんだけど、また盗まれて、盗んだグループでまた揉もめ事ごとになって、みたいにずっと不幸の種を撒まき続つづけている……。そんな話をテレビで見た」

「あながち噓うそでもないかもな」

　この魔石はあきらかに爆ボ弾マ魔ーの体の中で気の流れを乱していた。莉り々り利りも目が咒幣コインになっているし、教室を満たす空気もあまりよくない。なにより円えん四し郎ろうも少しけだるい。なんだか静かだと思ってメリルのほうを見ると、もう昼食用のパンケーキをフライングしてもぐもぐ食べているが、これは通常運転だ。

　足あし尾おは怖い顔をして、低い声になる。

「こんな噂うわさもあるにゃ。どこかで半径五メートルを超える超巨大な魔石が採掘されたのにゃ。もちろんそんな大きなものは、公社カンパニーが管理することになって、第五研究所に運ばれたのニャ。で、大きすぎるから扱いやすくバラバラにする計画を実行しようとしたら、目の前に悪魔が現れて、計画立案者が死んだのニャ。混乱のなか、魔石は他の研究者と一緒にどこかに消えたらしいニャ。きっと魔石に魅了された研究者が隠してしまったのニャ」

「噂うわさは所詮噂うわさだけれど、ただでさえ有害な泥の、さらに結晶だろ。有害であることには変わりなさそうだな」

「じゃあ、わたしがきちんと責任をもって処理してあげよう。ちょっとは代金支払うからさぁ」

　莉り々り利りが手を差し出して魔石を要求してくる。

「転売するだけだろ」

　ただ、莉り々り利りの言うとおり、上手に処理したほうが良いいかもしれない。手元にあまり長く置いておきたくない。

　円えん四し郎ろうは石をくるくると回した。磁石みたいに一定方向で止まる。

（何かこの石は気持ちが悪い。うっぱらおう）




　学校の校舎はほぼ修復が終わっていたが、一部修繕工事を行っていた。その音が廊下に響いていた。

　その廊下から美み夜やが円えん四し郎ろうたちのいる教室をじっと見ていた。

「三さんの宮みや美み夜やがめっちゃにらんでるんだけど……」

　クラスメイトから報告があり、円えん四し郎ろうがしぶしぶ廊下に出る。

「ご用件は？」

「遅い。普通Ａクラスの人間が扉の前にいたら、すぐに来るべきでしょ。燃やすわよ」

「そんなルールしらないけど燃やされるのは昨日の分で勘弁してほしい」

「あれは、あんたがそうしろって言ったんでしょ」

「そうだっけ。まあいい。ちょうどよかった。賞金とこの石の売却代金の山分け方法について相談しようと思ってたんだ。七なな海みにも相談しないといけないんだけど」

「宇う佐さ美み先輩は、今日休みだけど。妹のいる病院に行くんだって。今朝うちに泊まって行ったからって──。莉り々り利り。後ろでニヤニヤ見てくるのやめて」

「昨日二人は燃え上がったんだって？」

　莉り々り利りは円えん四し郎ろうを肘でぐりぐりとする。

「ああ、二人で燃えたよ」

「それから二人は勝利の美酒に酔いながら一つ屋根の下で朝まで過ごす」

「あながち間違いではない」

「きゃー」

　莉り々り利りが歓声を上げるふりをする。

「誤解を招く表現はやめて。こいつと爆ボ弾マ魔ーをいっしょに燃やしたのよ。それに昨日の夜わたしの家に泊まっていったのは、宇う佐さ美み先輩。こいつなんかじゃない」

「もう。冗談じゃない。そんな顔を真っ赤にしなくてもぉ」

　莉り々り利りは美み夜やをいじるのが好きらしい。

「ここにいたら、調子狂うわ。賞金、わたしの分はいらないから、あとは三人で山分けでも何でもして」

　美み夜やは怒りながら去り、莉り々り利りが「もうそんな怒らないでよ」と言いながら美み夜やを追いかけていった。

「いかんな。どうも、莉り々り利りもメリルも美み夜やもかわいく見える」

　見た目の問題ではなく、子孫保存本能が少し暴走気味のようであった。首を振って、雑念を払う。

（こいつのせいかな）

　ポケットから魔石を取り出す。

（この魔石を爆ボ弾マ魔ーに埋め込んだやつがいる。そいつを捕まえないと、第二第三の爆ボ弾マ魔ーが出そうだな）

　円えん四し郎ろうはそう思ったが、解決の手立てはない。

　そんなことより、喫緊の問題がある。メリルが拾った爆弾である。

「おい。メリル、持ってる爆弾の処理の許可取りに行くぞ」

　メリルの手は包帯でぐるぐると巻かれている。爆弾を手放さないよう固定しているのだ。

「早くとりたいよぅ」

　メリルの手にあるのは、爆発を停止させているからだ。

「いまさらだけど、爆弾を完全無害化できなかったのか」

　円えん四し郎ろうは少し苦言を呈した。

「爆弾の咒しゆう式しきがぶわーって早さでぐちゃぐちゃ変化するから難しいんだ。それで手の中にある時だけ、時間をぴたっと止めたの」

「なにかの拍子で落としたりしたらおしまいだからな」

　なにせ爆ボ弾マ魔ーの切り札だ。その威力は決してあなどれない。

「それにしても時間を凍結するなんて芸当どこで覚えたんだよ」

　円えん四し郎ろうはそういいながらも、おそらく天あま神がみ無む刀とう流りゆうの奥おう義ぎ『時じの先せん』を応用したものだろうと推測はしていた。

「わかんない。そんなことより早く爆弾捨てたい。これじゃ両手でパンケーキも食べれないよ」

「それは片手で十分だろ」




　午後、円えん四し郎ろうとメリルは、学校に半休をもらい、爆破処理の許可申請をして帰宅した。しかし、

「最悪だ」

　円えん四し郎ろうとメリルはうなだれてソファに吸い込まれるように座る。様々な窓口をたらい回しにされ、不審者扱いされ、説明を一からさせられること七回。そうしてなんとか軍から爆破処理の許可はおりたが、すぐには処理できないというのだ。

「疲れた……」

　メリルは制服のまま蕩とろけるようにソファに横になる。

「結構粘ったんだけどな。あいつら事態の切実さがわかってない。ポンコツ共だよ、まったく。しばらく爆弾と一緒の生活か。一いち蓮れん托たく生しよう。死ぬ時は一緒だな。メリル」

「やったー」

「いや、そこ喜ぶところじゃないから。まあ、癇かん癪しやくを起こしたりパニックになったりするよりいいけどな。メリルは強いな」

「円えん四し郎ろうがそばにいてくれたら何でもダイジョーブだから」

「俺が先に死んでも、そのままでいてくれよな」

　円えん四し郎ろうがそういうと、メリルの目に涙が浮かび、

「円えん四し郎ろう。死んだらイヤだよ」

　メリルだけは知っている。円えん四し郎ろうの破壊的特性と超人的な戦闘力が生命力を代償にして得られていることを。

「人間、死んだ時が寿命だ。短命でも長寿でも」

　円えん四し郎ろうの寿命は短い。

「そんな湿し気けた顔するなよ。ミッションクリアしたんだ。ぱーっと行くぞ。ぱーっと」

「どこ行くの？」

「パンケーキミュージアムだ。復旧したみたいだからな」

「わーい」

（連れて行くって言っても、ま、咒か幣ね払うのはメリルだしな）

　メリルには一定額の給付金が支払われることになっている。ジョン・ヨハネスブルグ第五研究所所長が引き起こした事件の口止め料である。

「ヒモだな」

　住居は紙かみ屋や茉ま莉りのお情けで下宿させてもらい、外食代もメリルに出してもらおうとしているが、円えん四し郎ろうは卑屈にはならない。女性に援助してもらっても卑屈にならないことがヒモの適性には不可欠だが、円えん四し郎ろうにはそれがきっちりと備わっていた。

（ま、その分、困ったときは助けてあげないといけないけどな）

「円えん四し郎ろう、助けてー」

　洗面所からメリルの悲鳴が聞こえた。

「どうした？」

「こうなっちゃった」

　メリルは右手を円えん四し郎ろうに見せた。

　メリルの右手に、ステンレスのマグカップがはまっていた。

　左手に爆弾。右手にマグカップ。

「普通そうはならんだろ……」

　そういいながらマグカップを引き抜こうとすると、

「痛い。痛いよ、円えん四し郎ろう」

　ステンレス製のマグカップにぴったりとメリルの拳の大きさがフィットしてはまっていた。

「これ以上ないジャストフィットだな。変形させて茉ま莉りさんに怒られるのもイヤだし。とりあえず洗剤流し込むか」

「中にペンダントが入ってるの。マグカップの中に落として取ろうとしたらはまっちゃって」

「ペンダントだったら別に洗剤入っても大丈夫だろ。入れるぞ」

　潤滑剤にするために洗剤を入れたが、結局無駄だった、

「円えん四し郎ろう。わたし一生このままかなぁ」

　メリルが涙目で円えん四し郎ろうを見る。

「悲観的すぎるだろ。時期が来たら爆弾も捨てられるし、マグカップだって入ったんだからすっぽり抜ける」

「取れなかったら円えん四し郎ろう責任取ってね」

「大丈夫だって。心配するな。まあ、でもこんな格好じゃパンケーキミュージアムはお預けだな」

「イヤ。行ぐ。ゼッタイに行ぐ」

　メリルは目を大きく見開いて円えん四し郎ろうに迫った。

「わかったよ」

（こいつどうやってパンケーキ食うつもりなんだろう）




　パンケーキミュージアムの中には、エリアファイブの店のみならず、エリア外の店もここにのみ展開しているだけあって、多くのパンケーキファンが列をなしていた。

「円えん四し郎ろう。あそこでなにかしてるみたい」

　列の先頭で店員が、パンケーキと熊が融合したマスコット・パンくんと一緒に客と戯たわむれている。

　チラシが円えん四し郎ろうたちのところに配られる。

「なになに。『本日限定イベント。一グループにつき一回ゲームに挑戦。成績により割引をいたします』。なにかのゲームらしい」

「わたし、ゼッタイやる！」

（俺がやったほうが絶対うまくいくけど。ま、咒か幣ねだすのはメリルだし）

　先頭になり、どんなゲームか判明する。

　パンケーキの形をしたクッションを透明な箱から取り出すという簡単なゲームだ。

「本日限定イベント。パンケーキのつかみ取り。つかんだ分だけ割引です。一枚だったら一割引。十枚だったらなんと十割引き。なんと今日一日タダで食べ放題です！」

　店員はルールを説明しようとしながらメリルの両手を見て、思わず顔を背けて、ぷっと吹き出した。

　左手がぐるぐる巻きの包帯。右手にはステンレスのマグカップだ。つかみ取りなんて無理だ。

「失礼しました」

「いえ、自然なリアクションです」

　円えん四し郎ろうはフォローする。メリルは涙目である。

「円えん四し郎ろう、良いいこと思いついたんだけど」

「間違いなく良いいことじゃないと思うけど、言ってみろよ」

「左手の包帯を解いて持ってるものを捨てたらどうかな。それならつかみ取りできると思うんだ。なんでこんな簡単なこと思いつかなかったんだろう」

「うん。やめろ」

　それでもメリルは包帯をマグカップのはまった手で解こうとした。

「えーん。解けない」

「そりゃそうだろ」

　手がだめなら口でとばかりに、メリルは顔の前に左手を持ってきたが、円えん四し郎ろうは少し小声になって。

「お前の顔の前にあるものは爆弾だぞ。それをほどいてみろ。俺もお前もはじけ飛んで、パンケーキミュージアムもみんなおじゃんだ」

「うーん」

　泣くのをこらえてなんとか、受け入れがたい現実と折り合いをつける。

「では、挑戦する方はお決まりでしょうか？」

「円えん四し郎ろう、代わりにして」

「了解」

　店員に、「では、どうぞ！」と箱を差し出される。

　クッションは見た目はパンケーキにそっくりだが、摑つかんだ反発力は筋トレに使えそうなほど強かった。

　円えん四し郎ろうは、すべてのクッションを浚さらうようにして摑つかむ。

「おおー。全部摑つかんだ！」

　店員さんが実況する。

　ここまではある程度の人間ならできる。

「でもそんな欲張りな手が果たして穴から抜けるのか！」

（全部摑つかんだ状態だと普通の人は穴から手が出ない。そういう設計になっている）

　普通の人はここで諦めて、せいぜい五枚程度に落ち着く。しかし円えん四し郎ろうは普通の人ではない。パンケーキ型のクッションを極限まで圧縮する強烈な握力。関節を外し細くすることができる柔軟すぎる拳。穴の縁との摩擦による痛みを苦にしない神経。いずれも超人の域に達していた。

（こんな風に使う技術じゃないけれど）

　果たして円えん四し郎ろうの拳はスポンと箱の穴から抜ける。

「すごい！　信じられない。抜けたー」

　実況する店員は、参ったというふうにおでこに手を当ててのけぞった。

「では数えます！　一二三四五六、七八九、そして十！　ついに出ました。十枚完全クリア。正直お姉さん、ドン引きの十割引き！　あえてこう言わせて頂きます、『えーい！　持ってけドロボー』」

「どういうこと？　なんでドロボー？」

　ひねった言い回しはメリルには理解できない。

「つまりだ、俺は全部摑つかんだから、十割引き。全部タダってことさ」

「すごーい」

「いいか、メリル。タダで食べ放題っていう意味はわかってるな」

「タダで食べ放題って意味でしょ？」

「違う。食べ過ぎると出入り禁止になるから、ほどほどに、ってことだ」

「えー」

「今度また来るつもりなら、控えめにしろよ」

「わかった」




　座席はほとんど女性で埋まっていた。独立学校インデイペンデント・スクールの生徒もちらほら見られた。

　その中に莉り々り利りと美み夜やの姿もあった。

「いっぱい人来てるね」

「十割引きになる猛も者さもいれば、クッションをゴリラみたいな握力で粉砕してゼロ割引きにしてくれたミヤミヤもいる」

「わかったわよ。ここはわたしがおごるから」

「当然。でもなんで急にあんな馬鹿力だしたの？」

「ちょっと本気出し過ぎちゃっただけよ」

「ごまかしてるね。ミヤミヤ、円えん四し郎ろうくんとメリルちゃんがここにいるのを見つけて嫉妬して力が入ったんでしょ」

「そんなわけないでしょ。あの二人がどうしようとわたしには全く関係ないし」

「そんなことをいいつつ、視線はずっと円えん四し郎ろうくんに釘くぎ付づけなミヤミヤなのでした」

「その、朝の犬紹介番組みたいなナレーションやめて。違うから。あれよ。どう見てもあれおかしいでしょ。何で右手にマグカップがはまってるのよ」

「確かに。あんな手でどうやって食べるんだろう」

　美み夜やが少し身を乗り出す。メリルが口を開けてそこに円えん四し郎ろうがフォークでパンケーキを食べさせていた。

　メリルはこの世で一番幸せというような恍こう惚こつの表情を浮かべていた。

　美み夜やも口をあんぐりあけていた。莉り々り利りは円えん四し郎ろうたちをまねるように美み夜やの口にパンケーキを差し込んだ。

「でもあんなふうにあーんして食べさせてもらって。どうみても彼氏彼女の関係」

　美み夜やはパンケーキを飲み込む。

「彼女というか、介護でしょ」

「かたくなに二人が恋人ということを認めないミヤミヤなのでした」

「だから、その言い方やめて。別に二人は付き合ってるわけじゃないでしょ」

「え、知らないの？　同じクラスだから知ってるけど、二人は付き合ってるよ」

「えっ」

「うっそー。ちょっとショック受けた？」

「そんなわけないでしょ。莉り々り利りって、わたしの味方？」

「さあ。わたしはいつも強いものの味方」

「この裏切り者」

「それがわたしの特性でもあるからね。そんなことより、ミッションの一つクリアしたけど、それだけで十分なの？」

「もちろん、もう一つのミッションもクリアするに決まってる」

「研究者大量失踪のミッションでしょ。当ては？」

「もちろん……ないよ……」

「足あし尾おから聞いたんだけど──」

「足あし尾おって誰……」

「うちのクラスの猫耳つけてる男子」

「なにそれ、怖い。というかあんたのクラス、変人多過ぎじゃない」

「変人多いけど、話聞くの？　聞かないの？」

「聞く聞く。話を続けて」

「いつの話かは知らないけど、泥の中から巨大な魔石が採掘されたらしいの。それでそれを研究者が持ち逃げしたって。どう思う？」

「普通に考えたら、そのまま、研究者が持ち逃げしたってだけだろうけど」

「咒幣管理公社カンパニーの研究者は特権階級だよ。それを捨ててまでしたい研究とか考えられる？」

「どこかの咒か幣ね持もちに売り払ったり」

「そんなことしたら一瞬でバレるでしょ。研究者の取引台帳を咒幣管理公社カンパニーが閲覧して事件解決しちゃうでしょ」

「たしかに。じゃあ、莉り々り利りはどう考えてるの？」

「裏組織が研究者をそそのかして魔石とその研究内容を手に入れた、って感じかな」

「でもそんな推測だけじゃ、どうしようもないじゃない」

「でも、この話って足あし尾おがどうして話し始めたかわかる？」

「話し好きだからでしょ」

「それもあるだろうけど。円えん四し郎ろうくんが持ってた小さな魔石を見たから。あれ爆ボ弾マ魔ーが持ってたんでしょ」

「つまり、爆ボ弾マ魔ーと失踪研究者との間になにか関連があるって言いたいのね」

「ないかもしれないけど」

「そこは『そうだと思う』って言ってくれないと」

「それは、わたしの特性上できないかな」

「この裏切り者」

「ふふふ。それにしても、あの二人、ずっと食べてるね」

　美み夜やは見て見ぬふりをしていたので、言われなくてもわかっていた。

「さすがにちょっと注意してくる」

「え、注意？」

　美み夜やは円えん四し郎ろうとメリルのいるテーブルに向かうと、

「いい加減、その両手をなんとかしてあげなさいよ」

　メリルの右手を摑つかんで円えん四し郎ろうの顔の前に突き出す。

「なんとかっていっても、なぁ」

　円えん四し郎ろうはメリルに同意を求めた。メリルが答える前に美み夜やが、

「手がうっ血したりしたらどうするの。女の子に一生の傷を負わせる気」

「大丈夫だよ。そんなことにはならない」

　円えん四し郎ろうは人体を知り尽くしている。マグカップもなにかの拍子で外れることも知っている。

「そんな保証ないでしょ。それにこれからずっと食事のたびに雛ひな鳥どりみたいに餌付けしてもらう気？」

「わたし嫌いじゃないよ。楽しいよ」

　メリルは、なぜ美み夜やが自分のために怒っているのかわからない。

「あなたは自立心ってものを養うべきよ。それにお風ふ呂ろとかどうする気？」

「今日は円えん四し郎ろうが洗ってくれるって」

　メリルの即答に、美み夜やは目を見開いて、

「卑ひ猥わいな行為に及ぼうとする外道！　親切なふりしてる分卑劣！」

「いや、お湯につけたらマグカップが少し膨張して外しやすくなるんじゃないかって話だよ」

「こんなの外すの簡単でしょ」

　美み夜やはメリルのステンレスのマグカップに両手の人差し指を入れて引っ張る。マグカップにパリッと亀裂が入って引き裂かれた。メリルの小さな拳が中から出てくる。

「あっ」

　円えん四し郎ろうは、手で顔を覆った。

「ほら。簡単。あんた、簡単に外れるのにわざと外さずに、それを口実にいかがわしいことを企たくらんでたんでしょ」

「そんな回りくどいことしねぇよ。というか、なにマグカップ破壊してくれてるんだよ」

　メリルは、引き裂かれたマグカップを手に取って、どうにかくっつけられないか、手で戻そうとした。

「手を切るかもしれないからやめとけ」

　円えん四し郎ろうが制止する。円えん四し郎ろうは座ったまま、美み夜やを見上げて、

「これ、俺たちの大家さんの所有物。壊さずに外す方法を探ってたんだけど……」

　メリルは、マグカップからペンダントを回収して、三さんの宮みやに、

「わたしの首につけて」

　と頼んだ。

「ええ。わかったわ」

「ありがとう」

　円えん四し郎ろうと三さんの宮みやの間の微妙な空気に対するメリルなりの気遣いだった。

　円えん四し郎ろうは元来感情の起伏は少なかったが、珍しく不機嫌が顔に表れていた。

「ごめん。弁償するわ」

「別にかまわない。俺が頭を下げれば済む話だから」

　メリルが、

「もう帰ろっか」

「せっかく片手が使えるようになったんだ。自分のペースで好きなだけ食べたらいい」

　メリルも美み夜やもこんなに暗い円えん四し郎ろうを見るのは初めてだった。

　円えん四し郎ろうの様子を見つけた莉り々り利りが面白がって寄ってくる。「たかがマグカップじゃん。なんでそんなに落ち込んでるの？」

「わからん」

　円えん四し郎ろうは素っ気なく言った。

　莉り々り利りは、美み夜やに「どういうこと？」と小声で聞いて説明を受けた。莉り々り利りは少しあきれながら、

「要は、大事に守ろうとしてた物を、いきなりやってきた事情を知らない人に善意で壊されて、落ち込んでるってわけね」

「言語化されると実につまらない話だな。しかも守ろうとしてたのがこのマグカップっていうのがなんとも情けない」

　円えん四し郎ろうが自虐的に言う。

「自分でわかってるなら機嫌を直したら」

「それができたら苦労しない」

「ごめんね。わたし、がんばってこのマグカップを元に戻す方法を考えるよ」

　円えん四し郎ろう自身、心がずっとかき乱されていて、納得できる対応ができず、イライラしていた。

「お前らは悪くない。悪いのはたぶんこいつだろう」

　円えん四し郎ろうは爆ボ弾マ魔ーから得た小さな魔石を取り出した。

「こいつを身につけてから、どうも調子が悪い」

　莉り々り利りは小さな魔石をテーブルの上でいじる。

「円えん四し郎ろうくんが好きなの、だーれだ」

　魔石はくるくると回り、止まる。先端が美み夜やのほうを向く。「ちょ、やめてよ」

「遊びじゃん。マジになって～」

「遊びでも嫌なものは嫌」

「円えん四し郎ろうくんのことが好きなのだ～れだ」

　先端はやはり美み夜やのほうを向く。

「相思相愛だね」

「やめて。誰がこんなやつのこと。いくらわたしがかわいくたって変な感情は起こさないでよね」

　美み夜やは円えん四し郎ろうに命じるように指を指す。

「しらんがな。そんなことより、莉り々り利り。お前、全部同じ方向で止めるなんて、結構やるな」

「そんな器用なことしてないけど。きっと愛の力だよ」

　円えん四し郎ろうは莉り々り利りの発言をスルーして、

「三さんの宮みや、ちょっとその場所、メリルと変われ」

　今度は円えん四し郎ろうが真面目な顔で魔石を回す。

「さて、本当に円えん四し郎ろうくんが好きなのだ～れだ」

　莉り々り利りがまた変なかけ声を掛ける。

　三さんの宮みやと交替したメリルの方向に魔石が向く。

「わ～い」

　と喜ぶメリルの傍かたわらで、円えん四し郎ろうと莉り々り利りが神妙な顔で魔石を見つめる。

「方位磁石みたいに同じ方向に止まるね」

「ああ」

　美み夜やが手を出し、

「その魔石を持ってると調子が悪いなら、わたしが代わりに持っておこうか」

「やめておけ。この魔石は、たぶん、呪われてる」

「証拠物だし、売ったりしないわよ。持ってた爆ボ弾マ魔ーがちょっとクレイジーだったからって、それとも本当に、都市伝説的な噂うわさ、信じてるの？」

「自分の勘を信じてる。これを持っていれば、もう少し深い事実に行き当たりそうだし」

　円えん四し郎ろうはそう言って立ち上がると、

「帰ろうか」

　メリルは心配そうに円えん四し郎ろうを見ながら、二人で店を出た。

　円えん四し郎ろうの心の表面は、明鏡止水の領域にある。しかし、それは、円えん四し郎ろうにネガティブな感情が生じないというわけではない。誰の心にも芽生えるネガティブな感情や欲望。円えん四し郎ろうの心の中で小さく押しつぶされて、心の表面に上がらない一方で、ゆっくりと心の底に沈んで澱おりとなっていく。誰にも気づかれず、円えん四し郎ろう自身も長年気づかぬふりをして過ごしている。

　魔石は美しい輝きとは裏腹に、心の奥底に降り積もった負の感情を邪悪な意思を持ってかき乱す。

（参ったな）

　円えん四し郎ろうは、見えない戦いに巻き込まれ、ひとり孤独な戦いを強いられていた。

　負けそうになれば魔石を破壊すればいい。

　そんな選択肢を取るのは負けも同じ。

（天あま神がみ無む刀とう流りゆうに敵はない）

　負けるわけがなく、負けるわけにはいかない。

　爆ボ弾マ魔ーのように心の奥の欲望に流されるがまま自失する訳にはいかない。

　ただ、円えん四し郎ろうがもっとも恐れ、押し殺しているのは、生物が持つ原始的根源的な本能。

　生存本能である。

　円えん四し郎ろうは生への執着を捨てている。死を恐れない。

　しかし、それは、心から消滅しているのではない。修練による強力な精神力で無に限りなく近づくほど圧おし殺ころしているだけである。

　圧縮された生存本能は、強烈な密度となってその解放の機会を覗うかがっている。

「円えん四し郎ろう、大丈夫？」

　内なる闘いに気づいているのはメリルただ一人。だが、円えん四し郎ろうのためにできることは、見守ることしかない。

「大丈夫。気づいてくれてるってわかるだけでも力になるよ」

　円えん四し郎ろうはメリルの頭を撫なでる。

「ま、なるようになるさ」




　三さんの宮みや美み夜やは、できるだけ早くもう一つのミッション『失踪研究者の捜索』に取り掛かりたかったので、他のメンバーに放課後にミーティングの招集をかけた。

「いちいち集まらなくてもいいだろ。それぞれ都合があるんだし」

　円えん四し郎ろうは不機嫌をあらわにして言った。

「そうね。本当は集まらなくても、通話で済むんだけど、端末を使えない誰かさんがいるせいで面倒なことになってる」

　円えん四し郎ろうは、はぐらかすように、

「オーケー。ミーティングを始めよう」

「じゃあ、『失踪研究者の捜索』ミッションについて、なにか情報持ってる人」

　誰も反応しない。円えん四し郎ろうは、

「というか、爆ボ弾マ魔ーのほうが終わった感じで進めているけど──」

「あれは、爆ボ弾マ魔ーを捕まえて終わったじゃない」

「いや、爆ボ弾マ魔ーに魔石を埋め込んだやつがいる」

「自分で埋め込んだのかもしれないじゃない」

「自分で埋め込んで、自分で通行許可アプリを調達して七なな海みに渡したって？　何か組織と関連してるって考えたほうがいいだろう」

　七なな海みは、円えん四し郎ろうに同調する。

「爆ボ弾マ魔ーの後ろに何か組織的なものがあると思う。気になるのは、魔石よりもアプリのほう。特殊すぎる」

　七なな海みは、自分の端末をじっと見る。使うつもりはないが、まだアプリは健在だ。美み夜やは七なな海みの意見は尊重する。

「確かに。行動履歴を隠蔽してくれて、しかもどんな場所にでも侵入できるアクセス権限付き。そういえば、失踪した研究者も居場所がつかめない。ということは同じアプリを使用している可能性が高い」

「失踪した研究者が、爆ボ弾マ魔ーで人体実験していた、とか」

「うーん。仮にそうだとして、その人体実験の目的はなんなのよ」

　メリルが、小声で、

「遠リ隔モ操ー作ト」

　と言った。

「えっ」

　あまりに小さいつぶやきに、美み夜やは聞き返す。

「遠リ隔モ操ー作トってどういうこと？」

　聞かれたメリルは、まるで自分は何も言っていないかのように驚き目を丸くして、

「えっと。なんとなく」

　言い訳するように言った。

　円えん四し郎ろうは、メリルの特性がすべての精霊と交渉できる《交渉人タフネゴシエーター》であることも思い出す。

「メリル、魔石とも交渉できるのか？」

　魔石は泥の結晶だ。泥はサマエル、すなわち咒幣コインのもとになった悪魔から生じたものだ。それ自体に意思がある可能性は十分ある。

「お話はできない。けど、つぶやきはきこえることがある」

　美み夜やが興味深げに、

「なんて言ってるの？」

「『バカ』とか『マヌケ』とか『うんこ』とかかな……」

「……まるで反抗期の子供ね」

「ぶち砕こうか、これ」

　円えん四し郎ろうが魔石を指でつついた。

「やめて。証拠品なんだから。ただでさえ、あんたが持ってるだけで壊れないか気が気でないんだから」

「コイツ自体に魔力は無いから壊れないよ」

　七なな海みはまるで小学生に話しかけるように優しく、

「で、魔石のつぶやきの中に『遠リ隔モ操ー作ト』って言葉があったのね」

　と話し掛けて脱線しかけた話の流れを戻す。メリルは頷うなずく。七なな海みは、

「魔石の弱みでも握って吐かせられないかしら」

「随分と物騒なこと言うね」

「円えん四し郎ろうくんに言われたらおしまいかも」

　七なな海みの言に、美み夜やは深くうなずく。

「話を戻そう。昨日俺たちはこの魔石の面白い習性を見つけた」

　円えん四し郎ろうは魔石をくるくる回す。魔石はゆっくりと回り終えて、ある方向を向いて止まる。

　美み夜やが、シメたとばかりに、

「何箇所かで調べれば、どこを指してるのか見当がつく！」

　円えん四し郎ろうたちは構内を移動して、魔石が指し示す方角を記録する。

　数カ所その記録をとると、用意した地図に書き込んでいく。指し示す方向へ線を延ばす。

「一点で交わるこのポイントは……」

「記念病院！」

「爆ボ弾マ魔ーに壊された病院だ」

　その時だ。七なな海みの端末から呼び出しの鳴動音が鳴った。

　七なな海みは少し離れたところで通話をする。

「八や尋ひろが？　いえ、わたしは何も。ハイッ！　ハイッ！　わかりました。わたしも今向かいます」

　通話を切った七なな海みの顔から、一同は何か不穏なことが起きたと察する。

「八や尋ひろが。妹がいなくなった。ごめん」

　七なな海みはそう言い残すと、急いで病院へ向かう。

　円えん四し郎ろうたちも、七なな海みの後を追った。




　病院では、スタッフたちがあちらこちら走り回っていた。

　円えん四し郎ろうたちはそこで見覚えのある顔を見た。独立学校インデイペンデント・スクールの看護師だった。相変わらずナース服のスカートの丈は短く、胸部ははちきれそうである。

「あ、円えん四し郎ろうくん」

　駆け寄るとすぐ円えん四し郎ろうの顔を胸部に埋もれさせる。

「ピンチの時には来てくれるって思ってたわ！」

　美み夜やが「こんなところで」と、二人を引き離した。

「佐さ々さ木きさん。なんでこんなところにいるんですか」

　少し非難するように美み夜やが訊きいた。

「爆ボ弾マ魔ーに学校壊されて、医務室もちょっといま工事中だからこっちにヘルプに来てるんだけど、ちょっと大変なことになってて」

　七なな海みが割り込むように、

「妹がいなくなったって言われたんですけど、どういうことですか？」

「ごめん。わたしもうまく把握できなくて。急に患者さんたちがいなくなっていて」

「起き上がってどこかに行ったんですか？　八や尋ひろが？」

「八や尋ひろさんだけじゃなくて、他の患者さんもスタッフの何人かも一緒に消えていて。誘拐されたのか、自分でどこかに行ったのかすらわからなくて」

　不安そうにこちらの様子を見ている患者たちの姿もあった。

「全部の患者が消えたわけじゃないみたい」

　佐さ々さ木きは、ようやく大事なことを思い出して軽く跳ねるように、

「そう。消えた患者さんもスタッフも、記念病院から来た方ばっかりなの！」

　円えん四し郎ろうたちは、互いに顔を見合わせた。美み夜やの、

「理由はさっぱりわからないけど、記念病院になにかあるのだけは確かね」

　という意見に円えん四し郎ろうもメリルも七なな海みも同調する。佐さ々さ木きが、

「でも、あそこは立ち入り禁止になっちゃってるよ」

「ご心配なく。俺たちは入れるんで」

「気を付けてね」

　佐さ々さ木きは再び円えん四し郎ろうをギュッと抱きしめて、美み夜やがそれを引ひき剝はがし、記念病院に向かう。
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　病院の入り口に張られていたであろう黄色いテープの警戒線が、力なく垂れ下がっていた。

「なんで爆発された時のままなの？」

　美み夜やが驚くのも当然で、爆ボ弾マ魔ーにやられた状況そのままなのが、誰の目にも信じられない。異常である。自己修復する建材が入っているはずだし、ここまで作り上げた既存の施設を再利用しない理由がない。予算的なのか、政治的なのか、あるいは他の圧力や思惑のためなのか、わからない。ただ、はっきりしているのは、先端的病院が、数日にして廃病院になったという事実だ。

　円えん四し郎ろうは『ホラー映画の撮影現場にでもするつもりか』と言いかけて、やめた。

「急ぎましょう」

　七なな海みが危険を省みることなく、病院の中に飛び込む。

「八や尋ひろ！」

　七なな海みは叫んだ。病棟内に七なな海みの声がこだまする。しかし、円えん四し郎ろうたちの足音以外の反響はない。

「気を付けろ。なにかいる」

　足音はなくても、気配がある。

　そろりそろりと一人出てくる。足音はおろか、声も出さない。なにより男から生気を感じない。

　七なな海みはすぐに敵と認識。つっこんでいく。

「八や尋ひろは何ど処こッ」

　男の大ぶりな動きを躱かわして背後を取ると、そのまま後頭部に向けて回し蹴りを入れた。ドゴッという重い音がして男は床に倒れた。七なな海み本人も、円えん四し郎ろうたちも、男を殺してしまったかと一瞬思うほどだったが、男は呻うめきながら立ち上がり、こちらを睥へい睨げいする。

　七なな海みが男の腹に拳を入れるも、今度は、男に組み付かれる。七なな海みは、

「汚い手で触らないで」

　と男の後ろ襟を取って投げた。

「こいつ、はじめから意識がない！」

　七なな海みは、円えん四し郎ろうに報告するように言った。美み夜やが、

「誰かに操られてるとか？」

「だろうな。痛みも感じない。苦痛による制圧は無理だな」

「やっかいね」

　美み夜やが忌いま々いましげに言うが、円えん四し郎ろうは、

「と、普通のやつは思う」

　円えん四し郎ろうは、やれやれという風に、前に出ると、立ち上がった男の靴を踏んだまま顎に掌底を入れる。意識が飛んでも動くのを確認すると、そのまま脛すねに蹴りを当てる。

　男がぐにゃりと姿勢を崩してそのまま床に倒れ込んだ。

「足が変な方向に曲がってるよ」

　メリルが目を背ける。

「ああ。両足の骨を完全に切断した」

「やりすぎじゃない？　操られているなら被害者でしょ」

　美み夜やのいうことにメリルも頷うなずく。

「いや、きれいに断ち切ったから、治りも早いはずだ。操られて再び襲ってこられても困る。物理的に動けなくするのがこの人のためになる」

　ヒモが絡からまったマリオネット人形のように男が床にうごめく。

「涼しそうなこといいつつ、あんた、汗だくじゃない」

　そう指摘してくる美み夜やも同様で、顔が紅あかい。円えん四し郎ろうは、

「ここに入った時から、やばさを感じてる。ここに間違いなく何かヤバいものがある」

　円えん四し郎ろうは、うごめく男の胸に手を差し入れる。

「爆ボ弾マ魔ーと同じだ。こいつにも魔石が埋められてる。手術痕も残さず器用なこった。俺と同じくらいの腕がある外科医がいるのかな」

　魔石を摘てき出しゆつされた男は電池が切れたように倒れ込む。

「円えん四し郎ろうくん、ごめん、ここは任せるから、わたし、先に行く！」

　七なな海みは、円えん四し郎ろうが「待て」というのも聞かずに走り出した。

「追いかけないの？　絶対追いかけると思ったのに」

「三さんの宮みやこそ追いかけないのか」

「先輩には悪いけど、そんな気分じゃない……」

「気分……。いや、よくわかる」

　自分の心の奥底の欲求・願望。そういうものが猛烈に撹かく拌はんされて、心の主導権を握ろうとしている。円えん四し郎ろうも美み夜やも、互いに自分の心の中の何かと戦っていると察していた。そして七なな海みがその情動のままに行動していることも。

「自分が自分でなくなりそうだ。メリル。今俺たちに掛かってるのは一体何だ……」

　メリルは一人、終始円えん四し郎ろうたちを不安そうに見ていた。円えん四し郎ろうには、メリルだけがこの奇妙な雰囲気に吞のまれていないとわかっていた。

「こころのソコの、ギュッと押しこめていた気持ちをバーンと解き放とうとしてるの」

　美み夜やが、

「こんな迷惑なことするのは、誰かの特性なの？」

　メリルは首を振る。

「ちがうよ。円えん四し郎ろうがもってる魔石と同じもの。でもそれよりもっとすごく強い」

「それってまさか。エッグ……」

「その話は後だな」

　廊下の脇から、操られた人たちが現れる。円えん四し郎ろうたちに向かう者、七なな海みの向かったほうへ追う者。ぼんやりこちらを見つめる者。いずれも複数。

「一体いくつ魔石をゲットできるかな」

　円えん四し郎ろうにとって目の前の人間は敵では全く無い。

『こんなとこ来ても無駄だ、帰れ』『人助けのつもりか。まず自分を救え』『本当は死にたくないのに、どうしてこんなところで寿命を使わなくちゃいけないんだ？』『赤の他人がたくさん死ぬかもしれない。でもそれがお前の人生となんの関係がある』『人間死ぬ時が寿命。それはお前が一番知ってるだろう。放っておいてもお前のせいじゃない』『他人に殺される恐怖はうまく乗り越えたな。でも寿命で死ぬのはどうか？　生存したいから独立学校インデイペンデント・スクールにいるんだろ。生存の途みちを探すため。じゃあ、なぜこんなところにいる。ここにその答えはきっと無いぞ』

　ずっと頭の中に響く、自分のものと認めたくない自分の言葉。

『俺の言葉だ。俺の言葉に従え。俺の言葉に従うことは、負けじゃない。なんたって俺の言葉なんだから』

　操られた人の一人が、魔術を使う。氷の槍やりが円えん四し郎ろうに向かう。

『避けろ。メリルに当たるけど構うものか』

　高い動体視力は、高度な集中力に支えられて発揮され、その集中力は、円えん四し郎ろうの寿命を消費して生まれる。人を救うごとに、円えん四し郎ろうの寿命は削れていく。

　避けるのに最低限必要な動体視力で対処しようとする。氷の槍やりは残像のようにぼやけていた。

（これじゃ、槍やりを摑つかめない。メリルに当たる……）

　その時、頭に自分のではない、全く別の声が聞こえる。

『メリルを守れ』

　その聞き覚えのある声。銀色の髪の主から厳しい視線が向けられた気がした。

「言われなくてもわかってる！　リン！」

　円えん四し郎ろうは、氷の槍やりをひっつかむと、二撃目を狙う術者にめがけて投げ返した。

　氷の槍やり同士がぶつかり、砕けた氷の粒で白くなった視界。それが晴れる前に、術者の懐ふところに入り込み、関節を外して制止。

　それが終わるとすぐさま、こちらに向かいつつある操られ人を迎撃。

　術を使われるとやっかいなので、スピード重視で、多少怪け我がをさせるのは甘んじつつ、制圧していく。

「一階にはもういないみたいだな」

　メリルが、

「他の人は下のほうに行ったみたい」

「下になにかあるのか」

「うん」

「おい、三さんの宮みや、って。お前何してるの？」

　美み夜やは、円えん四し郎ろうの背中にぴったりくっついて、そして後ろから静かに抱きついてきた。

「わかってる。わかってる」

「いや、何もわからないんですが」

　別に美み夜やに殺気はない。

「こんなのに負けたらいけないのは、わかってる」

　自分が自分の心と対たい峙じしていたのと同じように、美み夜やも美み夜やの心と対決しているのは円えん四し郎ろうにもわかったが、美み夜やのどんな思いと戦っているのかはわからない。

　美み夜やは、円えん四し郎ろうをじっと見て、

「円えん四し郎ろう。ちょっと耳を塞いで。わたしの声が絶対に聞こえないように。絶対に聞かないで」
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　命がけの頼みだとわかる。何かに似ていると思いながら、ただ一言、

「わかった」

　円えん四し郎ろうは、静かに耳を塞ぐ。それだけでなく、耳のツボの一部を押して何も聞こえないようにする。唇を読まないよう背を向ける。

　美み夜やは、猫のように顔を円えん四し郎ろうの背中にこすりつけ、匂いを嗅ぐ。

「だめだ。我慢できない」

　美み夜やは大きく息を吸う。メリルが、

「言っちゃだめ！」

　止める間もなく、美み夜やは叫ぶ。

「あなたのことが、好き！　どうしようもないくらい好き！」

（昔、大おお怪け我がした人が、親おや父じに介かい錯しやくを頼んでた時の雰囲気と似てる）

　円えん四し郎ろうの背中を抱く力が急に強くなった後、すぐ脱力。美み夜やの体までがストンと下に落ちた。

　円えん四し郎ろうは、耳から手を離し、すぐさま美み夜やを介抱した。

「おい。どうした。大丈夫か。何があった」

「ホント、わたしって弱いな。でもあなたは、負けないで」

　美み夜やは眠るように目を閉じた。

　円えん四し郎ろうは美み夜やの体から、爆ボ弾マ魔ーほどではないにせよ、奇妙な気の流れを感じた。

　のみならず、自身の体の気の乱れも把握する。心臓の奥に違和感の根源を察する。

　円えん四し郎ろうは、美み夜やの服の中に手を差し込み、胸をまさぐる。メリルが冷たい目で見ている。

「エッチなことはしちゃだめ」

「しねぇよ」

　円えん四し郎ろうは、美み夜やの体の中から小さな魔石を摘てき出しゆつして待合の長椅子に寝かせた。

　円えん四し郎ろうとメリルが、観察するように見ていると、魔石は円えん四し郎ろうの手の中で砕け、細かい砂のようになった。

「爆ボ弾マ魔ーやさっきの男の時とは、違うな」

「ミヤミヤはがんばって抵抗したから、ミヤミヤの石は魔力を取り入れてパワーアップした。爆ボ弾マ魔ーのはそのまま」

「なるほど。魔力が含まれてたら壊れるな。で、魔石はなんで体の中にできる？」

「咒幣コインを使う人間は、汚れてしまって、泥と同じ」

「世界を汚染する泥と同じか。辛辣だな。で、メリルは大丈夫なのか？」

「わたしは、ギーギーうるさい大きな魔石の声は無視できるから大丈夫」

「大きな魔石の声？」

「うん。『欲望にしたがえ』って声」

「従うとどうなるんだ？」

「体の中に魔石がポツポツできて、最後は魔石に支配されちゃう」

「それは困るな」

　円えん四し郎ろうは、自分の欲望の声を知っている。

　その声は『死にたくない』である。

　この場から逃げれば、魔石に支配される。

　円えん四し郎ろうの根源的欲求は抑圧されてきた分、強烈だ。

「でも前に進むしかないか」

「そだね」

　円えん四し郎ろうは美み夜やを見て、

「一体こいつは、どんな欲望に従って意識を飛ばされたんだ？　倒れる前になんて言ってたんだ？」

　メリルは、少しうなってから、

「教えない！　ミヤミヤのために教えない！」

　円えん四し郎ろうはメリルが不機嫌になった理由がわからず、肩をすくめた。

「まあいい。魔石を使って人を操ろうとしている奴やつをどうにかしないと。何をする気だ？」

「よくないことだよ」

「だろうな！　それがわかれば十分だ。七なな海みも気がかりだし、進もう」

　何ど処こに行くべきなのか、持っている魔石が示してくれていた。小さな魔石は、磁力に引きつけられるようにして目的地に円えん四し郎ろうたちを引っ張っていく。

「地下か」

「どうして悪いことする人たちは、地下とか屋上とか、面倒なとこにいるんだろうね」

「恥ずかしがり屋さんなんだろ」




　地下三階。遺体安置室に人影が入っていくのが見えた。

　円えん四し郎ろうたちが静かについて行く。壁に内蔵された遺体安置ロッカーがひとつ開け放ってあり、そこに人影が消えていった。

「石から声が聞こえる」

「なんて？」

「『地獄へようこそ』だって」

　中の急なスロープを円えん四し郎ろうが先行して滑り降りる。

　着地。円えん四し郎ろうが立ち上がる前にメリルが背中にぶつかって、

「合体しちゃった」

　メリルが円えん四し郎ろうの背中に抱きついた。

「俺が安全を確かめてから来てもらおうと思ってたんだが」

「円えん四し郎ろうのすぐそばが一番安全」

「逆に、メリルのそばは結構危険だけどな」

　円えん四し郎ろうは、メリルの左手の爆弾を指さした。

「これは大丈夫だよ。時間停止してるから」

　メリルの腕に少し力が入る。

「円えん四し郎ろう。なにかあったら、わたしが力になるから」

「メリルは戦わなくていいぞ。俺が全部やる」

　メリルは首を振って、

「もし力が必要になったら、わたしが力をあげるから、自分の命は削らないで」

　円えん四し郎ろうは頭を搔かいた。自分の特性《破壊者》が、自分の命を削って発動させていることは聞いている。触れた物に内蔵されている魔力を集中し凝集暴走させて、破壊するのだ。

「ほかの奴やつらみたいに、魔力で特性を発揮しろっていうのか？　でも魔力をもらっても俺はぶっ倒れるだけだぞ」

「知ってる。だから円えん四し郎ろうの体に合う魔力をあげるから。心配しないで」

　リンの遺産たる代替咒幣コインはもう使い切っている。咒幣コインではない魔力。一度見た咒しゆう式しきは再現できるメリルの特性。

　メリルは説明しない。説明しないから円えん四し郎ろうは聞かない。聞かなくてもだいたい分かる。

「そこまで言うならそうしてくれ」




　魔石の影響は、近づけば近づくほど強力になってくる。

　円えん四し郎ろうの前には、死への恐怖が実体化したような黒い影がちらつく。暗い通路よりも暗い影だ。周囲への注意が緩慢になる。

　一般の人が立ち入ることを想定していない、必要な機能があればいいという意思がありありと伝わってくる簡素な通路である。

　心が逃げ出せと叫ぶが、逃げ出しても魔石に操られてここに連れてこられるだろう。

　答えは簡単だった。なら前に進めば良い。

　その前方からである。

「八や尋ひろを返して！」

　七なな海みの怒声が、人を殴る音とともに聞こえてくる。

「あっちだね」

「声の感じではまだ大丈夫そうだな」

「でも暗いよ」

　非常灯しか動いていない。

「明るくできるか？」

「うん」

　メリルは見える範囲の照明をすべて点つけてみせた。

「さすがだな」

「でもここくさい。ずっとお風ふ呂ろに入ってない人の臭いがする」

　メリルが鼻をつまむ。

「すぐなれる」

「天井が高いね」

　メリルがのんきに言う。

「ああ。近くにだだっ広い空間がありそうだ。しばらく天井見てろ」

　通路に白衣の男が二人倒れている。

（七なな海みが倒した、というわけではなさそうだ）

　すでに一部腐敗していた。臭いの元だ。

　円えん四し郎ろうは、ネームプレートを見る。

「メリル、端末で『ヨゼフ・ハセガワ』『ジュリアン・タカハシ』が失踪者にいなかったか調べてくれ」

　メリルは臭いに顔をゆがめながら、

「わかった」

　遺体は、瘦せ細っていた。

（胃に何も入っていない。数ヶ月何も食べずにここにいたのか……）

　研究に没頭してもそこまで寝食を惜しむことはない。そんなことをすれば効率は下がるからだ。

「いたよ。ヨゼフとジュリアン」

「そうか。残りのミッションは俺たちでクリアできそうだな」

　ここがよろしくない研究の拠点なのはわかった。

「さて親玉を絞めてミッション終了といこう」

　研究者は基本、戦闘力がない。それは研究所トップのジョン・ヨハネスブルグを見てもわかる。

　咒幣コインを消費して社会に貢献する手段は、攻撃魔術を使う以外にもたくさんあるのだ。

　もっとも、戦闘に適性がある人間を雇ったり、操作することも十分考えられる。楽観はもちろんしていない。

　メリルの視界にできるだけ遺体が入らないようにしながら、円えん四し郎ろうはメリルの右手を引いて進む。

「来たことがある感じがする」

　メリルが言う。

「配管の感じが第五研究所に似ているな」

　研究所ではない場所で研究するとなれば、大がかりな設せつ備び施せ工こうが可能な病院はそれに適しているのだろう。

　太い配管に沿うように進む。

　無人の研究室らしい部屋が、蟻ありの巣すのように連なっていた。

「七なな海みはここのさらに奥に多分いる」

　円筒のカプセル装置のようなものが居並ぶ。暗いので中身は見づらい。装置につながる配線が雑に床に這はっている。踏まないように歩あるくも、床が少しベタついていて、歩くたびジッジッと小さく音がする。

「早く行ってあげないと」

「そうしたいのも山々だけど」

　隅のデスクに白衣のガリガリの人が座っていた。モニタを見つめている。まだ生きている。

「お前たちはここで何をしている」

　返事がない。メリルが、

「人が入ってるよ」

　透明な円筒状のカプセルに人を浮かべた装置が左右に三つずつ並んでいる。真ん中には手術台が二つ。奥の一つのカプセルは空だ。

「あのカプセルに、爆ボ弾マ魔ーだった人の顔写真が貼ってあるよ」

「よく見えるな」

「視力３・０だからね」

（爆ボ弾マ魔ーもここでなにか手術でも受けたのか……）

　人を浮かべた装置の右半分すべてに触れた。三つのバックライトが消える。すると、ようやくこちらを振り向き、

「僕の研究成果に気軽に触るな」

「やっと話ができそうな奴やつが出てきたな。あんたがボスかい？」

　ガリガリの研究者の手がブルブルと小刻みに震えている。

「あの魔石を使ってとうとう実験体が完成した。プロトタイプは失敗だったが、今度は大丈夫だな。ああ。夢が叶かなった」

　薄笑いを浮かべる。

「話の通じない愚かな研究所を捨ててあれだけ大きな魔石を盗んだ甲か斐いがあった。犠牲もあったが、これで僕は世界を変える。世界を守る」

「話が通じないのはあんただ。どうせろくな研究じゃないんだろ。全部止めさせてもらう」

「ああ。愚かな、研究所の手下め、とうとうここまで来やがりおって。最強の人間を作って世界を救うことを証明してやる。身をもって知るがいい！」

　男が端末に手の平を押し当てると、一つの円筒のケースが天井に上がり、養液が床に流れていく。中から人が、目をつむったまま、うなされるように周囲のチューブを振りほどいて今にも出ようとしていた。

　寝起きのような反応の悪さを見逃す円えん四し郎ろうではない。研究者へと疾走。慈悲ない速攻は、研究者の顔面への膝蹴り。あっという間に研究者は床に崩れ落ちた。

　フリーになりかけているメリルをカバーするべく、すぐさま壁を蹴ってリターン。その間にもう二台の装置を破壊停止する。

　唯一完全起動したカプセルから出てきた男が、目を開ける。体のあちこちに魔石が埋め込まれている。

「さすが『最強』と言われるだけあって、派手だな」

「ア……クティ……ベート」

　魔石と、魔石同士をつなぐように描かれていた線が、聖痕同様アクティベートに反応して七色に輝く。

　光が収まると同時に、もう円えん四し郎ろうの目の前に突進してきていた。

（間合いの詰め方がセンスある）

　円えん四し郎ろうは元々この人間が高い戦闘技術を持つ人間だったと悟った。

（強化されてるなら、ちょっと苦戦しそうだ）

　男の右脇腹を蹴ってくれといわんばかりに隙が生まれていた。

　誘いの可能性も考えつつ、蹴り込む。

　その流れの中で、

（やっぱり誘いか）

　強化男は、素早く居合いの構え。カプセルから出たばかりで裸だ。丸腰ではない。丸裸だ。

（斬撃がくる）

　円えん四し郎ろうは直感した。円えん四し郎ろうは蹴りの間合い。左足の長さだ。

　強化男は、それが特性なのだろう。作り出した刀の間合い。

　円えん四し郎ろうは分が悪かった。

　強化男はそれを織り込んでの誘いだ。

（あんたの動きから天あま神がみ無む刀とう流りゆうに近いものを感じる。近縁の流派で研けん鑽さんしたんだろう）

　達人同士の戦いは一瞬で決着する。油断した者が負ける。

　先に相手の体に届いたのは、強化男の切っ先でもなく、円えん四し郎ろうの左足でもなかった。

　ただ、吹き飛んだのは強化男の体だった。

「強き者よ……。私には見えなかった。目の前から消えた。黄よ泉みの手向けに何が起きたか教えてくれ」

「簡単な話だ。あんたの攻撃は油断を誘ってからの必殺の一撃。勝利を確信したあんたの一撃に融通は利きかない。俺は初めからそんなものは狙っていなかった。足をたたんで蹴りをひねりに転換してあんたの間合いから離れながら、あんたの懐ふところに入った。あとは右の裏拳があんたの顔を襲った。それだけだ」

「そうか……。純粋に武ぶの技術で負けたのか……」

「魔石で強化されているんだろ。立てよ。こんなことで終わったりしないだろ」

　円えん四し郎ろうの一撃は見た目以上に重い。しかし、命を落とすほどでもない。

　円えん四し郎ろうはこの強化男がそんな程度ではないとわかっていたし、敬意も持っていた。この男は円えん四し郎ろうの力量の高さを見抜き、普通の人間では見抜けない隙をあえて示した。そんなことはほとんど経験しないことだった。いつも侮あなどられ、舐なめられ、組み伏せたとしても信じられない表情を向けられるばかり。

　過あやまちは円えん四し郎ろうの力量が自分を超えているのを見抜けなかったことだけだ。

「終わりだ。こんな石では大事なものは強化できない。これは強化するものじゃない。これは寿命を加速させるだけ──」

　強化男は言い切る前に口から血を流し、みるみる体が老化するようにしぼんでいく。聞き取りにくい。

「最さい期ごに、強者に会えて、よかった」

「おい勝手に死ぬな」

「おくのへ、やに、いくな。ぜった、いに」

　男は絶命した。

　メリルが、手を合わせる。

「やすらかにおやすみなさい」

「奥の部屋に行くぞ」

「でもさっき、この人は『行くなって』」

「覚えておけ。世の中には『絶対～するな＝絶対～しろ』っていう意味の場合がある」

「そうなんだ」

「もちろん、本当にしちゃいけないときもある」

「こ、言葉は難しい」

　メリルは頭を抱えた。

　ズンという重い爆発音が聞こえる。少し離れたところからの音だ。

　円えん四し郎ろうたちは、いくつかの廃れた研究室を通って奥へ奥へと進む。




「分厚いドア」

「映画館の防音壁みたいなドアだな」

　扉は半開きになっていた。

　円えん四し郎ろうが中の様子をうかがう。

「メリル、俺が良いいって言うまでしばらく中はのぞくな」

　メリルは素直である。円えん四し郎ろうの言うことは大抵守る。こういう場所では。

「さて、困ったな」

「円えん四し郎ろうくん！　ぼさっとしてないで、八や尋ひろを助けて！」

　七なな海みが、その物体と格闘していた。

　円えん四し郎ろうは、目の前のその物体をどうしたらいいかわからなかった。

「これはなんだ？」

「ここに連れてこられた人たちが、くっついてこうなってる」

　無数の人が一カ所に固まっている。

「組み体操でもしてるのかな？」

「真面目にして。中に八や尋ひろがいるのよ！」

　七なな海みが指差すところを見る。大人と大人の間に、小さな少女の姿が見える。意識はもちろんない。

「あの塊、見れば見るほど気持ち悪いな」

　単に人が組体操のように張り付いているなんてものではなかった。折り重なった人の肉が腫瘍のように膨張し、互いに一つの塊として融合しようとしていた。新たに加わろうとしている人間や、まだ融合し切れていない手足がゆらゆらと、力なく動いていた。

（これはメリルには見せられないな）

「球状の肉塊。略して『肉球』だな」

「あんなのにかわいい名前つけないでよ。猫の肉球見るたびに思い出すじゃない」

「じゃあ、ミートボール」

「一緒でしょ。食品なだけなお悪いわ」

「なら『宇宙一かわいくない肉球』にしておこう」

「そんなことより、肉球に八や尋ひろが完全に取り込まれそう。早くしないと他の人と融合しちゃう！」

「『肉球』って認めてるじゃないか」

　七なな海みは、ほかの人間がどうなろうと無関係であるかのように、躊ちゆう躇ちよなく肉塊へ純ナトリウム金属を投げつけて爆破を試みる。

「おい！」

　さすがにやり過ぎだと円えん四し郎ろうは思ったが、肉球はびくともしない。腫瘍化した肉は腐臭を放つのみならず、人のものとは思えない強固なものになっていた。

「まずあそこにいる八や尋ひろを引っぺがす」

　七なな海みが肉球に近寄ろうとする。

「アブねえ！」

　円えん四し郎ろうは七なな海みをかばって押し倒す。

　レーザー光のようなものが放たれた後の地面が黒く焦げていた。

　七なな海みは、ありがとうも言わずに、

「八や尋ひろ！」

　と叫んで走る。

「俺が囮おとりになるしかないか」

　円えん四し郎ろうは、そこらへんにある瓦が礫れきを投げて注意を向けつつ、次々放たれるレーザー光を曲芸のように躱かわす。

　その間に肉球に近づく七なな海みだが、今度は肉球が使った土石流のような土魔術に足下を脅おびやかされる。渦を巻き、中心から押し流すように流れる。肉球の中の誰かの持つ特性なのだろうが、あまりレベルが高くないのが幸いであった。

「動きが見違えるほどよくなってるな」

　と円えん四し郎ろうが驚くほど、身体能力が向上している七なな海みはリズムよいステップで土の流れをうまく乗りこなして、肉球に近づき、とりつく。

　どろどろとした肉だったものが七なな海みの体につくと、まるで七なな海みの体を溶かすようにして融合させようとしてくる。おまけにぶらぶらと肉球から余るように生えていた手足が七なな海みの体にまとわりつく。

「絶対助けるから！」

　七なな海みはそう叫ぶと、妹の体を思い切り引き出す。

　ぬるりと引き出すと、そのまま肉球から離れる。

「八や尋ひろ！」

　名前を叫ぶも、元々意識のない妹は返事をすることはなかった。

「大丈夫か」

　円えん四し郎ろうが訊きく。

「わからない。でも生きてる」

　七なな海みはひどく息をきらし、

「よかった」

　そう一言つぶやくと、そのまま妹に覆おおい被かぶさるようにして倒れた。

「おい！」

　肉球から伸びる手同士を絡からませて、動きを鈍らせたスキを見て二人の体を回収。

　走りながら七なな海みの体から小さな魔石を摘出すると、二人を部屋の端、扉のそばまで退避させる。

「メリル！　目をつぶったまま、中に入れ！」

　円えん四し郎ろうが話す。

「怖いよぉ」

　メリルが目を手で覆ったまま入ってきた。

「なんか、前のほうに変なのがいる気がする……」

「ああ。変なのがいるんだが、俺ではなんともしがたい」

　ぶっ飛ばす。それだけなら円えん四し郎ろうでもできるが、肉球の元となった人間たちを元に戻せるならそうすべきだろう。そしてその方法は円えん四し郎ろうは持ち合わせていない。頼れるのはメリル唯一人だ。

　ただ、あの物体をメリルに見せたくはなかった。あまりにグロテスクで、あまりに悲惨。もしメリルに解決策がなければ、メリルは自身を責めるのではないか。あの宇宙一醜い肉球を何度も思い出して。

「いいか、目を閉じたまま聴け。魔石のせいでいま、人が折り重なってくっついて大変なことになってる。それを解く方法はないか？」

「あるよ」

　メリルははっきり答える。

「本当か。そんな魔術、お前見たことあるのか」

「まったく同じじゃないけど、似てるのをちゃちゃっとアレンジして作ったよ。それはね──」

「そいッ」

　メリルと話を詰める間もなく、肉球のレーザーが円えん四し郎ろうたちを襲う。円えん四し郎ろうはメリルを抱えて逃れる。円えん四し郎ろうの背後にあった扉が崩れ、

「出口が広くなって帰りやすくなった」

　軽口を言ってメリルの緊張をほぐす。でも、

「いつもの円えん四し郎ろうだったら、パッと走って行って、解決するよ。円えん四し郎ろう。負けないで」

「参ったな」

　円えん四し郎ろうは、先ほどからずっと目の前が真っ暗なのに耐えていた。視覚的に暗いのではない。ずっと死が具現化したなにかが円えん四し郎ろうの前に立ち塞がっていて、逃げ出したくてしかたなかった。

「わたし、目を開けるね」

「やめろ、絶対やめろ。気持ち悪い奴やつがいるから」

　メリルは目を開けた。

「う、うぇ」

　メリルは顔をしかめてえずいた。

「だから見るなっていったのに」

「でも、円えん四し郎ろうは、『絶対～するな』って言ったら『しろ』って意味だって」

「今回は普通の意味だ」

「そうだったんだ。あれは確かに気持ち悪いよ。でもわたしはあんなのに負けないよ」

　メリルは前に出て、円えん四し郎ろうを狙って放たれたレーザーをはじく。

「あの肉の塊を、元に戻してみるね！」

　メリルは、ぐっと真剣な面持ちになる。

「アクティベート」

　額の聖痕が光る。

　蠢うごめく醜悪な肉球を、眼の形の聖痕とともに、じっと見つめる。そこに嫌けん悪お感かんはなく、聖者が病人を見るような慈愛がこもっている。

「時の精霊。我が名はメリル・ヒューストン。あらゆる精霊と交感せし者。我が対価をもって願う。我が前にある肉塊の時の流れを戻し、もって、各おの々おのあるべき姿へ戻さん」

　拙つたなくも真しん摯しに願いを精霊に示す。

　メリルから放たれた光が空間を包む。

　肉の球がずるずると溶けかけのアイスのように崩れ始めたかと思うと、人の形が浮かび上がり、それが一つ一つ、おおよそ人といえる形から個性のある個人へと形作られると、肉球の表面からパラパラと落下していく。

「すごい」

　驚く間もなく中から大きな魔石が姿を現す。

「どうせ、これ壊したら一件落着なんだろ！」

（質量から考えて普通の筋力では無理だ）

　円えん四し郎ろうは筋肉のリミッターを外す。そして、素早く肉球から露出した巨大な魔石に向かい、渾こん身しんの力を込めて拳を突いた。

　肉球から魔石が飛び出し分離。壁にぶつかり土煙を上げる。

　円えん四し郎ろうはその光景をぼんやり見つめる。

（やったつもりがやられた。こいつ、心を喰くってくる！）

　地面に膝をつく。

　全てを投げ出し、死の恐怖から逃げ出したいという願望。子供の頃から抑圧してきた死への恐怖が、ただどうしようもなく襲い掛かった。なまじ自分の欲望だけに、否定ができない。

　真っ暗な空間である。そこにもやもやとした人ひと形がたがいる。自分と全く同じ背丈。顔は見えない。だが嗤わらっているのはわかる。

「お前は誰だ」

「俺はお前の中の『死への恐怖』だ」

「そんなものは、押し殺したはずだ」

「押し殺した？　自分を？　無理だろう。俺はお前自身。お前は俺を殺せない。無限に小さくすることはできても、ゼロにはならない。というより俺はお前の味方だ。すべての生き物に備わった正義の味方。救いの主だ。何度俺は生きとし生けるものの命を救ったと思っている？　自然に備わったこの俺を不自然に抑圧するより、素直に生きたほうがいい。そうだろ？」

「一理あるな」

「一理どころか、それが真理だ。お前は本当はこんなところに来たくなかったし、自分の寿命を削ってまで他人を助けたくもなかったはずだ」

「ああ。そのとおりだ」

　目の前のヤツの言うことを肯定するたび、円えん四し郎ろうの周りに黒い闇がじわじわと広がってくる。

「お前の全身全霊を込めた拳も、魔石を壊しきれなかっただろ。お前の負けだ。すべてを俺に委ねろ。世界に反発して生きるのは辛つらいだろ。ゆっくり眠れ」

　円えん四し郎ろうは、目をつぶりかけた。その時だった。

「円えん四し郎ろう！　その声は本当だけど、本当だけじゃないから聞き入れないで！」

　メリルの声が、暗い空間を裂くように光を招き入れる。

「お前は俺の言葉だけ聞けばいい」

　影のような人ひと形がたの顔が歪ゆがんだように感じられる。

　逃げたい。自分の命を大事にしたい。

　人ひと形がたのいうことは円えん四し郎ろうの心の奥にある本当の気持ちだ。

　だけれども『本当だけじゃない』というのも心当たりがあった。

「相変わらず、説明下手だな。メリル！」

　感謝を込めてメリルに叫ぶ。そして、目の前の自分の分身に告げる。

「お前が俺自身なのは確かだろう」

「だったら俺のいうことを──」

「いや、お前は俺の一部に過ぎない。俺はな、いや人間てモンはそんな単純な生き物じゃねぇんだ。生きたくて、死にたくて、人を殺したくて、救いたくて、奪いたくて、与えたくて、憧れて、嫉妬して、構ってほしくて、放っておいてほしくて、自分勝手で、他人思い。矛盾した気持ちを全部バカみたいに抱えてんのが人間なんだよ」

「それでも俺はお前だ。お前は俺を否定はできない」

「ああ。否定なんかしない。そしてお前も俺を否定できない。お前だって、いろんな人間を一つにして、いろんな願望集めて、一つの生き物作ろうとしてただろ。お前自身が俺の正しさを知っている。お前は俺の一部でしかなく、そして、お前は、俺の全部じゃないってことを」

　暗い空間のあちこちにひびが入る。

「あのおぞましいものがお前たちだ」

　その捨すて台詞ぜりふを聞いた後、円えん四し郎ろうは目を開く。

「俺たちの心はおぞましい。そしてそれにお前はあこがれた」

　円えん四し郎ろうは、自らの胸にぐさりと右手を突き立てると、たちまち小さな魔石を摘てき出しゆつした。

「円えん四し郎ろう！」

　メリルの声に、手を振って応える。

「ありがとう。メリル。お前はやっぱりすごいな」

　しかし、巨大な魔石は依然として無傷である。どころか、元に戻したはずの人々も元の肉球に戻っている。

「戻しても戻しても、すぐもとに戻っちゃうの」

「肉球は後だ。あの魔石を壊さないとどうにもならない」

（魔石は丸裸。肉球はメリルの力で元に戻せる）

　なんとかなる。

　そう思った時、肉球から放たれるように伸びる無数の触手が円えん四し郎ろうに向かう。

（数が多い）

　無数の触手を避け、あるいは手刀でぶち切る。

（数が多すぎる）

　円えん四し郎ろうは普通の状態では対処できないとわかると、躊ちゆう躇ちよせず、

（奥おう義ぎ『時じの先せん』）

　極限まで高めた集中力で、世界の時間を遅くする。円えん四し郎ろうを狙う触手はすべて打ち払った。

　肉球が嗤わらったように感じた。

　メリルと七なな海み姉妹を狙う触手が二本、もっとも遠い軌道で伸びる。円えん四し郎ろうからは届かない。

「メリル！」

　瓦が礫れきを摑つかんで投げるも、別の触手が盾となって防がれる。

　円えん四し郎ろうはメリルのもとへ全力で戻ろうとするも、メリルの、口を開けて触手を見つめる表情が見えるだけだ。メリルにこの速度の攻撃を躱かわす技術はない。

　この『時じの先せん』は短時間しか保もたない。解除され、爆煙が上がるのが見える。

「メリル！」

　ゲームオーバーだと思いかけた時だった。

「メリル、メリル、うるさいのよ。この脳筋破壊男」

　メリルの前にいたのは、美み夜やだった。

「お前。よくやった！」

「このわたしより低ランクのくせに、なんで上から目線でもの言ってるのよ」

　美み夜やはメリルだけでなく、七なな海み姉妹に伸びた触手も炎の壁で守っていた。

「助かりましてございます。三さんの宮みや美み夜や様！」

「そうよ。普段からそういうふうにわたしに話しかけなさいよ。というか、あのキモいの何？」

　メリルが説明する。

「あれはね、ここに集められた人たちが、パーンてなって、ドロドロベチョベチョってなってそれでそれで」

「うん。なんとなくわかった。説明が下手で逆に助かったわ」

「でも、大丈夫。もとに戻せるよ」

「それは朗報ね。で、わたしはどうしたらいいの？」

「三さんの宮みやはメリルたちを守ってくれ。その間に、俺があの魔石をぶっこわす」

　三さんの宮みやは、試しに、とばかりに、

「炎龍！」

　魔石に向かって魔術を放つ。

　しかし、魔石に当たった炎龍はそのまま砕け散り拡散。

　メリルが震える。

「あ、あのね、言うの忘れてたけど、みんなをもとに戻してから魔石を壊さないとちゃんと戻らないよ」

「そういうのは早くいいなさいよ。壊しちゃってたらどうするのよ」

「ごめんなさい」

「まあいいけど。でもあんなの壊せるの？」

「いや、ぶん殴ってみたけど、失敗した。あれには魔力は入ってないみたいだ。俺の特性が発揮しない。だから別の方法を考える」

「考えるって、今から？」

　散り散りになった触手が、再び肉球へと戻っていく。

「わたしも、手、伝うわ……」

　七なな海みが目を覚ます。

「寝てろ」

「わたしの力であれを爆破する。全財産を叩はたいてあれを壊す」

「妹の治療に咒幣コインがいるんだろ。節約しておけ」

「ここで死んだら一緒でしょ。あの世に咒幣コインは持っていけないわ」

「いい心意気だ。ここにいる戦力で最大はおそらくメリルだ。でも、メリルの力は、肉球になった人間をもとに戻すのに使うから駄目だ。としたら、俺たち三人で一気にかたをつけるしかない」

　七なな海みは純粋なナトリウムによる爆破。

　美み夜やは文字通り高火力の炎。

　円えん四し郎ろうは──。

「素手か。俺が一番弱いな……」

　しかしメリルが言う。

「円えん四し郎ろう。手を出して」

　言われたとおり手を出すと、メリルは、自らの額を円えん四し郎ろうの手に当てた。メリルの聖痕と円えん四し郎ろうの聖痕が重なる。

「王女に誓いを立てる騎士みたい」

　七なな海みがつぶやく。美み夜やが冷静にツッコむ。

「男女逆でしょ」

　ただ、円えん四し郎ろうは、それが誓いや祈りの類いではないことはわかった。

　聖痕を通じて流れてくるそれは、魔力ではなく、リンの命と引き換えに得た代替咒幣コインにとても似ていた。

「メリル、これは……」

「だ、大丈夫だよ。別に命とか削ってないから。寿命が縮むとかないから」

　聴かれてもいないことを先に言ってしまう、噓うそが下手くそな人にありがちな、身振り手振りの大きな動きをするのだった。

「撤退はするなってことだな」

　撤退は選択肢としてあり得た。けれども、ほかの人に任せて、この肉球となった人たちを救えるかといえば、否だろう。問答無用で肉球は破壊される。魔石も適切に処理されるか怪しい。
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「あと、ぶっ壊せるってことだな」

「うん」

「って、どうやるのよ。わたしからしたら状況は全然変わらないんだけど」

「ああ、三さんの宮みやは知らないんだよな。まあいい。知らないままで」

「ちょ、ちょっと説明しなさいよ」

「三さんの宮みやの炎の龍、範囲が広すぎるんだ。同じ火力のまま一点集中できないか？」

「それくらい、できるけど」

「俺がそれをさらに集中させる。俺はぶん殴りながらそれができる。説明以上」

「ちょ、なにそれ」

「で、七なな海みのナトリウムでたたみかける。それで最後に──」

「「「メリルの爆弾」」」

　円えん四し郎ろうと七なな海み、美み夜やまでもがメリルの左手を指さす。

「ちょうどいい爆破処理場所ができたな」

　メリルは円えん四し郎ろうに包帯を解いてもらい爆ボ弾マ魔ーの切り札であった爆弾を取り出す。

「これで両手でパンケーキが食べられる！」

　両手を突き上げて喜ぶ。

「でも、円えん四し郎ろうくんの至近距離で爆発が起きるってことでしょ。大丈夫？」

　魔石が示した心の奥にある死への恐怖は、もちろんまだ消えていない。でも、

「助けるべき人がいて、なんとかできそうな手段がある。じゃあ、やるしかないだろ」

　七なな海みが嫌だと言いだす前に、円えん四し郎ろうは、

「アクティベート！」

　先手を打った。

「もう後には引けないぜ」

　円えん四し郎ろうはにやりと笑った。

　体の中を力が巡る。経絡を強引に刺激したのではない、心地よい力だ。

「無駄遣いする前に行く！」

「わたしはいつでも」

　美み夜やはずっと臨戦態勢。七なな海みも頷うなずき、

「いける」

　すぐ再アクティベートする。

「じゃ、３、２、１、ゴー」

　円えん四し郎ろうの爆発的スピードは、肉球の注意を集め、触手を自身に一気に集中させ、七なな海みたちの魔術の通り道を作る。

　美み夜やや七なな海みたちのいる空間はあまりに異様であった。あらゆる魔術が入り乱れ、人は融合し、分離再生する。人の意思を歪ゆがめる魔石に対し、抗あらがう意思が運命の流れを乱す。

　ありとあらゆる境界は曖昧となっていた。それは美み夜やと七なな海みの思念も同様であった。

　二人はバラバラに魔術を使うだけでは、弱いと直感していた。

　一点集中と魔術だけでなく持てるすべての力を合成するイメージは、話すことなく二人の中に共有された。

　そしてそのイメージは具現化される。

　七なな海みと美み夜やの手には、凝縮された炎が絡からむ銀色の槍やりが握られる。

　元来柔らかいナトリウムが、相手を穿うがつという一つの目的に向けて意思を持ち、持ちうる最高の硬度へ構造を変化し美しい金属の光沢を放つ。炎は、番つがう槍やりを邪魔する意思を葬ほうむり、練り上げられた魔力の威力を以もつて、絶対の破壊を保証する。

　魔石を貫く未来が二人に見えた刹那、二人のすべての力が発露される。

「合体魔術！　銀ぎん龍りゆう槍そう！」

　初めて一緒に行ったとは思えない、見事に一致したタイミングで放たれた魔ま槍そうは、先に進んだ円えん四し郎ろうに迫る。

　円えん四し郎ろうの手にはメリルから預かった爆ボ弾マ魔ー渾こん身しんの爆弾。円えん四し郎ろうと槍やりが同時に魔石に着弾する。

「爆発しろ！」

　起爆する瞬間、円えん四し郎ろうの特性が発揮する。

　すべての魔力、魔力によって生成されたものが、凝縮、集中する。

　槍やりは一つの点となり、それが爆弾の爆心点となる。

　がら空きの円えん四し郎ろうの背中に向けて、肉球の鋭い触手が伸びる。円えん四し郎ろうはそれに気づいていても、動かない。

　空間中の光という光が一点に集まり、まるで夜の地平から朝あさ陽ひが顔を出したかのようであった。

「爆はぜろ。砕け散れ！」

　その爆発に、円えん四し郎ろうは体ごと吹き飛ばされる。

　円えん四し郎ろうの動体視力は、確かに、魔石が壊れるのを捉えていた。

（やった）

　肉球が変化して元の人間の形に戻った人々とともにくるくるとぶっ飛ばされながら、勝利を確信する。

　と同時に妙な光景も目にする。

　肉球の部品となっていた人間から、細い気の流れが魔石に流れていく様だった。

　円えん四し郎ろうが壁かべ際ぎわまではじかれた時、砕けたはずの魔石が再び接合し始めていた。

「人の体に入っていた咒幣コインの魔力を吸ってる！」

　美み夜やが悲鳴のような声で叫んだ。美み夜やと七なな海みのアクティベートを維持するだけの少量の魔力すらも奪われる。

　砕けたはずの魔石は、再生するどころか、形を変え、色を変えた。

　七なな海みはただ、呆ぼう然ぜんと見上げるのみ。

「あれは、まるで……」

　七なな海みの頭に浮かんだもの。それは美み夜やの頭にも浮かんでいた。

「おとぎ話に出てくる、悪魔」

　光を透過させない漆黒の、十二の翼を持つ悪魔の姿だけで美み夜やと七なな海みを恐怖に陥おとしいれるのに十分だったが、それ以上に、美み夜やと七なな海みをただの少女のようにしたのは、手持ちの魔力、すなわち咒幣コイン残高がゼロになっていたことだった。

　メリルが戻した人々がまた肉球に再構成される。

「状況は最悪ね」

　美み夜やは、つぶやくほかなかった。七なな海みはすべて諦めて、ただただ何度も「ごめんね」といいながら八や尋ひろの体を抱きしめた。

　日常生活でさえ咒幣コインが使えないという状況を体験したことのない二人にとって、自分たちの最大火力でもってしても倒せない存在は、死そのものに見えた。

　二人はもはや動くことさえできなくなっていた。

「ったく。だらしねぇな」

　震える二人を見て、円えん四し郎ろうは笑った。

「この状況でよくそんなこと言えるわね」

「この状況？　咒幣コインが尽きて魔術を使えないことか？　そんなのは俺にとっては日常だ」

　円えん四し郎ろうは、再びメリルと聖痕を重ねる。

「メリル！　ミートボールは任せた。今度は魔石を壊し切るから」

「うん」

　美み夜やは言う。

「どうやって」

「どうやってって。知ってるか、俺が第五研究所のジョン所長になんて呼ばれているか」

「知るわけないじゃない」

　代わってメリルが少し自慢げに答える。

「『破壊の王』」

「なんで、エリアファイブのトップとあんたたちが知り合いなのよ」

「野暮用でね」

　円えん四し郎ろうとメリルの余裕ぶりに、美み夜やはどうしようもない壁を感じた。

「そんなわけで、王様のお仕事を始めよう」

　円えん四し郎ろうは、まっすぐ悪魔の形の魔石に突進する。

　途中、肉球が円えん四し郎ろうの進路を塞ぐように触手を延ばしてくる。円えん四し郎ろうは気にしない。

　触手はパラパラと崩れながら人間に戻って落ちていく。

　悪魔の形をした魔石は、周囲から奪い取った魔力を集め、目下突進中の円えん四し郎ろうと元の人間に戻りつつある肉球めがけて、漆黒の炎を放つ。

「黒い炎だなんて……。触れるものが燃え尽きるまで何なん人ぴとも消すことのできない悪魔の炎……。逃げて！」

　炎を操る魔術師ならば知らぬ者のない、伝説上の地獄の業ごう火かだった。美み夜やの叫びが伝わる間もなく、円えん四し郎ろうは、黒い炎に包まれていた。

「いやあああああああ！」

　美み夜やは絶叫した。

　あんなやつ死んでほしい。美み夜やはそんな想おもいが大おお噓うそなんだとようやく自認したけれど、

「死んだらいやああ」

　今はもう涙を流すしかなかった。メリルが美み夜やの肩に手を置いて首を振る。

「あなたは逃げて。もうおしまいなんだから」

　動けない分、せめてメリルの背中を押そうとした時だった。

「そうだな。もうおしまいだ」

　漆黒の炎が晴れていき、円えん四し郎ろうが現れる。

「そんな、ありえない」

　美み夜やは円えん四し郎ろうが生きている事実をすぐには受け入れられなかった。

「黒い炎をまともに受けたのに……」

「黒い炎ねぇ。これのことか？」

　円えん四し郎ろうの手の周りに、黒い球が時折放電しながら浮かんでいた。この世のすべてを破壊できそうな、恐ろしい魔力の塊。

「そんな力聞いてない」

「これが本当の俺の力らしいぞ。無駄話は後だ。もうおしまいにしないと」

　円えん四し郎ろうは、浴びせられる漆黒の炎を手元に集中・凝縮させる。

　悪魔の形をした魔石は、円えん四し郎ろうが目の前に来ると、漆黒の炎を吐くのをやめた。

　そのかわり、もう一度円えん四し郎ろうの心を壊しにかかる。円えん四し郎ろうの心の底にある、死にたくないという願望を強化する。肉体を破壊できないなら心を漆黒にして精神から破壊する。魔石は人間の精神の弱さを知っていた。肉体のみならず精神も強きよう靭じんなこの人間をコントロールできるなら、もはや誰も自分には太刀打ちできない。

　円えん四し郎ろうは顔を歪ゆがませる。一度克服したとはいえ、先ほどより強力になった自分の負の心と向き合わされるのはきつかった。父親から虐待にも等しい厳しい訓練を子供の頃から受ける中蓄積した負の心。そんな負の心に長時間耐えられる精神はない。

　魔石は、時間の問題だと目もく論ろんだ。しかし、その目もく論ろ見みは外れた。

「お前のやり口は、もう克服してる。たしかに、俺一人だけなら、とっくの昔にやられていたさ。それこそ、お前の黒い炎で丸焦げだ。でもな、自分の命を削って俺に力をくれるやつが後ろにいるのに、逃げ出すなんてダサい真ま似ねできるわけないだろ」

　魔石には表情などない。しかし、円えん四し郎ろうには魔石が狼狽うろたえる様子がわかった。

　悪魔の形をした魔石は、再び漆黒の炎を円えん四し郎ろうに放つ。

「お前の攻撃はツーパターンかよ」

　最強の破壊魔術と最強の精神攻撃術。それ以外になにが必要か。

　魔石はもうなす術がなかった。

　円えん四し郎ろうは、凝縮した漆黒の炎を押しつけながら、魔石に触れる。

　ひび割れ、軋きしみながら崩れる魔石は悲鳴のような音を立てた。断末魔の悲鳴であった。

「魔力に頼ったお前の負けだ」

　魔石が自らの炎で燃える。泥となり、そして消えていった。

　円えん四し郎ろうは、ふぅと一つ息を吐いた。

　メリルが円えん四し郎ろうのところに小走りに駆けてきて、円えん四し郎ろうとハイタッチする。

「ありがとうな。メリル。お前は本当にすごい」

「えへん。今日は、パンケーキ、メープルシロップマシマシで食べていいかな」

「好きなだけ食え、っていったらお前本当に無限に食うから、控えめに食え」

「えー」

　円えん四し郎ろうは、咒幣コインを使い切って呆ぼう然ぜんとこちらを見ている美み夜やをみる。

「だらしねぇな。どいつもこいつも咒幣コインに頼りすぎなんだよ。でも来てくれて助かった」

　そういいながら、美み夜やの手を引き、立ち上がらせた。

「そうよ。わたしがいなかったらメリルが危なくて、メリルがいなかったらあんたは何もできなかったでしょ！」

「そうだな。ありがとうな」

　円えん四し郎ろうはあたりを見回し、七なな海みを見つける。七なな海みは妹の体を上から覆うように抱きしめながら目をつぶっていた。

　近寄って話しかけようとした時、

「お姉ちゃん」

　弱々しい女の子の声が聞こえた。七なな海みの背中に小さな手が回る。

　もう一度、

「お姉ちゃん」

　声がかかってようやく、七なな海みは、自分の妹の声だと気づいた。

「八や尋ひろ？　八や尋ひろなの？」

「そうだよ。お姉ちゃん」

　七なな海みは、妹を再び抱きしめ、

「ごめんね。意識が戻ったのに、最さい期ごは一緒だよ……」

　七なな海みは再び妹を強く抱いた。

「お姉ちゃん、痛いよ」

「あんな怖いのは見なくていいから」

　円えん四し郎ろうが、七なな海みの肩を軽く叩たたく。

　七なな海みは振り返りもせず、

「もう二人だけにして」

　円えん四し郎ろうは、どうしたものかと、一息ついてから、

「あのー、七なな海みお姉さん。全部もう終わりましたよ」

「そう全部終わり……。終わり、終わり？」

　あたりの静けさに気づいて七なな海みは顔を上げた。

　広い部屋に、たくさんの人が倒れていた。

　美み夜やが揺さぶって意識を確認していた。

　あれだけ恐ろしかった巨大な魔石が、その姿を消していて、七なな海みは、

「なにがあったの？」

　そう聞くほかなかった。

「倒した」

　円えん四し郎ろうは短く答えた。

「倒した……倒した……」

　七なな海みは復唱してようやく言葉の意味と状況を理解し始めた。

　ただ、現実感はない。妹の顔をじっと見る。自分と見つめ合う妹の顔。何年ぶりか。

　七なな海みは妹を抱きしめようとして、しかし、その腕を止めた。

「ごめんね、八や尋ひろ。わたし、あなたを抱きしめる資格がないの」

　妹と距離を取る。

「なんで？」

　七なな海みは伏し目がちに言う。

「わたし、治療費を払うのがつらくなって、あなたがいなくなればって、思ってしまったの。だからわたし、あなたに会わせる顔がない……」

「ごめんね。お姉ちゃん心配掛けて。そんなこと気にする必要ないよ。だって今もわたしを助けてくれたでしょ」

「それでも、わたしは……」

　円えん四し郎ろうは業を煮やして口を挟む。

「まだそんなことを言ってるのか」

「だって」

「じゃあ聞くけど、七なな海みはなんでここにいるんだ？」

「それは魔石に操られて」

「魔石は、自分の心の奥底の一番強い気持ちを強化するんだ。妹を守りたい一心でここに来たんだろ？　じゃあ、後はもう何も言わなくてもわかるだろ」

　七なな海みは恐る恐る妹の顔を見た。

「お姉ちゃん、ありがとう」

「八や尋ひろ！」

　二人は力強く抱擁した。円えん四し郎ろうは、

「俺からも礼を言うよ。ありがとう。七なな海みと三さんの宮みやとの合体魔術はすごかった」

「だって私のお姉ちゃんだもん。というか、あなたは誰ですか？　七なな海み七なな海みって、お姉ちゃんの彼氏ですか？」

「ち、違うったら。なに？　いきなり目覚めたと思ったら、何言い出してるの、八や尋ひろ」

「一回デートして家に行ったくらいの仲だよ」

「お姉ちゃん。結構やるじゃん」

「違うってば。円えん四し郎ろうくん、変なこと言わないで」

　七なな海みは、円えん四し郎ろうが上半身裸なのを見て、自宅で一線を越えかけたことを思い出した。

「お姉ちゃん、顔真っ赤だよ」

「なんでもないんだから。八や尋ひろはもう少し寝てなさい」

「いやです。お話できなかった分、話しますー」

　三人で話を続けようかという時、美み夜やが、

「あんたたち、サボってないで、倒れてる人の介抱手伝ってよ」

　倒れている人のほとんどは、記憶障害やめまいがあるといった程度で、長期間魔石に操られていたと思われる人が少数、重度の栄養失調状態に陥っているくらいだった。

　メリルが呼んだ救護隊が到着すると、他の被害者同様、もともと病人である八や尋ひろも精密検査のため病院に運ばれていった。

「無事ミッションはクリア。よかったな三さんの宮みや」

「ま、わたしが参加してたんだから、当然よ。こんなの朝飯前よ」

　メリルのお腹なかが『朝飯前』と聞いて、グーグーと鳴る。

「お腹なかすいた。終わったんだから、パンケーキ食べに行こうよ。この時間まだお店開いてるよ！」

「あんたよく食べるわね。わたしはついていけないわ」

「じゃ、円えん四し郎ろうと二人で。またあ～んしてほしい」

「ちょっと。わたしもいくわ。というか、メリルはもう両手ふさがってないんだから一人で食べなさいよ」
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「このたびの貴君らの活躍は、多くの命を救い、本校の名声を高めた。よって、貴君らを表彰し、今後の一層の活躍を期待する」

　事件の翌日、学校関係者を表彰する栄誉室で、特別教頭のジョン・ヨハネスブルグからチームの代表者である美み夜やに賞状が手渡された。

　特に一般的な表彰式と変わったことはなかった。スポーツで活躍した場合と同じである。事件は一般には秘匿されニュースにもならない。ひっそりと何事もなかったように処理されるものが多い中、むしろこのように表彰されるのは異例ともいえた。

　ただ、本当にたいした式ではなかった。あえていうなら、美み夜やの父親が『当然』という顔で保護者席でずっと腕組みしたまま参加していたことくらいだ。

「お父様、これであの話はなしにしてよね」

　あの話、すなわち、美み夜やの退学と見合い結婚の話である。他の人にはわからないように話す。

「ふん。今は大目に見てやる。だが、また家名に泥を塗るような成績をとれば話は別だ」

　大家の紙かみ屋や茉ま莉りも来ていた。円えん四し郎ろうの保護者という立ち位置だが、教官を含めた男性陣の視線を集めていた。

　美み夜やの父親は、茉ま莉りを見ると大変愛あい想そよく笑顔で話を始めた。

　美み夜やは肩をすくめて自席に戻る。

「なにあれ」

「茉ま莉りさんはいるだけで場を和ませる不思議な力があるんだ」

「ああ。知ってるわ。社交界の華だから。あの人」

　教官の一人が咳せき払ばらいしたので、二人は黙った。

　式の後、円えん四し郎ろうは茉ま莉りに話しかける。

「おかえりなさい。あとすみません、茉ま莉りさんのお父さんのマグカップ壊してしまって」

　メリルの右手にはまり、美み夜やにちぎられた金属製のマグカップだ。こういうのは指摘されてから謝るのはよくない。円えん四し郎ろうは先手先手で謝る。

「マグカップ？　朝見たけど壊れてなんかなかったけれど」

　茉ま莉りは頰に手をあてて記憶と照らし合わせる。

「帰った時にコーヒー淹いれたから間違いないはずだけど」

「あれ？」

　肩すかしを食らったような顔をする円えん四し郎ろうを横目に、メリルが得意そうな顔をしている。

「ミヤミヤが壊したその日に直しておいたよ。うーんうーんって考えて直す魔術をネリネリひねりだしたよ」

「そう。なんだかよくわからないけど、すごいのね」

「えへん」

（なるほど。肉球から人に戻す方法をいつメリルが知ったんだろうと思ってたけど、マグカップを直す方法から発展させたんだろう）

「三さんの宮みやにぶっ壊された時はどう弁明しようかって思ったけど、ナイスリカバリーだ、メリル」

「えへん」

「良いい方向に事が運んだみたいね。よかった」

「ええ。不思議と色々良いい方向に進みました」

「そういうものなのよ」

　紙かみ屋や茉ま莉りが場を和ませる力を持っているのは、そういう感じで生きているからだろう。円えん四し郎ろうはそう思った。




　放課後、円えん四し郎ろう、メリル、美み夜やと七なな海みの四人でパンケーキミュージアムにて打ち上げである。メリルが提案し、七なな海みがそれに乗った。

「外食なんて夢のまた夢の家計だったから」

　その流れで話は副賞の山分けにすぐ入った。

　熨の斗しに入った封筒を開けると、クーポンコードが入っていた。入力すると咒幣コインが振り込まれるしくみだ。

「全部宇う佐さ美み先輩にあげるって話で問題ないわよね」

　美み夜やが円えん四し郎ろうとメリルに確認する。

　メリルは、パンケーキにボトルでメープルシロップを注ぎながら頷うなずく。

　七なな海みは、両手を小刻みに振って、

「やっぱり受け取れないわ。借金は分割で払うし。八や尋ひろが治ったから追加の治療費はもう心配いらないから、なんとかできるわ」

　美み夜やはしかし、

「受け取って。これまでの治療費も大変なんでしょ。また倒れるかもしれないし。そもそもなんで治ったのかよくわからないし」

　円えん四し郎ろうが首を振って、

「魔石が最さい期ごのあがきで、周りにいた人間の体に残っていた魔力を全部吸い込んだのさ。魔力にアレルギー反応みたいなのを示す八や尋ひろちゃんから魔力が抜けて、病気が治ったってわけだ」

「へー。ろくでもない相手だったけど、一個ぐらいはまともなことしてくれたのね」

　美み夜やの言葉に七なな海みが頷うなずく。

「八や尋ひろは魔石のこと全然知らないから、あれを正義の味方だと思ってるみたい。もともと八や尋ひろは治ることを願ってたから、望みが叶かなったって」

「肉球とか見なくて幸せね。あれを思い出したら食欲が減るわ」

　美み夜やが渋い顔をする。

「だから、わたしのことはいいから、副賞の咒幣コインはみんなで分けて。受け取る理由はもうないし」

（逆に、理由さえつけば七なな海みは受け取るんだな。いい口実はないか。なにか賠償的なことを俺がしてなかったか）

　円えん四し郎ろうは思い出す。二人きりになった時のことを。

「いや、受け取る理由はあるな。七なな海みには少なくとも俺からは咒幣コインを取り立てる権利はあるよ」

「え、なに？」

　七なな海みは首をひねる。身に覚えはない。むしろ救ってもらって感謝だけでは足りないとすら思っていた。円えん四し郎ろうは得意げに言う。

「おっぱい代だ。二人きりになった時のこと忘れたのか」

　円えん四し郎ろうは、両手を突き出し、胸を揉もみしだくジェスチャーをした。

「ちょ」

　七なな海みは顔を赤くし、即座に美み夜やは立ち上がった。メリルが手にしていたボトルはメープルシロップを天井まで吹き上げた。

「なんで、二人とも怒ってんの？　俺すごいうまい口実をつけれたと思ったんだけど」

「なにが『うまい口実』よ。そんなの、妹の快気祝いとかでいいでしょ」

「快気祝いなんてたかがしれてる。セクハラの賠償のほうが額が高いだろ。そういえば、俺、三さんの宮みやにも手をつけてたな」

　美み夜やは検査戦で胸を触られたことを思い出す。そして、それがこれまでうまく抑えてきた『想おもうツボ』の作用を強くした。円えん四し郎ろうへの想おもいをごまかすために美み夜やは怒りの感情を昂たかぶらせた。

「たった今わたしに咒幣コインが必要な理由ができたわ。この咒幣コインで、こいつを火葬するの」

「いやいや。そんな無駄遣いはやめよう。これでも食べて落ちつくんだ」

　円えん四し郎ろうは、手元にあったパンケーキを美み夜やの口にぽいぽいと投げ入れる。

「円えん四し郎ろう。そんなにおっぱいが好きならわたしのがあるよ」

「ん？　パンケーキみたいな胸がどうしたって？」

　メリルの板状の胸を見てそう返すと、メリルも憤慨、

「わたしも円えん四し郎ろうにおしおきする理由ができたよ」

「まあ待て、メリル。お前の場合、パンケーキばっか食べてるから胸が小さいままなんだ。ちゃんと栄養バランスを考えて食え。そうじゃないと一生パンケーキおっぱいだぞ」

　メリルがアクティベートする。額の聖痕が光り輝く。

「円えん四し郎ろう。そこに正座して」

　美み夜やの炎はともかく、メリルの本気はしゃれにならない。咒幣コインの残高による限界があっても、メリルの場合、別の方法も使える。そうなれば、街が吹き飛ぶどころではない。

　床に正座をする円えん四し郎ろうを、七なな海みが苦笑いで見つめる。

　美み夜やが七なな海みに言う。

「先輩。円えん四し郎ろうの命が惜しければ、全部受け取ってください」

「たのむ。受け取ってくれ。俺の、この街みんなの命を救うと思って」

　円えん四し郎ろうは少し本気で言った。美み夜やの腕から現れた炎が渦を巻いている。七なな海みは、

「わかった。わかったから。受け取るから」

　美み夜やたちを宥なだめるようにいうと、美み夜やに監視されながらクーポンコードを端末に入力した。

　円えん四し郎ろうと美み夜やとメリルは顔を見合わせて頷うなずいた。

「俺たちもよくもまあ即興でこんな小芝居ができたもんだ。一緒に戦っただけはあるな」

　円えん四し郎ろうが自賛気味に言うと、

「芝居？　何言ってるの？」

「おしおきはするよ」

「へ？」

　腕組みした二人が円えん四し郎ろうを見下ろしている。

　美み夜やが炎をまとった腕を振り下ろす。

「いきましょ、メリル。別のお店で食べ直すから」

「パンケーキあるかな」

「ここで食べたでしょ。別のやつにしましょうよ。先輩も行きましょ。こんなやつほっておいて」

　アフロな髪型になった円えん四し郎ろうは、手に持っていた黒焦げのパンケーキを口にする。

「ほろ苦いな」

「行きますよ、先輩」

　出口に行った美み夜やに急せかされながら、七なな海みは円えん四し郎ろうの耳元で、

「もし触りたくなったらいつでも言って」

　そう言い残してメリルたちと出ていった。

　一人残された円えん四し郎ろうはつぶやく。

「遠慮するよ。爆発四散するリア充第一号にはなりたくないからね」











　あとがき




　私、手ちよう水ず鉢ばち直なお樹きの『魔力を統すべる、破壊の王と全能少女』の第二巻を手に取っていただき誠にありがとうございます。

　ところで、買った本を読む際、最初にあとがきを読みますか？　それとも順番通り本文を読み終えてからあとがきに目を通しますか？　私は買ったらすぐあとがきを読むことが多いです。場合によっては、買う前から読んでたりします。

　あとがきを読み終えると、それだけで小さな達成感を覚えるんですね。また、あとがきに多少なりともあらわれた作者の人となりを感じ取れるような気もします。あとがきが楽しげだったりすると、それだけで本を買おうと思うこともあります。

　もっとも、昔姉に本を貸した際、いきなりあとがきを読み始めた様子を傍はたから見て、かなり奇妙な感じがしたので、人前ではしないほうがいいかもしれませんね。インターネットで調べたらあとがきから読むのは少数派のようですし。

　そんな《あとがきを先に読んじゃう族》の楽しみを奪わないように、本文のネタバレをあとがきに載せない、というのが私のあとがきの流儀です。となると、あとがきに書けるのは私の近況くらいでしょうか。

　報告すべき近況はさほどは無いですし恥ずかしいですが、一巻のあとがきにあるとおり、私はいわゆる兼業作家で、二巻の執筆時期は、ちょうど一番忙しい（どころか会社史上最も忙しい）繁忙期と重なっていました。執筆時間の捻出も大変で、正直二巻を出せるとは思っていませんでした。筆が進まない時は『無理無理絶対かたつむり』という謎の自作曲を口ずさみながらヘッドバンギングして首を少し痛める始末。

　それでもなんとか完成に至れたのは、『二巻も読みたい』という言葉をかけていただいた読者様の声の力があったおかげです。本当にありがとうございます。

　そして、原稿が途中の段階で大変素晴らしいイラストを描いてくださっていたあるみっく先生や、粗の多かった初稿を根気よく読んでいただいた編集者さんのお力添えがなくては無理無理絶対かたつむりでした。感謝申し上げます。

　最後に、改めて二巻をご購入いただきました読者の皆々様、大変ありがとうございます。
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